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選
択
集
通
津
録
講
読

・
著
者
：
慧
雲(

1730-1782
)

深
諦
院

解
題
：
本
書
は
玄
談
に
自
叙
す
る
如
く
、
安
永
己
亥
（
師
時
に
五
十
歳
）
の
夏
、
通
津

専
徳
寺
に
講
演
せ
る
筆
録
な
り
。
通
津
の
題
名
即
ち
茲
に
取
る
か
。
玄
談
の
終
わ
り
に

末
疏
を
叙
し
て
西
山
派
に
八
部
、
鎭
西
派
に
八
部
、
今
家
に
五
部
を
掲
ぐ
。
即
ち
是
等

の
諸
註
を
咀
嚼
し
、
正
す
に
日
渓
（
法
霖(

1693-1741
)

）
昨
夢
（
僧
樸(

1719-1762
)

）
二

師
の
宗
学
を
以
っ
て
す
。
特
に
玄
談
の
一
篇
は
文
義
優
麗
、
他
人
の
企
及
す
べ
か
ら
ざ

る
特
色
を
存
す
。

（
メ
モ
）

・
安
永
己
亥
：
安
永
八
年(

1779
)

。

※
専
徳
寺
住
職
は
六
世
超
応
。
天
明
二
年
（1782
）
に
本
堂
上
棟
（
超
応

歳
）

75

・
末
疏
：
西
山
派
八
部
、
鎭
西
派
八
部
、
真
宗
五
部
を
「
法
霖(

1693-1741
)

」
と
昨
夢
（
僧

樸(
1719-1762

)

）
二
師
の
宗
学
で
正
す
。

・
底
本
：
仏
大

・
参
照
：
六
条
法
光
寺
本
（
法
本
）
（
京
都
市
下
京
区
東
松
屋
町

か
）

840
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三
に
本
願
章
に
三
。
初
に
標
章
。
二
に
引
文
。
三
に
私
釈
。
今
は
初

弥
陀
如
来
止

本
願
之
文

（
弥
陀
如
来
、
余
行
を
も
つ
て
往
生
の
本
願
と
な
さ
ず
、
た
だ
念
仏
を
も
つ
て
往
生
の
本

願
と
な
し
た
ま
へ
る
文
。
）

今
章
の
来
意
、
上
に
准
じ
て
二
義
。

も
し
文
に
約
せ
ば
、
上
に
す
で
に
師
説
明
か
す
。
あ
に
本
な
き
や
。
故
に
そ
の
本
を
示

す
。
す
な
わ
ち
今
章
起
る
。

も
し
義
に
約
せ
ば
、
第
一
・
第
二
は
こ
の
楷
梯
と
な
す
。
楷
梯
す
で
に
成
ず
。
正
し
く

堂
奥
を
示
す
が
故
に
、
今
章
来
る
。

本
願
章
と
は
、
あ
る
い
は
（
鵜
木
の
大
綱
）
「
念
仏
本
願
章
」
と
云
い
、
あ
る
い
は
（
要

義
）
「
生
因
本
願[

433b
]

章
」
と
云
い
、
あ
る
い
は
（
本
義
）
「
本
願
念
仏
章
」
と
云
い
、

あ
る
い
は
（
聞
香
日
渓
）
「
選
択
本
願
章
」
と
云
い
、
あ
る
い
は
（
私
集
）
た
だ
「
本
願

章
」
と
云
う
。
義
に
お
い
て
別
な
し
。
故
に
今
は
た
だ
略
よ
り
名
づ
く
る
の
み
。

し
か
れ
ば
本
願
と
は
、
総
じ
て
六
八
を
指
し
、
別
し
て
一
願
を
指
す
。
も
し
今
家
に
依

ら
ば
、
広
略
中
あ
り
。
広
略
は
知
る
べ
し
。
中
は
五
願
を
取
る
。

お
よ
そ
願
文
を
釈
せ
ば
具
さ
に
五
科
。
『
安
永
録
』
の
ご
と
し
。
こ
れ
は
こ
の
宗
要
な

り
。
今
は
こ
れ
を
略
述
す
。

一
は
文
科
。
影
等
は
三
科
。
古
今
の
通
依
は
、
所
謂
摂
法
身
（
三
）
摂
国
土
（
二
）
摂

衆
生
（
余
の
四
十
三
）
。

二
は
義
科
。
こ
の
中
に
分
け
て
四
。
上
を
合
し
て
五
と
な
す
。

一
に
浄
入
願
心
科
。
こ
れ
論
主
註
家
の
微
意
に
依
る
。

二
に
摂
生
為
本
科
。
こ
れ
七
祖
相
承
の
通
意
に
依
る
。

三
は
光
寿
為
本
科
。
こ
れ
高
祖
発
揮
の
指
帰
に
依
る
。

四
に
真
仮
別
立
科
。
こ
れ
ま
た
高
祖
別
途
の
判
釈
に
依
る
。

初
に
浄
入
願
心
と
は
何
。
選
択
論
（
※
浄
土
論
か
）

に
云
く
、
「
三
種
の
成
就
は
、
願

心
を
も
つ
て
荘
厳
せ
り
」
と
。
三
種
と
は
何
。
依
正
の
主
伴
な
り
。
願
心
と
は
何
。
選
択

の
願
心
な
り
。
願
心
清
浄
な
る
が
故
に
荘
厳
清
浄
、
仏
名
清
浄
（
清
浄
覚
）
、
土
ま
た
清

浄
（
清
浄
土
）
、
人
ま
た
清
浄
（
清
浄
衆
）
。
一
事
と
し
て
法
蔵
の
清
浄
願
心
の
回
向
成

就
し
た
ま
う
所
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
あ
る
こ
と
な
き
な
り
。
行
信
の
因
果
、
往
還
の
諸
相
、



- 3 -

み
な
願
心
に
よ
っ
て
成
就
す
る
な
り
。

も
し
こ
の
義
に
依
ら
ば
、
四
十
八
願
の
一
一
は
二
科
な
り
。
前
後
の
二
句
（
※
設
我
得

仏
と
不
取
正
覚
）

こ
れ
願
心
相
。
中
間
は
願
事
な
り
。
こ
の
三
厳
の
相
は
、
本
末
を
問
わ

ず
、
真
仮
を
論
ぜ
ず
。
た
だ
こ
れ
一
清
浄
句
中
の
妙
差
別
相
な
り
。
能
厳
を
略
と
し
、
所

厳
を
広
と
す
。
能
所
の
能
広
は
略
に
入
り
、
所
能
の
所
略
は
広
に
入
る
。
無
碍
に
入
る
を

こ
れ
広
略
相
入
と
曰
う
。
こ
れ
浄
入
願
心
と
曰
い
、
こ
れ[

434a
]

願
心
荘
厳
と
曰
う
。

こ
れ
一
匹
五
彩
の
も
の
な
り
。

二
に
摂
生
為
本
と
は
、
玄
義
に
云
く
、

「
法
蔵
比
丘
、
世
饒
王
仏
の
所
に
ま
し
ま
し
て
菩
薩
の
道
を
行
じ
た
ま
ひ
し
時
、
四

十
八
願
を
発
し
た
ま
へ
り
。
一
々
の
願
に
の
た
ま
は
く
、
〈
も
し
わ
れ
仏
を
得
た
ら

ん
に
、
十
方
の
衆
生
、
わ
が
名
号
を
称
し
て
わ
が
国
に
生
ぜ
ん
と
願
ぜ
ん
に
、
下
十

念
に
至
る
ま
で
、
も
し
生
ぜ
ず
は
、
正
覚
を
取
ら
じ
〉
」
と
。

第
十
八
を
も
っ
て
摂
生
の
本
と
な
し
、
余
の
四
十
七
は
た
だ
忻
慕
と
な
す
。
所
被
の
千

差
、
能
被
の
萬
品
、
故
に
余
願
あ
り
。
余
願
に
由
る
が
故
に
忻
慕
心
を
生
ず
。
す
で
に
忻

慕
を
生
ず
れ
ば
、
尋
ね
て
願
心
を
生
じ
聞
信
歓
喜
す
。
す
で
に
よ
く
聞
信
す
れ
ば
、
往
生

必
定
す
。
当
に
知
る
べ
し
、
一
一
の
願
の
後
に
み
な
第
十
八
あ
る
な
り
。
こ
こ
に
お
い
て

か
、
諸
願
は
第
十
八
の
願
に
従
っ
て
出
で
る
。
第
十
八
に
入
り
て
息
む
。
吉
水
の
一
化
、

た
だ
こ
の
域
に
在
す
。
七
祖
の
相
承
の
本
願
力
を
談
ず
は
、
み
な
こ
の
旨
な
り
。
龍
樹
は

「
帰
命
本
願
力
」
と
謂
い
、
ま
た
「
阿
弥
陀
仏
の
本
願
は
か
く
の
ご
と
し
、
も
し
人
わ
れ

を
念
じ
名
を
称
し
て
み
づ
か
ら
帰
す
れ
ば
」
等
と
云
う
。
天
親
は
「
観
仏
本
願
力
」
と
云

い
、
乃
至
、
横
川
は
「
別
願
中
の
別
願
」
と
云
う
。
吉
水
は
す
な
わ
ち
今
章
こ
れ
な
り
。

い
わ
ん
や
五
帖
の
法
章
た
だ
こ
の
旨
を
述
す
。

も
し
こ
の
義
に
依
ら
ば
、
四
十
八
願
は
大
分
二
と
な
す
。
初
は
別
中
の
別
、
第
十
八
な

り
。
二
は
別
中
の
総
、
四
十
七
な
り
。
別
は
総
に
入
る
が
故
に
、
万
機
普
益
。
総
は
別
に

入
る
が
故
に
、
往
生
業
成
。
こ
こ
に
お
い
て
か
、
三
世
十
方
の
利
済
無
塞
な
り
。

三
に
光
寿
為
本
科
と
は
、
和
讃
に
云
々
（
超
世
無
上
等
）
。
原
夫
弥
陀
世
尊
の
深
重
誓

願
、
光
寿
の
徳
を
も
っ
て
安
養
に
影
現
し
、
十
方
を
統
御
す
。
こ
こ
を
も
っ
て
光
寿
と
は

安
養
自
然
の
妙
果
。
ま
た
こ
れ
十
方
摂
化
の
根
本
な
り
。[

434b
]

讃
偈
讃
の
ご
と
き
は
、

専
ら
安
養
自
然
の
妙
果
を
嘆
じ
、
正
像
末
の
ご
と
き
は
、
専
ら
十
方
摂
化
の
根
本
を
嘆
ず
。

い
か
ん
が
自
然
の
妙
果
な
る
や
。
か
く
の
ご
と
き
光
寿
の
身
と
土
は
不
二
に
し
て
、
仏

即
ち
光
寿
無
碍
、
土
は
ま
た
諸
智
土
、
無
量
光
明
土
な
り
。
し
か
し
て
自
国
の
菩
薩
人
天
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を
し
て
同
じ
く
光
寿
無
量
に
契
ら
せ
ん
と
す
。
「
長
く
道
徳
と
合
明
」
（
※
註
釈
版
六
一
）

す
る
が
故
に
、
主
伴
不
二
、
依
正
不
二
、
す
な
わ
ち
こ
れ
無
畏
涅
槃
界
な
り
。

い
か
ん
が
摂
化
根
本
な
る
や
。
名
体
不
二
の
諸
仏
称
揚
な
り
。
経
に
云
く
、
「
十
方
恒

沙
諸
仏
如
来
、
皆
共
讃
嘆
」
等
と
。
ま
た
云
く
、
「
十
方
恒
沙
の
諸
仏
如
来
、
称
嘆
せ
ざ

る
こ
と
な
し
」
と
。
こ
こ
に
お
い
て
衆
生
聞
信
歓
喜
す
。
経
に
云
く
、
「
諸
有
衆
生
、
そ

の
名
号
を
聞
き
て
」
、
ま
た
云
く
、
「
名
を
聞
き
て
往
生
せ
ん
と
欲
へ
ば
」
と
。
こ
れ
は

こ
れ
福
智
蔵
な
り
。
そ
の
機
未
熟
な
ら
ば
、
方
便
蔵
を
顕
開
す
。
こ
こ
に
お
い
て
定
散
二

善
あ
り
。
八
万
の
法
蔵
あ
り
。
そ
の
機
す
で
に
熟
せ
ば
、
福
智
蔵
に
摂
入
す
。
尅
し
て
こ

れ
を
言
う
。
た
だ
こ
れ
光
明
名
号
摂
化
十
方
の
相
な
り
。
華
光
の
往
覲
、
二
相
の
始
終
、

八
万
の
法
門
、
こ
こ
よ
り
出
で
て
、
こ
こ
に
帰
し
て
息
む
。
故
に
「
摂
化
の
根
本
」
と
云

う
な
り
。

も
し
こ
の
義
に
依
ら
ば
、
四
十
八
願
は
分
ち
て
二
科
と
な
す
。
一
は
内
徳
光
寿
の
願
。

十
二
・
十
三
こ
れ
な
り
。
二
は
外
用
摂
化
の
願
。
こ
の
中
を
二
と
な
す
。
一
は
真
実
。
十

七
・
十
八
及
び
十
一
こ
れ
な
り
。
二
は
方
便
。
十
九
・
二
十
こ
れ
な
り
。
余
願
は
准
知
す

（
因
み
に
按
ず
れ
ば
、
仏
よ
り
生
に
向
か
う
は
、
光
寿
を
本
と
な
す
。
生
よ
り
仏
に
向
か

う
は
、
十
八
を
本
と
な
す
。
各
お
の
始
終
あ
り
。
十
八
願
の
ご
と
き
は
、
十
七
を
始
と
な

し
、
十
八
こ
れ
中
、
十
一
は
終
。
そ
の
旨
知
る
べ
し
。
光
寿
願
の
ご
と
き
は
、
十
一
を
始

め
と
す
。
如
よ
り
来
生
し
、
身
を
示
現
す
る
が
故
に
。
光
寿
こ
れ
中
、
十
七
を
終
と
す
。

体
を
も
っ
て
名
に
属
す
。
化
本
（
※
摂
化
根
本
）

た
る
が
故
に
。
こ
こ
に
准
じ
て
こ
れ
を

言
う
。
十
七
・
十
一
は
ま
た
始
終
あ
り
。
循
環
玲
瓏
、
玉
の
盤
を
転
ず
る
が
ご
と
し
。
珠

の
網
を
懸
け
る
が
ご
と
し
。
し
か
れ
ば
機
の
未
熟
、
こ
の
化
を
受
け
ず
。
こ
こ
を
も
っ
て

十
一
は
二
十
二
願
を
出
づ
。
十
七
は
分
ち
て
施
す
に
方
便
願
を
出
す
。
よ
く
仏
所
説
の
法

を
説
き
、
み
な
こ
れ
利
他
教
化
地
、
方
便
権
門
の[

435a
]

道
路
な
り
。
往
還
回
向
、
利
済

無
塞
、
こ
れ
を
摂
す
る
に
唯
だ
一
名
号
の
徳
あ
る
が
故
に
。
「
南
無
阿
弥
陀
仏
の
回
向
の
」

（
※
註
釈
版
六
〇
九
）

等
と
云
う
（
云
々
）
）
。

四
に
真
仮
差
別
科
と
は
、
行
巻
偈
前
の
文
に
云
く
、
「
ま
た
（
※
原
本
：
お
ほ
よ
そ
）

誓

願
に
つ
い
て
真
実
の
行
信
あ
り
、
ま
た
方
便
の
行
信
あ
り
」
等
と
。
ま
た
真
土
巻
の
終
り

に
云
く
、
「
し
か
る
に
願
海
に
つ
い
て
真
あ
り
仮
あ
り
。
こ
こ
を
も
つ
て
ま
た
仏
土
に
つ

い
て
真
あ
り
仮
あ
り
。
」
（
※
註
釈
版
三
七
一
）
等
と
。
ま
た
行
巻
（
五
十
）
に
云
く
、
「
福

智
蔵
を
円
満
し
、
方
便
蔵
を
開
顕
せ
し
む
」
（
※
註
釈
版
二
〇
一
）
と
。

も
し
こ
の
義
に
依
ら
ば
、
四
十
八
願
は
分
ち
て
三
科
と
な
す
。
一
は
真
の
願
。
十
一
・

十
二
・
十
三
・
十
七
・
十
八
及
び
二
十
二
等
こ
れ
な
り
。
二
は
仮
の
願
。
十
九
・
二
十
及

び
二
十
八
等
こ
れ
な
り
。
三
は
真
仮
通
願
。
そ
の
余
の
諸
願
こ
れ
な
り
。
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上
来
の
文
義
、
合
し
て
五
科
と
な
す
。
七
祖
の
相
承
、
諸
家
の
釈
義
、
こ
の
趣
を
出
で

ざ
る
も
の
な
り
。
今
の
所
顕
の
ご
と
き
は
摂
生
を
本
と
す
。
義
の
在
る
と
こ
ろ
知
る
べ
し
。

二
に
引
文
に
三
。
初
に
大
経
、
二
に
観
念
門
、
三
に
礼
讃
。
今
は
初
。

無
量
寿
経
止

不
取
正
覚

（
『
無
量
寿
経
』
の
上
に
の
た
ま
は
く
、
「
た
と
ひ
わ
れ
仏
を
得
た
ら
ん
に
、
十
方
の
衆

生
、
心
を
至
し
信
楽
し
て
、
わ
が
国
に
生
ぜ
ん
と
欲
し
て
、
乃
至
十
念
せ
ん
に
、
も
し
生

ぜ
ず
と
い
は
ば
、
正
覚
を
取
ら
じ
」
と
。
）

け
だ
し
そ
れ
二
尊
喚
遣
の
深
奥
、
七
祖
相
承
の
妙
脈
、
宗
祖
弘
興
の
真
宗
、
四
輩
同
入

の
通
門
、
た
だ
こ
の
一
願
に
在
す
る
も
の
な
り
。

試
み
に
願
文
を
解
す
。
文
を
分
ち
て
三
と
な
す
。
初
は
発
願
、
二
は
願
事
、
三
は
立
誓
。

文
に
配
し
て
見
る
べ
し
。

「
設
」
は
こ
れ
若
と
言
う
。
唐
訳
は
「
若
我
成
仏
」
と
云
い
、
終
南
は
ま
た
数
々
「
若

我
成
仏
」
と
云
う
。
ま
た
設
は
仮
設
。
影
や
興
み
な
こ
の
釈
あ
り
。
理
は
宜
し
く
こ
れ
に

従
う
べ
し
。
相
承
の
諸
書
（
三
経
文
類
等
）
は
達
登
比
訓
（
※
？
）

を
用
う
る
が
故
に
。

「
我
」
と
は
、
自
指
の
詞
。

「
仏
」
は
佛
陀
。
こ
れ
は
覚
と
云
う
者
な
り
。
こ
れ
す
な
わ
ち
光
寿
無
量
尊
な
り
。

「
十
方
」
已
下
は[

435b
]

願
事
。
分
ち
て
四
段
と
な
す
。
一
は
十
方
衆
生
を
釈
す
。
二

は
三
信
を
釈
す
。
三
は
乃
至
十
念
を
釈
す
。
四
は
若
不
生
者
を
釈
す
。

初
に
「
十
方
衆
生
」
を
釈
す
は
、
こ
の
中
に
二
と
な
す
。
初
は
余
願
に
対
し
て
解
す
。

二
は
成
就
に
対
し
て
釈
す
。

初
の
余
願
に
対
し
て
解
す
と
は
、
お
よ
そ
六
八
中
、
こ
の
言
を
置
く
は
、
た
だ
三
願
た

り
。
謂
く
、
今
願
及
び
十
九
・
二
十
こ
れ
な
り
。
か
く
の
ご
と
き
三
願
は
摂
化
機
尽
。
一

に
謂
く
不
定
、
二
十
願
こ
れ
な
り
。
二
に
謂
く
邪
定
、
十
九
願
こ
れ
な
り
。
三
に
謂
く
正

定
、
す
な
わ
ち
今
願
こ
れ
な
り
。
仏
の
本
意
に
約
せ
ば
、
た
だ
正
定
に
在
す
。
行
巻
（
終
）

に
謂
く
、
「
そ
の
機
は
す
な
は
ち
一
切
善
悪
大
小
凡
愚
な
り
」
と
。
ま
た
云
く
、
「
一
乗

海
の
機[

を
案
ず
る
に]

、
金
剛
の
信
心
は
絶
対
不
二
の
機
な
り
」（
※
註
釈
版
一
九
九
）
と
。

余
願
文
と
そ
の
言
は
同
じ
と
い
え
ど
も
、
義
に
お
い
て
天
懸
な
り
。
こ
こ
に
お
い
て
か
、

て
ん
け
ん

三
願
三
機
三
蔵
三
経
三
往
生
義
あ
り
。
鼎
時
を
も
っ
て
一
家
の
法
門
を
成
ず
。
法
要
一

（
初
）
の
三
経
文
類
に
云
々
な
る
が
ご
と
し
。
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二
に
成
就
に
対
し
て
解
す
と
は
、
述
成
（
※
成
就
と
同
義
）

文
に
「
諸
有
衆
生
」
と
云

う
。
諸
有
の
言
は
す
な
わ
ち
諸
有
輪
、
諸
有
海
。
こ
れ
は
か
れ
大
悲
の
周
急
を
顕
す
が
故

に
。
今
は
十
方
と
云
う
。
こ
れ
は
大
智
の
普
及
を
示
す
が
故
に
。
こ
れ
六
義
あ
り
。

一
は
招
喚
発
遣
対
。
謂
く
、
遣
は
す
な
わ
ち
こ
こ
よ
り
直
ち
に
指
示
し
、
喚
は
す
な
わ

ち
か
し
こ
よ
り
汎
爾
（
※
お
ほ
よ
そ
）
通
じ
て
の
呼
（
一
経
の
総
意
に
約
す
）
。

は

ん

に

二
に
本
願
述
成
対
。
謂
く
、
述
は
一
方
に
局
る
が
故
に
諸
有
と
云
い
、
願
は
衆
域
に
通

ず
る
故
に
十
方
と
云
う
（
願
力
始
終
に
約
す
）
。

三
は
報
化
二
身
対
。
謂
く
、
こ
れ
は
す
な
わ
ち
穢
土
故
に
諸
有
と
云
い
、
彼
は
す
な
わ

ち
浄
土
故
に
十
方
と
云
う
（
摂
化
の
始
終
に
約
す
）
。

四
は
悲
化
智
慧
対
。
謂
く
、
悲
化
は
周
急
、
智
慧
は
普
及
。
上
に
准
じ
て
知
る
べ
し
（
発

遣
の
始
終
に
約
す
）
。

五
は
信
機
信
法
対
。
謂
く
、[

436a
]

諸
有
を
聞
く
に
よ
っ
て
、
機
劣
を
深
信
し
、
十
方

を
聞
く
に
よ
っ
て
法
勝
を
深
信
す
（
行
者
の
受
行
に
約
す
）
。

六
は
摂
受
抑
止
対
。
謂
く
、
す
で
に
機
劣
を
信
ず
れ
ば
慚
愧
の
日
生
ま
る
。
す
で
に
法

勝
を
信
ず
れ
ば
恭
敬
息
む
こ
と
な
し
（
信
後
の
余
用
に
約
す
）
。

二
に
三
信
を
釈
せ
ば
、
至
玄
至
要
は
、
信
巻
の
嘆
徳
に
云
く
、

大
信
心
は
す
な
は
ち
こ
れ
長
生
不
死
の
神
方
、
欣
浄
厭
穢
の
妙
術
、
選
択
回
向
の
直

心
、
利
他
深
広
の
信
楽
、
金
剛
不
壊
の
真
心
、
易
往
無
人
の
浄
信
、
心
光
摂
護
の
一

心
、
希
有
最
勝
の
大
信
、
世
間
難
信
の
捷
径
、
証
大
涅
槃
の
真
因
、
極
速
円
融
の
白

道
、
真
如
一
実
の
信
海
な
り
。

（
註
釈
版
・
二
一
一
）

し
か
れ
ば
諸
師
の
異
解
一
任
し
て
息
む
。
別
意
の
弘
願
を
知
ら
ざ
る
が
故
に
。
他
流
の

所
伝
、
弘
願
を
談
ず
る
と
い
え
ど
も
、
た
だ
皮
膚
に
あ
る
の
み
。
何
ぞ
駿
骨
の
偉
を
識
る

か
な
。
宗
祖
の
広
略
及
び
鈔
は
集
成
す
る
者
な
り
。
因
は
二
力
の
果
を
判
じ
、
二
土
を
弁

ず
。
真
宗
教
義
こ
こ
に
お
い
て
備
足
す
。
今
は
直
だ
宗
意
に
つ
い
て
明
か
さ
ば
、
こ
れ
に

二
意
あ
り
。
一
は
三
心
即
一
の
義
、
二
は
一
心
即
三
の
義
。
こ
の
二
は
無
二
、
無
二
に
し

て
二
。
こ
の
旨
を
達
せ
ず
ば
、
恐
ら
く
凝
滞
を
生
ず
。

初
の
三
心
即
一
と
は
、
略
書
に
云
く
、

問
ふ
。
念
仏
往
生
の
願
、
す
で
に
三
心
を
発
し
た
ま
へ
り
。
論
主
、
な
に
を
も
つ
て

の
ゆ
ゑ
に
一
心
と
い
ふ
や
。

答
ふ
。
愚
鈍
の
衆
生
を
し
て
、
覚
知
易
か
ら
し
め
ん
が
た
め
の
ゆ
ゑ
に
、
論
主
、
三
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を
合
し
て
一
と
し
た
ま
ふ
か
。

（
註
釈
版
・
四
八
九
）

広
書
の
三
本
（
十
七
）
に
云
く
、

如
来
の
本
願
、
す
で
に
至
心
・
信
楽
・
欲
生
の
誓
を
発
し
た
ま
へ
り
。
な
に
を
も
つ

て
の
ゆ
ゑ
に
、
論
主
一
心
と
い
ふ
や
。

答
ふ
。
愚
鈍
の
衆
生
、
解
了
易
か
ら
し
め
ん
が
た
め
に
、
弥
陀
如
来
、
三
心
を
発
し

た
ま
ふ
と
い
へ
ど
も
、
涅
槃
の
真
因
は
た
だ
信
心
を
も
つ
て
す
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
論
主

三
を
合
し
て
一
と
せ
る
か
。

（
註
釈
版
・
二
二
九
）

広
略
二
本
は[

436b
]

文
や
や
（
※
稍
）

異
な
る
と
い
え
ど
も
、
そ
の
義
全
く
こ
れ
に
同

じ
。
こ
こ
を
も
っ
て
経
は
論
よ
り
難
し
。
答
う
る
に
字
訓
を
も
っ
て
三
則
一
を
顕
す
も
の

な
り
。
次
の
下
の
字
訓
に
云
々
。
具
釈
に
遑
あ
ら
ず
。
皆
こ
れ
三
即
一
の
義
な
り
。

二
に
一
心
即
三
と
は
、
略
書
に
云
く
、

ま
た
三
心
と
い
ふ
は
、
一
つ
に
は
至
心
。
こ
の
心
は
、
す
な
は
ち
こ
れ
如
来
、
至
徳

・
円
修
・
満
足
・
真
実
の
心
な
り
。
阿
弥
陀
如
来
、
真
実
の
功
徳
を
も
つ
て
一
切
に

回
施
し
た
ま
へ
り
。
す
な
は
ち
名
号
を
も
つ
て
至
心
の
体
と
す
。

（
註
釈
版
・
四
九
〇
）

等
と
。
広
書
の
三
本
（
十
八
）
に
云
く
、

ま
た
問
ふ
。
字
訓
の
ご
と
き
、
論
主
の
意
、
三
を
も
つ
て
一
と
せ
る
義
、
そ
の
理
し

か
る
べ
し
と
い
へ
ど
も
、
愚
悪
の
衆
生
の
た
め
に
阿
弥
陀
如
来
す
で
に
三
心
の
願
を

発
し
た
ま
へ
り
。
い
か
ん
が
思
念
せ
ん
や
。

答
ふ
。
仏
意
測
り
が
た
し
。
し
か
り
と
い
へ
ど
も
、
ひ
そ
か
に
こ
の
心
を
推
す
る
に
、

一
切
の
群
生
海
、
無
始
よ
り
こ
の
か
た
乃
至
今
日
今
時
に
至
る
ま
で
、
穢
悪
汚
染
に

し
て
清
浄
の
心
な
し
、
虚
仮
諂
偽
に
し
て
真
実
の
心
な
し
。
こ
こ
を
も
つ
て
如
来
、

一
切
苦
悩
の
衆
生
海
を
悲
憫
し
て
、
不
可
思
議
兆
載
永
劫
に
お
い
て
、
菩
薩
の
行
を

行
じ
た
ま
ひ
し
と
き
、
三
業
の
所
修
、
一
念
一
刹
那
も
清
浄
な
ら
ざ
る
こ
と
な
し
、

真
心
な
ら
ざ
る
こ
と
な
し
。
如
来
、
清
浄
の
真
心
を
も
つ
て
、
円
融
無
碍
不
可
思
議

不
可
称
不
可
説
の
至
徳
を
成
就
し
た
ま
へ
り
。
如
来
の
至
心
を
も
つ
て
、
諸
有
の
一
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切
煩
悩
悪
業
邪
智
の
群
生
海
に
回
施
し
た
ま
へ
り
。
す
な
は
ち
こ
れ
利
他
の
真
心
を

彰
す
。
ゆ
ゑ
に
疑
蓋
雑
は
る
こ
と
な
し
。
こ
の
至
心
は
す
な
は
ち
こ
れ
至
徳
の
尊
号

を
そ
の
体
と
せ
る
な
り
。
（
註
釈
版
・
二
三
一
）

等
と
。
次
下
の
諸
文
、
広
略
異
な
る
と
い
え
ど
も
、
義
趣
全
く
こ
れ
に
同
じ
。
こ
こ
を
も

っ
て
論
の
難
き
を
経
に
て
答
う
。
義
理
を
も
っ
て
一
即
三
を
示
す
も
の
な
り
。
次
下
の
広

釈
、
そ
の
信
楽
を
結
ん
で
、
至
心
を
体
と
す
。
そ
の
欲
生
を
釈
し
て
、
信
楽
を
体
と
す
。

展
転
相
成
し
て
、
み
な
こ
れ[

437a
]

一
即
三
の
義
を
成
ず
る
な
り
。
一
即
三
故
に
、
願

は
三
信
を
誓
い
、
三
即
一
故
に
、
論
は
一
心
と
云
う
。
経
論
相
成
し
て
、
他
力
を
著
す
（
※

著
焉
）
。
い
わ
ん
や
玄
簡
の
三
不
三
信
釈
に
依
ら
ば
、
そ
の
義
い
よ
い
よ
明
か
な
り
。
大

義
か
く
の
ご
と
し
。

次
に
文
句
を
釈
せ
ば
、
こ
れ
ま
た
三
あ
り
。
初
に
文
類
に
依
り
、
二
に
銘
文
に
依
り
、

三
に
同
異
を
料
簡
す
。

文
類
の
文
は
広
く
安
永
録
の
ご
と
し
。

二
に
銘
文
に
依
ら
ば
、
法
要
一
（
三
十
丁
）
の
銘
文
云
々
（
「
至
心
信
楽
」
と
い
ふ
は
、

「
至
心
」
は
真
実
と
申
す
な
り
、
真
実
と
申
す
は
如
来
の
御
ち
か
ひ
の
真
実
な
る
を
至
心

と
申
す
な
り
。
煩
悩
具
足
の
衆
生
は
、
も
と
よ
り
真
実
の
心
な
し
、
清
浄
の
心
な
し
、
濁

悪
邪
見
の
ゆ
ゑ
な
り
。
「
信
楽
」
と
い
ふ
は
、
如
来
の
本
願
真
実
に
ま
し
ま
す
を
、
ふ
た

ご
こ
ろ
な
く
ふ
か
く
信
じ
て
疑
は
ざ
れ
ば
、
信
楽
と
申
す
な
り
。
こ
の
「
至
心
信
楽
」
は
、

す
な
は
ち
十
方
の
衆
生
を
し
て
、
わ
が
真
実
な
る
誓
願
を
信
楽
す
べ
し
と
す
す
め
た
ま
へ

る
御
ち
か
ひ
の
至
心
信
楽
な
り
、
凡
夫
自
力
の
こ
こ
ろ
に
は
あ
ら
ず
。
「
欲
生
我
国
」
と

い
ふ
は
、
他
力
の
至
心
信
楽
の
こ
こ
ろ
を
も
つ
て
安
楽
浄
土
に
生
れ
ん
と
お
も
へ
と
な

り
。
）

三
に
同
異
を
料
簡
す
と
は
、
上
来
の
諸
文
、
仏
よ
り
こ
れ
を
言
う
。
至
徳
の
尊
号
は
自

ず
か
ら
三
心
を
具
す
。
三
心
展
転
し
て
尊
号
を
体
と
す
る
が
故
に
。
生
よ
り
こ
れ
を
談
ぜ

ば
、
一
信
楽
の
中
、
前
後
の
二
を
具
す
。
三
心
は
各
々
疑
蓋
無
雑
な
る
が
故
に
。
ま
た
銘

文
の
ご
と
き
は
、
初
は
た
だ
仏
に
属
し
、
中
は
生
仏
に
属
し
、
終
は
た
だ
生
に
属
す
。
帰

命
を
弁
ず
る
が
ご
と
く
、
あ
い
顕
著
に
約
す
。
欲
生
心
を
も
っ
て
能
帰
の
相
と
な
す
。
か

く
の
ご
と
き
異
義
、
異
に
し
て
同
を
障
げ
ず
。
三
即
一
な
る
が
故
に
。
同
に
し
て
異
を
碍

げ
ず
。
一
即
三
な
る
が
故
に
。
旨
を
得
て
領
会
す
。

三
に
「
乃
至
十
念
」
と
は
、
初
に
「
乃
至
」
を
釈
し
、
次
に
「
十
念
」
を
釈
す
。

初
に
「
乃
至
」
と
は
、
行
巻
（
四
十
）
に
云
く
、
「
乃
至
と
は
一
多
包
容
の
言
な
り
」
、
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信
末
（
二
）
に
云
く
、
「
「
乃
至
」
と
い
ふ
は
、
多
少
を
摂
す
る
の
言
な
り
」
と
。
略
書

に
云
く
、
「
上
下
を
兼
ね
て
中
を
略
す
る
の
言
な
り
」
、
法
要
二
（
三
）
の
『
証
文
』
云

々
（
「
乃
至
」
は
、
お
ほ
き
を
も
す
く
な
き
を
も
、
ひ
さ
し
き
を
も
ち
か
き
を
も
、
さ
き

を
も
の
ち
を
も
、
み
な
か
ね
を
さ
む
る
こ
と
ば
な
り
）
。

次
に
「
十
念
」[

437b
]

と
は
、
も
し
諸
師
に
依
ら
ば
（
法
位
・
玄
一
等
）
、
十
法
に
依

り
て
十
念
を
起
す
と
云
う
。
こ
れ
称
名
の
十
念
に
あ
ら
ず
。
十
法
と
は
、
『
弥
勒
所
問
経
』

に
説
く
所
の
十
念
こ
れ
な
り
。
こ
の
義
は
不
了
。
採
録
に
足
ら
ず
、
異
門
の
鑰
（
※
か
ぎ
、

じ
ょ
う
）
、
「
十
方
諸
有
」
の
言
に
背
く
。
別
意
の
弘
願
の
宗
を
失
う
。
故
に
相
承
の
ご
と

く
念
声
是
一
に
依
る
。
今
集
の
釈
の
ご
と
し
。
龍
樹
は
す
で
に
「
も
し
人
わ
れ
を
念
じ
（
三

信
）
名
を
称
し
て
（
十
念
）
」
（
註
釈
版
七
祖
篇
・
一
五
）
等
と
云
う
。
宗
家
は
常
に
称

我
名
号
を
も
っ
て
三
信
の
文
に
換
え
る
。

問
う
。
こ
の
文
の
「
十
念
」
、
信
と
な
す
か
、
行
と
な
す
か
。

答
う
。
成
就
は
「
乃
至
一
念
」
と
云
い
、
付
属
も
ま
た
「
乃
至
一
念
」
と
云
う
。
行
巻

（
三
十
九
云
々
。
後
を
も
っ
て
前
に
属
す
）
、
信
末
（
初
云
々
。
前
を
も
っ
て
後
に
属
す
）
、

こ
の
義
旨
に
准
ず
。
今
の
十
念
の
ご
と
き
は
自
ず
か
ら
行
信
に
通
ず
。
ま
た
信
行
離
れ
ず
。

確
執
す
べ
か
ら
ず
。
略
書
は
行
を
証
じ
て
成
就
を
連
引
す
。
ま
た
信
本
（
十
五
）
・
行
巻

（
三
十
九
）
は
礼
懺
儀
下
巻
の
深
心
釈
の
文
を
引
く
。
意
は
一
文
を
も
っ
て
行
信
を
証
す

る
に
あ
る
。
ま
さ
に
知
る
べ
し
、
信
に
約
せ
ば
、
こ
れ
相
続
相
。
行
に
約
せ
ば
、
こ
れ
称

名
行
な
り
。
左
右
塞
な
し
。
旨
を
得
て
思
択
す
。

問
う
。
他
流
は
専
ら
十
念
の
口
授
を
事
と
す
。
今
家
は
何
を
も
っ
て
こ
の
伝
な
き
な
り
。

答
う
。
他
流
の
所
伝
は
是
非
す
べ
か
ら
ず
。
今
家
の
相
承
は
断
じ
て
こ
の
義
な
し
。
た

だ
今
家
あ
ら
ず
、
善
導
・
吉
水
も
ま
た
こ
れ
を
用
い
ず
。
本
伝
に
な
き
所
な
る
が
故
に
。

し
か
る
に
十
念
の
口
授
は
各
々
、
論
註
の
文
（
上
巻
終
）
よ
り
出
づ
る
。
云
く
、

『
経
』
（
観
経
）
に
「
十
念
」
と
の
た
ま
へ
る
は
、
業
事
成
弁
を
明
か
す
の
み
。
か

な
ら
ず
し
も
頭
数
を
知
る
こ
と
を
須
ゐ
ず
。
「
蟪
蛄
は
春
秋
を
識
ら
ず
」
と
い
ふ
が

ご
と
し
。
こ
の
虫
あ
に
朱
陽
の
節
を
知
ら
ん
や
。
知
る
も
の
こ
れ
を
い
ふ
の
み
。
十

念
業
成
と
は
、
こ
れ
ま
た
神
に
通
ず
る
も
の
こ
れ
を
い
ふ
の
み
。
た
だ
念
を
積
み
相

続
し
て
他
事
を
縁
ぜ
ざ
れ
ば
す
な
は
ち
罷
み
ぬ
。
ま
た
な
ん
ぞ
念
の
頭
数
を
知
る
を

須
ゐ
る
こ
と
を
仮
ら
ん
や
。
も
し
か
な
ら
ず
す
べ
か
ら
く[

438a
]

知
る
べ
く
は
ま

た
方
便
あ
り
。
か
な
ら
ず
す
べ
か
ら
く
口
授
す
べ
し
。
こ
れ
を
筆
点
に
題
す
る
こ
と

を
得
ざ
れ
。
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こ
の
文
意
を
按
ず
る
に
、
す
で
に
「
不
必
須
知
」
（
※
か
な
ら
ず
し
も
頭
数
を
知
る
こ
と

を
須
ゐ
ず
。[
現
代
語
訳]

必
ず
し
も
そ
の
念
仏
の
数
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
の
で
は
な
い
）

と
云
う
。
た
と
い
口
授
し
て
も
た
だ
こ
れ
護
防
に
過
ぎ
ざ
る
の
み
。
良
忠
ま
た
言
く
、
「
愚

老
粗
ぼ
推
せ
り
」
（
『
浄
土
宗
全
書
』
一
・
三
〇
八
上
。
）

と
。
し
か
れ
ば
す
な
わ
ち
、
他
流

の
所
伝
、
ま
た
輓
近
（
※
ば
ん
き
ん
。
最
近
。
未
来
）

を
出
づ
る
か
（

※
口
伝
は
最
近
で
き

た
も
の
だ
ろ
う
）
。

四
に
「
若
不
生
者
」
を
釈
せ
ば
、
こ
れ
二
解
あ
り
。
一
に
余
願
に
対
す
る
解
し
、
二
に

成
就
に
対
し
て
解
す
。

初
に
余
願
に
対
し
て
解
す
と
は
、
お
よ
そ
六
八
中
、
こ
の
句
を
置
く
は
、
た
だ
こ
の
願

に
あ
り
。
そ
れ
別
中
の
別
た
ら
ん
と
す
る
所
、
け
だ
し
こ
こ
に
あ
る
か
。
余
の
諸
願
の
ご

と
き
は
、
け
だ
し
忻
慕
に
あ
り
。
忻
慕
す
で
に
生
ず
。
聞
信
を
尋
ね
発
し
、
聞
信
す
で
に

発
す
。
往
生
決
定
の
所
由
、
た
だ
こ
の
句
に
属
す
。
宜
し
き
か
な
、
高
祖
も
断
じ
て
願
目

と
な
す
。
和
讃
（
云
々
。
若
不
生
者
の
ち
か
ひ
ゆ
え
等
）
。

問
う
。
唐
訳
の
二
十
願
は
ま
た
こ
の
句
あ
り
。
何
ぞ
誇
り
足
る
か
。
ま
た
和
讃
の
何
ぞ

名
は
こ
れ
通
じ
て
謾
な
る
や
（
？
）
。

答
う
。
た
と
い
余
願
に
こ
の
句
あ
り
て
百
を
重
ね
る
と
も
、
今
と
あ
い
濫
る
か
ら
ず
。

今
願
生
す
る
所
、
た
だ
真
に
局
る
故
に
。
例
え
ば
方
便
の
二
願
の
ご
と
き
は
、
ま
た
「
十

方
衆
生
」
の
句
あ
り
と
も
、
三
定
（
※
正
定
・
邪
定
・
不
定
）
位
を
殊
と
す
。

問
う
。
何
を
も
っ
て
た
だ
真
に
局
る
と
知
る
。

答
う
。
理
あ
り
文
あ
り
。
理
は
す
な
わ
ち
上
文
の
ご
と
し
。
す
な
わ
ち[

※
文
は]

左
の

法
要
一
（
四
十
七
）
の
銘
文
（
云
々
）
の
ご
と
し
（
「
若
不
生
者
不
取
正
覚
」
と
い
ふ
は
、

ち
か
ひ
を
信
じ
た
る
人
、
も
し
本
願
の
実
報
土
に
生
れ
ず
は
、
仏
に
成
ら
じ
と
誓
ひ
た
ま

へ
る
み
の
り
な
り
（
註
釈
版
・
六
五
七
）
）
。

二
に
成
就
に
対
し
て
解
せ
ば
、
文
に
云
く
、
「
至
心
に
回
向
せ
し
め
た
ま
へ
り
。
即
ち

往
生
を
得
、
不
退
転
に
住
せ
ん
」
と
。
す
な
わ
ち
こ
れ
こ
の
句
の
意
を
述
成
す
る
な
り
。

法
要
六
（
二
十
二
）
の
『
願
願
鈔
』
に
（
云
々
）
（｢

至
心
廻
向｣

の
四
字
は
承
上
起
下

と
な
ら
ふ
な
り
。
承
上
と
い
ふ
は
、
上
の

｢

信
心
歓
喜｣

を
引
起
す
る
こ
と
、
法
蔵
因
中

の
至
心
よ
り
生
ず
。
起
下
と
い
ふ
は
、
し
も
の

｢

住
不
退
転｣

の
前
途
を
達
っ
す
る
こ
と
、

ま
た
至
心
に
廻
向
し
た
ま
へ
る
如
来[

※
原
本
：
如
来
大
悲]

の
无
縁
の
慈
悲
よ
り
成
せ
ら

る
る
も
の
な
り
（
浄
真
全
四
・
三
三
六
）
）
。

こ
れ
は
こ
れ
今
宗
の
相
承
の
遺
訓
な
り
。
し
か
れ
ば
和
讃
に
云
々
（
若
不
生
者
の
等
）

（
※
若
不
生
者
の
ち
か
ひ
ゆ
ゑ

信
楽
ま
こ
と
に
と
き
い
た
り

一
念
慶
喜
す
る
ひ
と
は

往
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生
か
な
ら
ず
さ
だ
ま
り
ぬ
）
と[

438b
]

符
号
す
。
解
（
？
）
に
云
く
、

「
首
句
の
「
故
」
の
字
は
下
の
三
句
に
貫
く
。
謂
く
、
若
不
生
者
の
誓
願
に
由
る
が

故
に
、
信
楽
の
時
至
り
、
ま
た
一
念
慶
喜
し
、
ま
た
往
生
必
定
す
。
「
故
」
字
、
三

呼
す
。
初
の
二
は
上
を
成
じ
、
後
の
一
は
下
を
起
す
。
尋
ぬ
れ
ば
そ
れ
弥
陀
の
本
願

は
衆
生
往
生
と
同
時
具
足
の
成
就
の
者
な
り
。
こ
こ
を
も
っ
て
時
至
り
、
慶
喜
す
。

必
定
は
こ
の
一
句
よ
り
し
て
成
就
す
る
な
り
（
凡
そ
讃
偈
の
讃
中
、
偈
略
・
讃
広
の

例
あ
り
。
偈
す
な
わ
ち
六
句
。
讃
は
三
首
十
二
句
に
及
ぶ
。
知
る
べ
し
）
。

ま
た
禿
鈔
に
云
く
、
「
本
願
を
信
受
す
る
は
、
前
念
命
終
な
り
。
即
得
往
生
は
、
後
念

即
生
な
り
」
と
。
即
得
往
生
を
も
っ
て
平
生
業
成
に
約
す
。
此
等
の
義
意
は
み
な
こ
の
句

よ
り
出
づ
る
も
の
な
り
。

「
不
取
」
等
と
は
、
文
意
解
す
べ
し
。

二
に
観
念
門

観
念
法
門
止

不
取
正
覚

（
『
観
念
法
門
』
に
上
の
文
を
引
き
て
い
は
く
、
「
も
し
わ
れ
仏
に
な
ら
ん
に
、
十
方
の

衆
生
、
わ
が
国
に
生
ぜ
ん
と
願
じ
て
、
わ
が
名
号
を
称
す
る
こ
と
下
十
声
に
至
ら
ん
に
、

わ
が
願
力
に
乗
り
て
、
も
し
生
ぜ
ず
は
、
正
覚
を
取
ら
じ
」
と
。
）

更
に
二
文
を
引
く
。
こ
れ
釈
を
加
減
し
、
願
意
を
助
顕
す
。

い
か
ん
が
助
顕
す
。
今
文
は
「
至
心
」
等
を
減
じ
、
「
称
我
」
等
を
加
え
る
。

謹
ん
で
按
ず
る
に
、
願
文
は
も
と
信
行
の
二
法
を
具
す
。
そ
の
信
相
と
は
、
文
に
在
り

て
分
明
な
り
。
そ
の
行
相
に
至
れ
ば
そ
の
濫
は
な
き
に
あ
ら
ず
。
諸
師
（
法
位
玄
一
等
）

は
こ
の
十
念
を
解
し
て
云
く
、
「
十
法
に
依
り
て
十
念
を
起
す
」
。
こ
れ
称
名
の
十
念
に

あ
ら
ず
。
こ
こ
を
も
っ
て
終
南
は
義
に
依
り
て
加
減
す
。
今
は
ま
た
引
用
す
。
集
意
を
助

顕
す
る
の
み
。
余
文
は
准
じ
て
解
す
。

三
に
礼
讃

往
生
礼
讃
止

必
得
往
生
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（
『
往
生
礼
讃
』
に
同
じ
き
上
の
文
を
引
き
て
い
は
く
、
「
〈
も
し
わ
れ
仏
に
な
ら
ん
に
、

十
方
の
衆
生
、
わ
が
名
号
を
称
す
る
こ
と
下
十
声
に
至
る
ま
で
、
も
し
生
ぜ
ず
は
、
正
覚

を
取
ら
じ
〉
と
。
か
の
仏
い
ま
現
に
世
に
ま
し
ま
し
て
仏
に
な
り
た
ま
へ
り
。
ま
さ
に
知

る
べ
し
、
本
誓
重
願
虚
し
か
ら
ず
、
衆
生
称
念
す
れ
ば
か
な
ら
ず
往
生
す
る
こ
と
を
得
」

と
。
）

こ
の
文
、
行
巻
（
二
十
）
に
引
き
て
大
行
を
証
す
。
ま
た
真
影
の
讃
は
、
元
祖
自
筆
の

書
な
り
。
こ
の
文
を
与
え
て
い
か
ん
が
助
顕
す
。
次
上
す
で
に
信
行[

439a
]

の
互
具
を

顕
す
。
今
は
三
心
を
略
し
て
た
だ
称
名
を
挙
ぐ
。
さ
ら
に
数
語
を
加
え
、
果
上
の
徳
を
嘆

ず
。
世
の
字
の
有
無
、
無
を
も
っ
て
正
と
す
。
法
要
五
（
三
十
五
）
の
『
口
伝
鈔
』
（
云

々
）
（
「
彼
仏
今
現
在
成
仏
」
等
。
こ
の
御
釈
に
世
流
布
の
本
に
は
「
在
世
」
と
あ
り
。

し
か
る
に
黒
谷
・
本
願
寺
両
師
（
源
空
・
親
鸞
）
と
も
に
、
こ
の
「
世
」
の
字
を
略
し
て

引
か
れ
た
り
。
わ
た
く
し
に
そ
の
ゆ
ゑ
を
案
ず
る
に
、
略
せ
ら
る
る
条
、
も
つ
と
も
そ
の

ゆ
ゑ
あ
る
か
。
ま
づ
『
大
乗
同
性
経
』
に
い
は
く
「
浄
土
中
成
仏
悉
是
報
身

穢
土
中
成

仏
悉
是
化
身
」
（
意
）
［
文
］
。
こ
の
文
を
依
憑
と
し
て
、
大
師
（
善
導
）
、
報
身
報
土
の

義
を
成
ぜ
ら
る
る
に
、
こ
の
「
世
」
の
字
を
お
き
て
は
す
こ
ぶ
る
義
理
浅
近
な
る
べ
し
と

お
ぼ
し
め
さ
る
る
か
。
そ
の
ゆ
ゑ
は
浄
土
中
成
仏
の
弥
陀
如
来
に
つ
き
て
、
「
い
ま
世
に

ま
し
ま
し
て
」
と
こ
の
文
を
訓
ぜ
ば
、
い
ま
す
こ
し
義
理
言
は
れ
ざ
る
か
。
（
註
釈
版
八

九
〇
）
）
。
相
承
の
釈
義
、
知
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

三
の
私
釈
に
四
。
初
は
且
く
願
の
総
別
を
分
つ
。
二
に
広
く
別
願
の
相
を
釈
す
。
三

に
本
願
の
已
成
を
決
す
。
四
に
経
釈
の
相
違
を
会
す
。
今
は
初
。

私
云
一
切
止

別
願
也

（
わ
た
く
し
に
い
は
く
、
一
切
の
諸
仏
お
の
お
の
総
別
二
種
の
願
あ
り
。
「
総
」
と
い
ふ

は
四
弘
誓
願
こ
れ
な
り
。
「
別
」
と
い
ふ
は
釈
迦
の
五
百
の
大
願
、
薬
師
の
十
二
の
上
願

等
の
ご
と
き
こ
れ
な
り
。
い
ま
こ
の
四
十
八
の
願
は
こ
れ
弥
陀
の
別
願
な
り
。
）

「
四
弘
」
等
と
は
、
『
止
観
輔
行
』
一
の
四
（
二
十
八
）
に
云
く
、
「
弘
は
広
な
り
。

誓
は
約
な
り
」
と
。
釈
名
に
云
く
、
「
誓
は
制
な
り
。
今
、
四
法
（
度
断
智
証
）
を
も
っ

て
要
ず
制
す
。
初
心
は
上
求
を
し
て
下
化
せ
し
む
る
が
故
に
」
。
云
く
（
『
肇
論
』
云
々
）
、
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僧
那
を
始
心
に
発
せ
ば
、
終
に
大
悲
を
も
っ
て
難
に
赴
く
。
僧
那
は
西
音
。
こ
れ
を

弘
誓
と
云
う
。
起
行
は
願
を
填
ず
る
（
満
た
す
）

が
故
が
に
、
「
赴
難
」
と
云
う
。
」

度
断
智
証
、
四
諦
の
境
に
対
す
れ
ば
願
な
り
。
正
六
度
を
兼
じ
、
所
発
の
願
を
填
ず
れ

ば
行
な
り
。
願
行
円
備
し
二
利
満
足
す
れ
ば
証
な
り
。
こ
れ
は
こ
れ
通
総
の
道
理
、
成
仏

の
法
の
者
な
り
。
故
に
総
願
と
云
う
。

「
釈
迦
」
等
と
は
、
已
下
は
別
願
。
『
大
乗
止
観
』
下
（
二
十
三
）
に
云
く
、

問
う
。
仏
す
で
に
我
を
離
る
。
何
ぞ
別
を
有
す
る
を
得
ん
や
。

答
う
。
常
同
は
常
別
。
古
今
の
法
爾
な
り
。
（
以
上
取
意
）

今
謂
く
、
別
は
同
を
碍
げ
ず
。
常
同
を
も
っ
て
の
故
に
。
同
は
別
を
障
げ
ず
。
常
別
を

も
っ
て
の
故
に
。
同
は[

439b
]

別
を
障
げ
ざ
る
が
故
に
別
願
あ
り
。
別
は
同
を
碍
げ
ざ

る
が
故
に
総
願
に
順
ず
。
仏
仏
同
軌
な
る
が
故
に
法
爾
と
云
う
。
宗
師
云
く
、
「
諸
仏
の

所
証
は
平
等
に
し
て
こ
れ
一
な
れ
ど
も
（
常
同
）
、
も
し
別
願
（
※
原
本
：
願
行
）

を
も
つ

て
来
し
収
む
る
に
因
縁
な
き
に
あ
ら
ず
（
常
別
）
」
（
註
釈
版
六
五
九
）
等
と
。
こ
の
謂

な
り
。

「
五
百
大
願
」
は
、
『
悲
華
経
』
（
十
巻
。
曇
無
讖
訳
。
『
大
悲
分
陀
利
経
』
八
巻
、
同

本
の
異
訳
）
の
第
六
よ
り
第
七
に
至
り
て
明
か
す
と
こ
ろ
な
り
。

「
十
二
上
願
」
は
、
『
薬
師
本
願
経
』
（
こ
れ
三
訳
あ
り
。
二
巻
義
浄
訳
、
一
巻
隋
の

達
磨
笈
多
訳
、
一
巻
玄
奘
訳
）
の
所
説
な
り
。

広
大
を
「
大
」
と
曰
い
、
最
勝
を
「
上
」
と
曰
う
。
み
な
美
辞
な
り
。

二
に
広
く
別
願
の
相
を
釈
す
に
三
。
初
は
発
願
の
時
処
を
明
か
す
。
二
は
選
択
の
名

義
を
釈
す
。
三
は
正
し
く
選
択
の
相
を
明
か
す
。
初
の
発
願
の
時
処
を
明
か
す
に
二
。

初
に
大
経
を
引
き
、
二
に
異
訳
を
引
く
。
初
の
大
経
を
引
く
に
四
。
初
に
已
過
の
仏

を
明
か
す
。
二
に
今
値
の
仏
を
明
か
す
。
三
に
発
願
相
を
明
か
す
。
四
に
選
択
の
相

を
明
か
す
。
今
は
初
。

問
曰
弥
陀
止

皆
悉
已
過

（
問
ひ
て
い
は
く
、
弥
陀
如
来
、
い
づ
れ
の
時
、
い
づ
れ
の
仏
の
所
に
し
て
か
こ
の
願
を

発
し
た
ま
へ
る
や
。
答
へ
て
い
は
く
、
『
寿
経
』
（
大
経
・
上
）
に
の
た
ま
は
く
、
「
仏
、
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阿
難
に
告
げ
た
ま
は
く
、
〈
乃
往
過
去
久
遠
無
量
不
可
思
議
無
央
数
劫
に
、
定
光
如
来
世

に
興
出
し
た
ま
ひ
て
、
無
量
の
衆
生
を
教
化
し
度
脱
し
て
、
み
な
道
を
得
し
め
て
、
す
な

は
ち
滅
度
を
取
り
た
ま
へ
り
。
次
に
如
来
ま
し
ま
す
、
名
づ
け
て
光
遠
と
い
ふ
。
［
乃
至
］

次
を
処
世
と
名
づ
く
。
か
く
の
ご
と
き
諸
仏
［
五
十
三
仏
な
り
。
］
み
な
こ
と
ご
と
く
す

で
に
過
ぎ
て
、
）

「
乃
往
」
と
は
、
『
苑
音
』
一
（
十
三
）
に
云
く
、

『
説
文
』
に
曰
く
、
乃
の
語
は
辞
な
り
。
『
広
雅
』
に
曰
く
、
乃
は
往
な
り
。
重
ね

て
言
う
は
、
義
を
訓
じ
て
な
お
し
清
浄
の
ご
と
き
な
り
。

但
単
を
往
と
言
う
。
義
は
近
遠
に
通
ず
る
が
故
に
。
重
言
を
も
っ
て
久
遠
を
顕
す
の
み
。

「
久
遠
」
と
は
、
上
は
『
広
韻
』
に
暫
之
の
反
な
り
。
嶧
山
の
碑
に
云
く
、
「
利
澤
長

久
」
と
。
下
は
『
説
文
』
は
遼
な
り
。
『
広
韻
』
は
遙
な
り
。
青
龍
（
？
）

中
の
二
に
云

く
、
「
時
無
始
故
に
た
だ
「
久
遠
」
と
言
う
な
り
」
と
。

「
無
量
」
等
（
無
量
不
可
思
議
無
央
数
劫
）

と
は
、
解
に
二
義
あ
り
。
一
に
謂
く
、
「
無

量
不
可
思
議
無
央
数
の
大
劫
」
。
一
に
謂
く
、
「
無
央
数
は
梵
に
阿
僧
祇
と
言
う
。
こ
の

名
は
小
乗
・
世
俗
、
と
も
に
極
数
と
な
す
」
と
。
今
は
す
な
わ
ち
、
「
無
量
不
可
思
議
の

阿[
440a

]

僧
祇
」
な
り
。

『
大
論
』
五
（
二
紙
）
に
『
不
可
思
議
経
』
を
引
く
（
す
な
わ
ち
入
法
界
品
な
り
）
。

一
百
三
十
六
の
数
目
を
列
す
。
一
よ
り
「
不
可
説
不
可
説
」
に
至
る
。
中
に
就
い
て
、
「
無

量
」
は
百
二
十
三
位
に
あ
り
。
「
不
可
思
議
」
は
百
三
十
三
位
に
あ
り
。
「
阿
僧
祇
」
は

百
二
十
一
位
に
あ
り
。
余
所
に
文
多
し
。
繁
を
恐
れ
て
こ
れ
を
略
す
。

「
錠
光
」
と
は
、
『
応
音
』
一
（
六
）
に
云
く
、
「
す
な
わ
ち
燃
灯
仏
な
り
」
と
。
漢

訳
は
今
に
同
じ
。
呉
訳
に
云
く
、
提
和
竭
羅
（
だ
い
わ
が
つ
ら
）
。
唐
宋
並
ん
で
燃
灯
と
云

う
。
『
法
華
祥
疏
』
十
（
四
十
二
）
に
云
く
、

『
智
度
論
』
九
（
十
三
紙
）
に
云
く
、
太
子
の
初
生
は
、
身
光
四
辺
し
、
灯
に
似
る

が
故
に
、
燃
灯
と
名
く
。
後
に
成
仏
の
時
、
燃
灯
仏
と
名
く
。
余
経
に
「
錠
光
仏
と

云
う
は
、
な
お
こ
れ
燃
灯
の
み
」
と
（
已
上
）
。
（
大
正
三
四
・
六
〇
四
上
一
二
）

按
ず
る
に
「
錠
」
は
『
説
文
』
に
「
鐙
（
あ
ぶ
み
）
な
り
」
と
。
徐
（
徐
鉉
）
に
云
く
、
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錠
の
中
に
燭
を
置
く
が
故
に
、
こ
れ
を
鐙
と
謂
う
。
今
俗
は
別
に
灯
と
作
す
。
こ
れ

に
あ
ら
ず
（
已
上
）
。

当
に
知
る
べ
し
。
燃
灯
と
義
同
じ
。

問
う
。
華
厳
（
入
法
界
品
）
・
法
華
（
寿
量
品
）
・
大
論
（
第
九
）
等
、
燃
灯
は
今
と

同
異
あ
る
や
。

答
う
。
望
西
に
依
り
て
、
そ
の
二
説
あ
り
。
一
は
す
な
わ
ち
同
義
。
玄
一
・
智
光
・
証

真
等
こ
れ
な
り
。
一
は
す
な
わ
ち
異
義
。
義
寂
・
憬
興
等
こ
れ
な
り
（
憬
興
は
亦
同
亦
異

の
義
を
立
つ
と
い
え
ど
も
、
剋
実
す
れ
ば
同
名
異
体
の
義
な
り
）
。
今
は
謂
く
、
異
義
を

正
と
な
す
。
根
本
始
末
の
分
際
異
な
る
が
故
に
。
同
義
も
ま
た
通
ず
。
摂
化
無
方
、
局
分

す
べ
か
ら
ざ
る
が
故
に
。
已
下
の
列
す
る
所
、
具
さ
に
五
十
三
仏
あ
り
。
漢
は
三
十
六
、

呉
は
三
十
三
、
唐
は
四
十
一
、
宋
は
三
十
七
、
梵
漢
は
雑
出
。
別
図
に
出
す
が
ご
と
し
。

二
に
今
値
の
仏
を
明
か
す
。

爾
時
次
有
止

如
来

（
そ
の
時
に
次
に
仏
ま
し
ま
す
、
世
自
在
王
如
来
と
名
づ
く
。
）

「
爾
時
」
と
は
、
『
仁
王
祥
疏
』
一
に
「
当
爾
の[

440b
]

時
」
と
云
う
。

「
世
自
在
」
と
は
別
号
、
「
如
来
」
と
は
、
通
号
。
あ
る
解
は
、
「
一
切
法
に
お
い
て

自
在
を
得
る
が
故
に
」
と
（
興
疏
）
。
こ
れ
は
自
行
に
約
す
。
あ
る
解
は
、
「
世
間
利
益

自
在
な
る
が
故
に
」
と
（
玄
一
疏
）
。
こ
れ
は
化
他
に
約
す
。
漢
・
呉
は
楼
夷
亘
（
音
桓
）

羅
と
云
う
。
唐
は
世
自
在
王
と
云
う
。
宋
は
今
と
同
じ
か
ま
た
世
饒
と
名
く
。
義
は
ま
た

准
知
す
。

三
に
発
心
の
相
を
明
か
す
。

時
有
国
王
止

如
来
所

（
時
に
国
王
あ
り
。
仏
の
説
法
を
聞
き
て
心
に
悦
予
を
懐
き
て
、
尋
い
で
無
上
正
真
道
の

つ

意
を
発
し
、
国
を
棄
て
王
を
捐
て
て
、
行
じ
て
沙
門
と
な
る
。
号
け
て
法
蔵
と
い
ふ
。
高

才
勇
哲
に
し
て
世
と
超
異
せ
り
。
世
自
在
王
如
来
の
所
に
詣
で
た
ま
ふ
。
｛
乃
至
｝
）
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漢
訳
に
云
く
、
「
世
饒
王
、
聞
経
修
道
し
、
歓
喜
開
解
し
、
国
位
を
捨
て
て
比
丘
に
行

じ
て
作
ら
し
む
（
※
原
文
：
世
饒
王[

に
過
ぎ
た
る
も
の
な
し]

。
経
道
を
聞
き
、
歓
喜
し
開
解

し
て
、
便
ち
国
位
を
棄
て
行
じ
て
比
丘
と
作
り
）
」
等
と
。

義
寂
は
こ
の
文
に
依
り
て
云
く
、
「
世
饒
王
と
は
、
法
蔵
在
俗
時
の
名
」
と
（
已
上
望

西
（
※
了
慧
道
光
の
無
量
寿
経
鈔
記
か
）

引
く
）
。
会
疏
云
く
、
「
仏
の
名
は
ま
た
世
饒
王
と

号
す
。
い
ま
だ
世
饒
王
の
所
値
の
仏
を
審
か
に
せ
ざ
る
が
故
に
、
世
饒
王
仏
と
な
す
か
」

と
。ま

た
玄
一
云
く
、
「
法
蔵
と
は
、
こ
れ
出
家
の
名
。
乃
至
。
俗
は
龍
珍
王
と
名
く
。
山

に
入
り
道
を
修
し
て
、
時
に
中
臣
の
二
女
、
随
い
入
り
て
学
道
す
。
一
を
祿
波
那
と
名
け
、

一
を
洗
澤
河
と
名
く
。
法
蔵
は
山
南
、
二
女
は
山
北
に
て
然
り
て
修
行
す
。
か
の
時
の
国

王
は
今
弥
陀
と
成
す
。
祿
波
那
は
今
こ
れ
観
世
音
こ
れ
な
り
。
洗
澤
河
は
今
こ
れ
大
勢
至

こ
れ
な
り
」
と
（
已
上
、
望
西
に
引
く
）
。
会
疏
云
く
、
「
こ
の
説
あ
り
と
い
え
ど
も
、

い
ま
だ
典
拠
を
見
ず
」
（
已
上
）
。

今
謂
く
、
こ
の
説
甚
だ
信
用
し
難
し
。
五
訳
に
説
な
き
が
故
に
。
列
祖
に
伝
わ
ら
ざ
る

が
故
に
。
末
学
は
軽
爾
と
し
て
伝
説
す
べ
か
ら
ず
。
欠
如
こ
れ
可
な
り
。

「
悦
予
」
と
は
、
歓
喜
と
名
く
る
な
り
。

「
尋
」
と
は
、
『
苑
音
』
一
（
十
三
）
に
云
く
、
「
杜
註
左
伝
に
曰
く
、
尋
は
続
な
り
」

と
。「

無
上
」
等
と
は
、
梵
に
「
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
」
と
言
う
。
こ
れ
無
上
正
真
道
意

と
云
う
。
註
論
の
下[

441a
]

（
云
々
）
。

「
棄
国
」
等
と
は
、
そ
の
初
相
を
挙
ぐ
。
国
は
こ
れ
大
器
。
王
は
こ
れ
大
宝
。
且
く
こ

の
二
を
挙
げ
、
諸
欲
を
捐
て
た
る
沙
門
を
顕
す
。
知
る
べ
し
。

「
法
蔵
」
と
は
、
漢
は
「
曇
摩
迦
留
」
と
云
い
、
ま
た
「
法
宝
蔵
」
と
云
う
。
呉
は
「
曇

摩
迦
」
と
云
う
。
唐
は
「
法
処
」
と
云
う
。
宋
は
「
作
法
」
と
云
う
。
大
論
十
五
及
び
五

十
に
は
「
法
積
」
と
云
う
。

「
法
」
と
は
法
門
。
因
位
の
万
行
、
果
上
の
萬
徳
、
皆
摂
し
て
法
と
云
う
。

「
蔵
」
と
は
『
探
玄
』
三
（
三
十
紙
）
に
依
ら
ば
、
蔵
と
云
う
に
四
義
あ
り
。
一
に
含

摂
（
当
今
の
法
処
）
、
二
に
蘊
積
（
当
今
の
論
の
名
）
、
三
に
出
生
（
当
今
の
作
法
）
、
四

に
無
尽
（
当
今
の
法
宝
蔵
）
。
今
は
ま
た
准
じ
て
解
す
。

「
高
才
」
等
と
は
、
略
し
て
そ
の
徳
を
嘆
ず
。
称
え
る
に
逸
群
の
能
故
に
「
高
才
」
と

云
う
。
精
進
故
に
「
勇
」
。
智
慧
故
に
「
哲
」
。
常
人
の
よ
く
及
ぶ
所
に
あ
ら
ざ
る
が
故
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に
「
世
と
超
異
せ
り
」
と
云
う
。
宋
訳
に
云
く
、
「
信
解
第
一
、
明
記
第
一
、
修
行
第
一
、

精
進
第
一
、
智
慧
第
一
、
大
乗
第
一
」
（
浄
真
全
一
・
三
四
六
）
と
。
今
解
せ
ば
、
初
の

三
は
今
「
高
才
」
に
当
る
。
次
の
二
は
「
勇
哲
」
。
後
の
一
は
今
「
世
と
超
異
せ
り
」
に

当
る
。
初
の
五
は
次
の
ご
と
く
信
念
定
進
慧
の
五
法
。
そ
の
余
の
五
事
・
五
蓋
・
五
欲
・

五
縁
具
足
は
す
な
わ
ち
、
こ
れ
通
前
の
方
便
と
な
す
な
り
。
「
大
乗
」
と
は
、
所
謂
大
乗

の
無
上
超
世
。
別
願
の
下
な
り
。
讃
に
ま
た
「
国
土
第
一
其
衆
奇
妙
道
場
超
絶
」
等
と
云

う
こ
れ
な
り
。
ま
た
唐
訳
に
云
く
、
「
殊
勝
の
願
行
及
び
念
恵
力
増
上
あ
り
。
そ
の
心
堅

固
不
動
な
り
。
福
智
殊
勝
に
し
て
人
相
端
厳
な
り
」
（
浄
真
全
一
・
二
九
八
）
と
。
今
解

せ
ば
、
次
の
ご
と
く
、
信
念
慧
進
定
の
五
法
、
福
智
殊
勝
は
す
な
わ
ち
別
願
な
り
。

「
詣
世
」
等
と
は
、
至
仏
所
な
り
。

[
441b

]

四
に
選
択
の
相
に
二
。
初
は
師
仏
の
説
。
二
に
法
蔵
の
選
。
今
は
初
。

於
是
世
自
在
止

悉
現
与
之

（
こ
こ
に
世
自
在
王
仏
、
す
な
は
ち
〔
法
蔵
比
丘
の
〕
た
め
に
広
く
二
百
一
十
億
の
諸
仏

の
刹
土
の
人
天
の
善
悪
、
国
土
の
粗
妙
を
説
き
て
、
そ
の
心
願
に
応
じ
て
こ
と
ご
と
く
こ

れ
を
現
与
し
た
ま
ふ
。
）

正
し
く
こ
れ
説
法
現
土
の
相
な
り
。
唐
訳
に
云
く
、
「
こ
の
法
を
説
く
時
、
千
億
歳
を

経
る
」
と
。
宋
訳
に
云
く
、
「
一
劫
を
経
て
、
方
に
究
竟
す
べ
し
」
と
。
今
謂
く
、
諸
仏

境
界
不
可
思
議
な
り
。
且
く
華
厳
六
十
二
（
十
五
）
に
依
る
。
海
雲
比
丘
、
善
財
に
告
げ

る
文
に
云
く
、

た
と
い
人
あ
り
て
、
大
海
量
の
墨
、
須
弥
山
の
聚
筆
を
も
っ
て
、
こ
の
普
眼
法
門
を

書
写
す
る
に
、
一
品
中
の
一
門
、
一
門
中
の
一
法
、
一
法
中
の
一
義
、
一
義
中
の
一

句
、
少
分
も
得
ず
。
い
か
に
況
ん
や
よ
く
尽
さ
ん
や
。
（
大
正
十
・
三
三
六
上
七
）

今
仏
の
説
法
も
こ
れ
に
准
じ
て
知
る
べ
し
。

「
二
百
一
十
億
」
と
は
、
漢
・
呉
の
二
訳
、
こ
の
数
全
く
同
じ
。
唐
訳
は
二
十
一
億
と

云
う
。
宋
訳
は
八
十
四
百
千
倶
胝
と
云
う
。

問
う
。
刹
海
無
量
。
何
ぞ
但
だ
二
百
一
十
と
説
か
ん
や
。

答
う
。
か
く
の
ご
と
き
の
問
い
は
無
究
な
り
。
捨
て
置
く
。
あ
る
い
は
華
厳
に
よ
く
世
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界
を
繞
ら
ん
と
す
る
も
の
は
、
無
識
甚
だ
し
。
根
本
修
多
羅
、
何
ぞ
枝
末
経
と
比
類
せ
ん
。

虚
空
無
辺
、
仏
土
無
量
、
経
経
異
説
、
み
な
こ
れ
無
量
中
の
一
数
の
み
。

「
応
其
」
等
と
は
、
上
に
す
な
わ
ち
説
示
し
、
今
す
な
わ
ち
「
現
与
し
ま
た
ふ
」
。
漢

訳
に
云
く
、
「
自
ら
天
眼
を
得
て
、
所
説
の
土
を
徹
視
す
」
と
。
呉
訳
ま
た
然
り
。
ま
た

智
論
十
（
二
十
八
）
、
ま
た
三
十
八
（
二
十
八
）
、
ま
た
五
十
に
云
く
（
九
）
、
「
仏
は
ま

た
に
十
方
に
至
り
て
清
浄
世
界
を
示
す
」
（
大
正
二
十
五
・
四
一
八
上
）
と
。
か
く
の
ご

と
き
異
説
、
あ
る
い
は
自
徳
に
約
し
、
あ
る
い
は
仏
加
に
約
す
。
内
外
の
因
縁
互
い
に
挙

ぐ
る
の
み
。
理
実
不
動
に
し
て
至
る
。
不
動
に
し
て
遍
く
至
る
。
故
に
不
来
に
し
て
来
。

不
往
に
し
て
往
。
こ
れ
は
こ
れ
菩
薩
の
正
し
き
修
行
相
故
に
。
経
論
の
各
説
全
く
相
違
に

あ
ら
ず
。

[
442a

]

二
に
法
蔵
の
選
。

時
彼
比
丘
止

清
浄
之
行

（
時
に
か
の
比
丘
、
仏
の
所
説
の
厳
浄
の
国
土
を
聞
き
、
み
な
こ
と
ご
と
く
覩
見
し
て
、

超
え
て
無
上
殊
勝
の
願
を
発
す
。
そ
の
心
寂
静
に
し
て
、
志
所
着
な
く
、
一
切
世
間
に
よ

く
及
ぶ
も
の
な
し
。
五
劫
を
具
足
し
て
荘
厳
仏
国
の
清
浄
の
行
を
思
惟
し
摂
取
し
き
〉
と
。

阿
難
、
仏
に
ま
う
さ
く
、
〈
か
の
仏
の
国
土
の
寿
量
い
く
ば
く
ぞ
や
〉
と
。
仏
の
の
た
ま

は
く
、
〈
そ
の
仏
の
寿
命
四
十
二
劫
な
り
。
時
に
法
蔵
比
丘
二
百
一
十
億
の
諸
仏
の
妙
土

の
清
浄
の
行
を
摂
取
し
き
〉
」
と
。
｛
以
上
｝
）

問
う
。
師
仏
は
現
に
倶
に
浄
穢
に
通
じ
て
説
く
（
註
論
ま
た
然
り
）
。
今
何
ぞ
た
だ
厳

浄
国
土
と
言
う
や
。

答
う
。
所
願
は
た
だ
浄
土
あ
る
が
故
に
。
偈
に
云
く
、
「
覩
見
諸
仏
浄
土
因
」
等
と
。

こ
の
文
に
依
る
な
り
。

「
超
発
」
等
と
は
、
信
未
（
※
末
の
間
違
い
）

に
横
超
の
名
を
釈
し
て
、
下
に
重
誓
の

「
我
建
」
等
の
文
と
、
並
ん
で
引
く
。
超
発
と
は
、
横
超
の
発
超
（
※
超
発
か
）

な
り
。

「
無
上
」
と
は
、
絶
倫
に
比
校
す
る
が
故
に
。

「
殊
勝
」
と
は
、
諸
願
に
秀
で
て
出
る
が
故
に
。
偈
に
「
建
立
無
上
殊
勝
願

超
発
希

有
大
弘
誓
」
と
云
う
。
こ
の
文
に
依
る
な
り
。

「
そ
の
心
」
等
と
は
、
『
論
註
』
上
（
五
）
に
真
実
功
徳
相
を
釈
し
て
云
く
、

菩
薩
の
智
慧
清
浄
の
業
よ
り
起
り
て
仏
事
を
荘
厳
す
。
法
性
に
よ
り
て
清
浄
の
相
に
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入
る
。
こ
の
法
顛
倒
せ
ず
、
虚
偽
な
ら
ず
。
名
づ
け
て
真
実
功
徳
と
な
す
。
い
か
ん

が
顛
倒
せ
ざ
る
。
法
性
に
よ
り
て
二
諦
に
順
ず
る
が
ゆ
ゑ
な
り
。
い
か
ん
が
虚
偽
な

ら
ざ
る
。
衆
生
を
摂
し
て
畢
竟
浄
に
入
ら
し
む
る
が
ゆ
ゑ
な
り
。

（
註
釈
版
七
祖
篇
・
五
六
）

ま
た
性
功
徳
を
釈
し
て
云
く
、

「
性
」
は
こ
れ
本
の
義
な
り
。
い
ふ
こ
こ
ろ
は
、
こ
の
浄
土
は
法
性
に
随
順
し
て
法

本
に
乖
か
ず
。
事
、
『
華
厳
経
』
の
宝
王
如
来
の
性
起
の
義
に
同
じ
。

（
註
釈
版
七
祖
篇
・
六
〇
～
六
一
）

深
入
三
昧
故
に
寂
絶
。
離
囂
塵
（
※
囂
塵
：
さ
わ
が
し
い
俗
世
の
け
が
れ
。
序
分
義
に
）

ご
う
じ
ん

故
に
永
静
。
無
顛
倒
虚
偽
故
に
無
着
。
果
上
の
無
着
無
碍
と
相
通
ず
。

「
一
切
」
等
と
は
、
華
厳
の
三
世
、
涅
槃
の
五
世
故
に
。

「
無
能
」
等
と
は
、
別
願
不
共
故
に
。

「
具
足
」
等
と
は
、
「
劫
」
と
は
劫
波
。
こ
れ
分
別
時
節
を
云
う
。

「
思
惟
」
等
と
は
、
『
義
章
』
（
大
正
蔵
四
四
・1851

）
に
云
く
、
「
審
意
籌
慮
を
名
け

て
思
惟
と
曰
う
」
（
大
正
蔵
四
四
・
七
一
八
上
九
）
と
。
す
な
わ
ち
選
択
の
義
な
り
。
「
摂

取
」
も
ま
た
選
択
の
義
。

語
に
寛
狭
あ
り
。
こ
の
始
中
終
、
思
惟
は[

442b
]

選
択
よ
り
広
し
。
一
切
事
に
お
い

て
汎
爾
思
惟
す
る
が
故
に
。
選
択
は
摂
取
よ
り
広
し
。
取
捨
未
決
な
る
が
故
に
。
摂
取
は

は

ん

に

す
な
わ
ち
究
竟
に
約
す
。
事
す
で
に
決
定
な
る
が
故
に
。
し
か
れ
ば
選
択
の
言
、
漢
呉
二

訳
に
出
づ
。
吉
水
が
採
用
し
て
も
っ
て
別
願
の
洪
目
と
な
す
は
、
義
す
な
わ
ち
廃
立
な
り
。

今
集
下
（
二
十
八
）
に
八
種
の
選
択
を
挙
ぐ
。
禿
鈔
上
（
四
）
は
十
六
選
択
に
開
く
。
上

に
已
に
弁
ず
る
が
ご
と
し
。

「
荘
厳
仏
国
」
と
は
、
十
二
・
十
三
及
び
十
一
願
こ
れ
な
り
。

「
清
浄
の
行
」
と
は
、
十
七
・
十
八
願
こ
れ
な
り
。
も
し
文
科
に
約
せ
ば
義
は
真
化
を

摂
す
。
今
、
義
科
に
約
す
が
故
に
爾
り
と
云
う
の
み
。

「
阿
難
」
等
と
は
、
阿
難
は
そ
れ
を
聞
き
思
惟
す
る
こ
と
甚
だ
長
遠
な
る
が
故
に
、
こ

の
問
い
あ
る
な
り
。
答
意
見
る
べ
し
。
影
（
※
無
量
寿
経
義
疏
）

の
上
（
四
十
七
）
に
云

く
、
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問
い
て
曰
く
、
も
し
か
れ
寿
の
多
劫
を
得
て
、
劫
尽
の
時
、
何
所
に
居
住
し
て
修
行

を
得
ん
。
釈
し
て
言
く
、
余
人
は
そ
の
劫
尽
を
見
る
。
そ
の
法
藏
は
等
し
く
か
の
国

土
の
安
穏
不
動
な
る
を
見
る
が
故
に
起
修
を
得
る
。
法
華
中
の
「
衆
生
劫
尽
の
大
火

に
焼
か
れ
る
を
見
る
時
、
我
が
こ
の
土
は
安
穏
に
し
て
、
天
人
常
に
充
満
す
る
」
と
、

そ
の
義
相
似
す
。

（
大
正
三
七
・
一
〇
三
上
十
三
）

こ
の
釈
は
善
い
か
な
。
興
の
中
（
四
十
）
に
は
「
引
例
不
斉
報
化
の
別
（
※
？
）

と
な

し
て
破
す
が
故
に
」
と
。
こ
の
破
は
理
に
あ
ら
ず
。
す
で
に
相
似
と
云
う
が
故
に
。
ま
た

た
と
い
化
身
は
無
方
を
摂
化
す
と
も
、
あ
に
種
々
の
相
な
き
か
な
。
ま
た
興
は
自
ら
解
し

て
「
こ
れ
歳
数
と
な
す
」
。
こ
の
義
甚
だ
非
な
り
。
望
西
の
二
（
六
十
）
に
破
し
て
五
義

を
も
っ
て
す
。
余
文
解
す
べ
し
。

二
に
異
訳
を
引
く

又
大
阿
弥
陀
経
止

二
十
四
願
経

（
『
大
阿
弥
陀
経
』
（
上
）
に
の
た
ま
は
く
、
「
そ
の
仏
（
世
自
在
王
仏
）
す
な
は
ち
二
百

一
十
億
の
仏
の
国
土
中
の
諸
天
・
人
民
の
善
悪
、
国
土
の
好
醜
を
選
択
す
。
〔
法
蔵
比
丘

の
、
〕
心
中
の
所
欲
の
願
を
選
択
せ
ん
が
た
め
な
り
。
楼
夷
亘
羅
仏
［
こ
こ
に
は
世
自
在

王
仏
と
い
ふ
。
］
経
を
説
き
を
は
り
て
、
曇
摩
迦
［
こ
こ
に
は
法
蔵
と
い
ふ
。
］
す
な
は

ち
そ
の
心
を
一
に
し
て
、
す
な
は
ち
天
眼
を
得
、
徹
視
し
て
こ
と
ご
と
く
み
づ
か
ら
二
百

一
十
億
の
諸
仏
の
国
土
の
な
か
の
諸
天
・
人
民
の
善
悪
、
国
土
の
好
醜
を
見
、
す
な
は
ち

心
中
の
所
願
を
選
択
し
て
、
す
な
は
ち
こ
の
二
十
四
の
願
経
を
結
得
す
」
と
。
［
『
平
等

覚
経
』
ま
た
こ
れ
に
同
じ
。
］
）

要
義
の
三
（
三
十
三
）
に
云
く
、
「
か
の
経
は
い
ま
だ
見
ず
」
と
。
聞
香
の
三
本
（
二

十
五
に
云
々
。
余
は
要
義
に
依
る
）
、
し
か
れ
ば
今
の
所
引
、
呉
訳
上
巻
（
四
紙
左
）
の

全[
443a

]

文
な
り
。
他
は
龍
舒
輯
経
に
つ
い
て
撿
尋
す
れ
ば
、
麁
味
甚
だ
し
。
文
意
解

す
べ
し
。

「
平
等
」
等
と
は
、
漢
訳
と
知
る
べ
し
。

二
に
選
択
の
名
義
を
釈
す
に
二
。
初
に
正
釈
、
二
に
会
釈
。
今
は
初
。
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此
中
選
択
止

選
択
義
如
是

（
こ
の
な
か
、
「
選
択
」
と
は
す
な
は
ち
こ
れ
取
捨
の
義
な
り
。
い
は
く
二
百
一
十
億
の

諸
仏
の
浄
土
の
な
か
に
お
い
て
、
人
天
の
悪
を
捨
て
人
天
の
善
を
取
り
、
国
土
の
醜
を
捨

て
国
土
の
好
を
取
る
な
り
。
『
大
阿
弥
陀
経
』
の
選
択
の
義
か
く
の
ご
と
し
。
）

思
惟
は
初
に
約
す
。
選
択
は
中
に
約
す
。
摂
取
は
後
に
約
す
。
寛
狭
異
な
り
と
雖
も
、

義
趣
は
全
く
同
じ
。
た
だ
選
択
の
名
は
甚
だ
廃
立
を
便
ず
。
取
捨
を
具
す
が
故
に
。
今
引

く
助
顕
の
旨
こ
こ
に
あ
り
。

二
に
会
釈

双
卷
経
意
止

准
此
応
知

（
『
双
巻
経
』
（
大
経
・
上
）
の
意
ま
た
選
択
の
義
あ
り
。
い
は
く
、
「
二
百
一
十
億
の
諸

仏
の
妙
土
の
清
浄
の
行
を
摂
取
す
」
と
い
ふ
こ
れ
な
り
。
選
択
と
摂
取
と
そ
の
言
異
な
り

と
い
へ
ど
も
、
そ
の
意
こ
れ
同
じ
。
し
か
れ
ば
不
清
浄
の
行
を
捨
て
て
、
清
浄
の
行
を
取

る
。
上
の
天
・
人
の
善
悪
、
国
土
の
粗
妙
、
そ
の
義
ま
た
し
か
な
り
。
こ
れ
に
准
じ
て
知

る
べ
し
。
）

「
双
卷
経
」
と
は
大
本
の
上
下
あ
る
が
故
に
。
要
集
は
双
観
経
と
称
す
。
け
だ
し
同
義

な
り
。
文
意
見
る
べ
し
。

三
に
正
し
く
選
択
の
相
を
明
か
す
に
二
。
初
は
総
じ
て
諸
願
の
相
を
明
か
す
。
二
に

別
し
て
選
択
の
行
を
判
ず
。
初
に
総
じ
て
諸
願
の
相
を
明
か
す
に
二
。
初
は
五
願
に

就
い
て
明
か
す
。
二
に
諸
願
の
例
を
挙
ぐ
。
初
に
五
願
に
就
い
て
明
か
す
に
二
。
初

は
前
の
四
願
を
明
か
す
。
二
に
第
十
八
を
明
か
す
。
今
は
初
。

凡
約
四
十
止

云
選
択
也

（
そ
れ
四
十
八
願
に
約
し
て
、
一
往
お
の
お
の
選
択
摂
取
の
義
を
論
ぜ
ば
、
第
一
に
無
三

悪
趣
の
願
は
、
覩
見
す
る
と
こ
ろ
の
二
百
一
十
億
の
土
の
な
か
に
お
い
て
、
あ
る
い
は
三

悪
趣
あ
る
国
土
あ
り
。
あ
る
い
は
三
悪
趣
な
き
国
土
あ
り
。
す
な
は
ち
そ
の
三
悪
趣
あ
る

粗
悪
の
国
土
を
選
捨
し
て
、
そ
の
三
悪
趣
な
き
善
妙
の
国
土
を
選
取
す
。
ゆ
ゑ
に
選
択
と

い
ふ
。
第
二
に
不
更
悪
趣
の
願
は
、
か
の
諸
仏
の
土
の
な
か
に
お
い
て
、
あ
る
い
は
た
と
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ひ
国
の
な
か
に
三
悪
道
な
し
と
い
へ
ど
も
、
そ
の
国
の
人
天
寿
終
り
て
後
に
、
そ
の
国
よ

り
去
り
て
ま
た
三
悪
趣
に
更
る
土
あ
り
。
あ
る
い
は
悪
道
に
更
ら
ざ
る
土
あ
り
。
す
な
は

ち
そ
の
悪
道
に
更
る
粗
悪
の
国
土
を
選
捨
し
て
、
そ
の
悪
道
に
更
ら
ざ
る
善
妙
の
国
土
を

選
取
す
。
ゆ
ゑ
に
選
択
と
い
ふ
。
第
三
に
悉
皆
金
色
の
願
は
、
か
の
諸
仏
の
土
の
な
か
に

お
い
て
、
あ
る
い
は
一
土
の
な
か
に
黄
・
白
二
類
の
人
天
あ
る
国
土
あ
り
。
あ
る
い
は
も

つ
ぱ
ら
黄
金
色
の
国
土
あ
り
。
す
な
は
ち
黄
・
白
二
類
の
粗
悪
の
国
土
を
選
捨
し
て
、
黄

金
一
色
の
善
妙
の
国
土
を
選
取
す
。
ゆ
ゑ
に
選
択
と
い
ふ
。
第
四
に
無
有
好
醜
の
願
は
、

か
の
諸
仏
の
土
の
な
か
に
お
い
て
、
あ
る
い
は
人
天
の
形
色
好
醜
不
同
の
国
土
あ
り
。
あ

る
い
は
形
色
一
類
に
し
て
好
醜
あ
る
こ
と
な
き
国
土
あ
り
。
す
な
は
ち
好
醜
不
同
の
粗
悪

の
国
土
を
選
捨
し
て
、
好
醜
あ
る
こ
と
な
き
善
妙
の
国
土
を
選
取
す
。
ゆ
ゑ
に
選
択
と
い

ふ
。
）

「
無
三
悪
趣
の
願
」
と
は
、
寂
は
「
令
国
無
悪
趣
願
」
と
云
う
。
興
は
「
無
若
苦
願
」

と
云
う
。
智
光
は
「
国
土
厳
浄
無
諸
悪
趣
願
」
と
云
い
（
御
廟
全
く
同
じ
）
、
ま
た
「
就

人
天
趣
願
」
と
云
う
。
法
位
・
玄
一
・
恵
心
・
静
照
・
真
源
及
び
吉
水
す
な
わ
ち
今
の
名

な
り
。

「
三
悪
」
と
は
、
具
さ
に
涅
槃
十
六
、
念
経
十
六
、
大
集
三[
443b

]

十
の
日
密
品
、

長
含
十
九
（
十
三
）
、
智
論
三
十
（
十
四
）
、
『
仏
地
論
』
六
（
三
紙
）
、
瑜
伽
四
（
十
三
）
、

地
持
八
、
雑
心
八
、
『
婆
娑
』
七
十
二
（
四
紙
）
、
ま
た
百
七
十
二
（
六
紙
）
、
倶
舎
十
一

（
五
紙
）
の
世
間
品
、
順
正
理
三
十
一
（
八
）
、
嘉
祥
の
妙
疏
十
一
（
六
紙
）
、
玄
讃
二

（
三
十
紙
）
、
ま
た
六
（
三
十
四
）
等
の
説
の
ご
と
し
。

問
う
。
現
有
す
る
「
鳧
・
雁
」
（
『
観
経
』
、
註
釈
版
一
〇
一
）
等
は
何
。

答
う
。
経
に
は
云
わ
ざ
る
か
。
「
欲
令
法
音
宣
流
変
化
所
作
」
故
に
。
『
礼
讃
』
に
云

く
、

鳥
群
、
実
の
鳥
に
あ
ら
ず
。
天
類
あ
に
真
の
天
な
ら
ん
や
。
（
七
祖
註
釈
版
六
九
七
）

問
う
。
五
趣
の
横
截
、
何
ぞ
三
塗
に
止
め
ん
（
※
な
ぜ
無
五
悪
趣
願
で
な
い
の
か
？
）
。

答
う
。
劣
機
を
先
に
表
す
故
に
。
そ
の
実
は
昇
道
無
極
。
横
截
の
益
、
何
ぞ
五
趣
に
止

め
ん
。
こ
れ
大
智
門
。
今
は
三
塗
を
先
と
し
て
、
凡
を
し
て
欣
慕
せ
し
む
。
こ
れ
大
悲
門
。

あ
に
思
議
す
べ
き
か
な
。

「
不
更
悪
趣
の
願
」
と
は
、
影
は
「
命
終
不
向
他
国
受
苦
願
」
と
云
う
。
寂
は
「
命
終
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復
不
更
悪
願
」
と
云
う
（
恵
心
、
静
照
、
真
源
、
澄
顕
、
こ
れ
に
同
じ
）
。
法
位
・
玄
一

は
「
無
悪
趣
願
」
と
云
う
。
興
は
「
無
壊
苦
願
」
と
云
う
。
智
光
は
「
有
情
命
終
展
転
増

上
願
」
と
云
う
（
御
廟
こ
れ
に
同
じ
）
。
吉
水
す
な
わ
ち
今
の
名
な
り
。

「
寿
終
」
と
は
、
妙
用
自
在
、
出
没
長
短
随
意
に
得
る
が
故
に
。
宗
家
は
い
わ
ゆ
る
如

化
非
化
、
還
相
神
力
、
あ
に
思
議
す
べ
き
か
。

問
う
。
す
で
に
眷
属
長
寿
を
云
う
。
今
何
ぞ
寿
終
を
云
う
や
。

答
う
。
あ
に
云
わ
ず
や
。
「
除
其
本
願
修
短
自
在
神
力
」
、
今
「
寿
終
」
と
云
う
は
そ

の
義
な
り
。
こ
れ
す
な
わ
ち
別
徳
に
し
て
、
還
来
度
人
の
相
な
り
。
漢
訳
に
云
く
、
「
我

が
国
よ
り
来
生
す
る
者
あ
ら
ん
に
、
我
が
国
よ
り
去
り
て
」
（
浄
真
全
一
・
二
〇
八
）
と
。

い
わ
ゆ
る
不
来
に
し
て
来
、
不
去
に
し
て
去
、
不
動
遍
至
、
一
妙
相
な
り
。
遍
至
不
動
も

一
妙
相
な
り
。

「
悉
皆
金
色
」
と
は
、
寂
は
「
身
皆
金
色
願
」
と
云
う
（
恵
心
こ
れ
を
用
い
る
）
。
法

位
・
玄
一
は
「
色
斉
等
願
」
と
云
う
。
智
光[

444a
]

は
「
所
化
成
就
紫
磨
金
色
願
」
と

云
う
。
御
廟
は
「
真
金
色
願
」
と
云
う
。
吉
水
す
な
わ
ち
今
の
名
な
り
。

「
真
金
色
」
と
は
、
無
漏
清
浄
の
相
な
り
。
宗
家
云
く
、
金
剛
無
漏
の
体
な
り
。
ま
た

云
く
、
究
竟
解
脱
金
剛
身
、
あ
に
思
議
す
べ
き
や
。
龍
樹
の
偈
云
く
、
「
人
天
身
相
同
（
第

四
偈
）
、
な
お
金
山
頂
の
ご
と
し
（
第
三
願
）
」
（
浄
真
全
一
・
四
一
五
）
と
。

「
無
有
好
醜
願
」
と
は
、
寂
は
「
令
形
無
好
醜
願
」
と
云
う
。
恵
心
は
「
無
好
醜
別
願
」

と
云
う
。
智
光
は
「
有
情
容
顔
均
等
無
差
別
願
」
と
云
う
。
静
照
・
真
源
及
び
吉
水
す
な

わ
ち
今
の
名
な
り
。

「
形
色
」
と
は
、
顕
色
に
約
す
。
す
な
わ
ち
四
中
の
一
（
黄
色
）
な
り
。
今
す
な
わ
ち

形
色
、
す
な
わ
ち
八
中
の
一
（
正
色
）
な
り
。

「
無
有
」
等
と
は
、
内
徳
、
平
等
な
る
が
故
に
、
外
相
も
ま
た
平
等
。
影
の
正
な
る
形

の
正
な
る
に
よ
る
が
ご
と
し
。

「
好
」
は
妍
好
、
「
醜
」
は
醜
悪
、
余
文
は
見
る
べ
し
。

二
に
第
十
八
に
明
か
す
に
二
。
初
に
汎
に
取
捨
の
境
を
明
か
す
。
二
に
正
し
く
取
捨

の
相
を
明
か
す
。
初
の
汎
に
取
捨
の
境
を
明
か
す
に
二
。
初
に
一
土
一
行
、
二
に
多

少
不
定
。
今
は
初
。

乃
至
第
十
止

一
往
之
義
也

（
乃
至
、
第
十
八
の
念
仏
往
生
の
願
は
、
か
の
諸
仏
の
土
の
な
か
に
お
い
て
、
あ
る
い
は
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布
施
を
も
つ
て
往
生
の
行
と
な
す
土
あ
り
。
あ
る
い
は
持
戒
を
も
つ
て
往
生
の
行
と
な
す

土
あ
り
。
あ
る
い
は
忍
辱
を
も
つ
て
往
生
の
行
と
な
す
土
あ
り
。
あ
る
い
は
精
進
を
も
つ

て
往
生
の
行
と
な
す
土
あ
り
。
あ
る
い
は
禅
定
を
も
つ
て
往
生
の
行
と
な
す
土
あ
り
。
あ

る
い
は
般
若
［
第
一
義
を
信
ず
る
等
こ
れ
な
り
。
］
を
も
つ
て
往
生
の
行
と
な
す
土
あ
り
。

あ
る
い
は
菩
提
心
を
も
つ
て
往
生
の
行
と
な
す
土
あ
り
。
あ
る
い
は
六
念
を
も
つ
て
往
生

の
行
と
な
す
土
あ
り
。
あ
る
い
は
持
経
を
も
つ
て
往
生
の
行
と
な
す
土
あ
り
。
あ
る
い
は

持
呪
を
も
つ
て
往
生
の
行
と
な
す
土
あ
り
。
あ
る
い
は
起
立
塔
像
、
飯
食
沙
門
お
よ
び
孝

養
父
母
、
奉
事
師
長
等
の
種
々
の
行
を
も
つ
て
お
の
お
の
往
生
の
行
と
な
す
国
土
等
あ
り
。

あ
る
い
は
も
つ
ぱ
ら
そ
の
国
の
仏
の
名
を
称
し
て
往
生
の
行
と
な
す
土
あ
り
。
か
く
の
ご

と
く
一
行
を
も
つ
て
一
仏
の
土
に
配
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
し
ば
ら
く
一
往
の
義
な
り
。
）

六
度
名
義
、
具
さ
に
義
章
（
十
二
之
三
十
五
紙
）
、
孔
目
（
二
之
二
紙
）
等
の
説
の
ご

と
し
。

「
菩
提
心
」
と
は
、
四
弘
誓
願
。
次
上
の
釈
の
ご
と
し
。

「
六
念
」
と
は
、
北
本
涅
槃
十
七
（
二
十
三
）
・
二
十
五
（
二
十
三
）
に
云
く
、
「
念

仏
念
法
、
念
僧
念
戒
、
念
施
念
天
」
こ
れ
な
り
。
具
さ
に
義
章
（
十
二
之
十
五
紙
）
等
の

説
の
ご
と
し
。

「
持
経
」
と
は
、
四
安
楽
行
五
種
法
師
等
、
集
下
（
十
六
紙
）
云
々
の
ご
と
し
。

「
持
呪
」
と
は
、
陀
羅
尼
を
持
つ
に
等
し
。
集
下
（
二
十
二
）[

444b
]

云
々
の
ご
と

し
。「

起
立
」
等
と
は
、
こ
れ
を
要
す
れ
ば
三
福
散
善
、
三
世
諸
仏
の
浄
業
正
因
の
者
な
り
。

「
専
称
仏
名
」
と
は
、
『
十
住
論
』
に
指
す
所
、
『
宝
月
童
子
所
問
経
』
の
「
阿
惟
越

致
品
」
の
説
の
ご
と
き
是
な
り
。

二
に
多
少
不
定

再
往
論
之
止

不
可
具
述
也

（
再
往
こ
れ
を
論
ぜ
ば
、
そ
の
義
不
定
な
り
。
あ
る
い
は
一
仏
の
土
の
な
か
に
、
多
行
を

も
つ
て
往
生
の
行
と
な
す
土
あ
り
。
あ
る
い
は
多
仏
の
土
の
な
か
に
、
一
行
を
も
つ
て
通

じ
て
往
生
の
行
と
な
す
土
あ
り
。
か
く
の
ご
と
く
往
生
の
行
、
種
々
不
同
な
り
。
つ
ぶ
さ

に
述
ぶ
べ
か
ら
ず
。
）
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次
下
は
推
論
広
論
、
そ
の
相
け
だ
し
維
摩
（
佛
国
品
）
の
隨
願
往
生
等
の
意
に
よ
る
の

み
。

二
に
正
し
く
取
捨
の
相
を
明
か
す

即
今
選
捨
止

云
選
択
也

（
す
な
は
ち
い
ま
前
の
布
施
・
持
戒
、
乃
至
孝
養
父
母
等
の
諸
行
を
選
捨
し
て
、
専
称
仏

号
を
選
取
す
。
ゆ
ゑ
に
選
択
と
い
ふ
。
）

文
意
分
明
な
り
。
在
昔
に
栂
尾
は
今
集
を
難
じ
て
云
く
、
「
菩
提
心
を
も
っ
て
所
廃
の

行
と
な
す
」
と
。
こ
と
に
菩
提
心
に
二
種
あ
る
こ
と
を
知
ら
す
。
自
力
起
行
を
も
っ
て
所

廃
と
な
し
、
他
力
安
心
を
も
っ
て
所
立
と
な
す
。
『
和
語
灯
』
一
（
十
二
）
（
云
々
。
浄

土
宗
の
意
は
、
浄
土
に
む
ま
れ
ん
と
ね
か
ふ
を
菩
提
心
と
い
う
等
）
、
信
本
（
二
十
七
）

に
云
く
、

し
か
る
に
菩
提
心
に
つ
い
て
二
種
あ
り
。
一
つ
に
は
竪
、
二
つ
に
は
横
な
り
。
（
乃

至
）
横
超
と
は
、
こ
れ
す
な
は
ち
願
力
回
向
の
信
楽
、
こ
れ
を
願
作
仏
心
と
い
ふ
。

願
作
仏
心
す
な
は
ち
こ
れ
横
の
大
菩
提
心
な
り
。
こ
れ
を
横
超
の
金
剛
心
と
名
づ
く

る
な
り
。

（
註
釈
版
二
四
六
）

あ
あ
、
栂
尾
何
を
思
わ
ざ
る
か
。

二
に
諸
願
の
例
を
挙
ぐ

且
約
五
願
止

准
之
応
知

（
し
ば
ら
く
五
の
願
に
約
し
て
略
し
て
選
択
を
論
ず
る
こ
と
、
そ
の
義
か
く
の
ご
と
し
。

自
余
の
諸
願
は
こ
れ
に
准
じ
て
知
る
べ
し
。
）

選
捨
摂
取
の
義
、
准
じ
て
知
る
べ
し
。
ま
た
註
論
の
二
浄
三
厳
の
ご
と
し
。
一
一
こ
れ

を
論
ず
。

[
445a

]二
に
別
し
て
選
取
の
行
を
判
ず
に
二
。
初
に
聞
、
二
に
答
。
今
は
初
。
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問
曰
普
約
止

往
生
本
願
乎

（
問
ひ
て
い
は
く
、
あ
ま
ね
く
諸
願
に
約
し
て
粗
悪
を
選
捨
し
善
妙
を
選
取
す
る
こ
と
、

そ
の
理
し
か
る
べ
し
。
な
ん
が
ゆ
ゑ
ぞ
、
第
十
八
の
願
に
、
一
切
の
諸
行
を
選
捨
し
て
、

た
だ
ひ
と
へ
に
念
仏
一
行
を
選
取
し
て
往
生
の
本
願
と
な
し
た
ま
ふ
や
。
）

文
意
見
る
べ
し
。

二
に
答
に
二
。
初
に
二
義
を
標
す
。
二
に
二
義
を
釈
す
。
今
は
初
。

答
曰
聖
意
止

難
易
義

（

答
へ
て
い
は
く
、
聖
意
測
り
が
た
し
。
た
や
す
く
解
す
る
こ
と
あ
た
は
ず
。
し
か
り

と
い
へ
ど
も
い
ま
試
み
に
二
の
義
を
も
つ
て
こ
れ
を
解
せ
ば
、
一
に
は
勝
劣
の
義
、
二
に

は
難
易
の
義
な
り
。
）

序
題
門
に
云
く
、

ま
た
仏
の
密
意
弘
深
な
り
、
教
門
暁
め
が
た
し
。
三
賢
・
十
聖
も
測
り
て
窺
ふ
と
こ

ろ
に
あ
ら
ず
。
い
は
ん
や
わ
れ
信
外
の
軽
毛
な
り
、
あ
へ
て
旨
趣
を
知
ら
ん
や
。

（
七
祖
篇
註
釈
版
三
〇
一
）

「
試
み
に
」
と
は
、
恐
慮
謙
退
の
辞
な
り
。

二
に
二
義
を
釈
す
に
二
。
初
に
勝
劣
の
義
、
二
に
難
易
の
義
。
初
の
勝
劣
の
義
に
三
。

初
は
標
、
二
に
釈
、
三
に
決
。
今
は
初
。

初
勝
劣
者
止

余
行
是
劣

（
初
め
の
勝
劣
と
は
、
念
仏
は
こ
れ
勝
、
余
行
は
こ
れ
劣
な
り
。
）

勝
易
の
二
義
、
上
は
法
徳
に
約
し
、
下
は
機
受
に
約
す
。
上
は
信
法
を
成
じ
、
下
は
信

機
を
成
ず
。
上
は
恭
敬
を
生
じ
、
下
は
慚
愧
を
生
ず
。
当
に
知
る
べ
し
、
二
義
の
教
相
、

安
心
と
行
儀
は
須
臾
に
離
る
べ
か
ら
ず
。
し
か
し
て
離
る
べ
き
は
浄
門
の
人
に
あ
ら
ざ
る
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な
り
。
三
部
の
所
詮
、
列
祖
の
相
承
、
た
だ
こ
こ
に
あ
る
が
故
に
。

二
に
釈
に
二
。
初
は
法
、
二
は
譬
。
今
は
初
。

所
以
者
何
止

是
以
為
劣

（
所
以
は
い
か
ん
と
な
ら
ば
、
名
号
は
こ
れ
万
徳
の
帰
す
る
と
こ
ろ
な
り
。
し
か
れ
ば
す

な
は
ち
弥
陀
一
仏
の
あ
ら
ゆ
る
四
智
・
三
身
・
十
力
・
四
無
畏
等
の
一
切
の
内
証
の
功

徳
、
相
好
・
光
明
・
説
法
・
利
生
等
の
一
切
の
外
用
の
功
徳
、
み
な
こ
と
ご
と
く
阿
弥
陀

仏
の
名
号
の
な
か
に
摂
在
せ
り
。
ゆ
ゑ
に
名
号
の
功
徳
も
つ
と
も
勝
と
な
す
。
余
行
は
し

か
ら
ず
。
お
の
お
の
一
隅
を
守
る
。
こ
こ
を
も
つ
て
劣
と
な
す
。
）

「
万
徳
の
帰
す
る
と
こ
ろ
な
り
」
と
は
、
そ
の
文
は
甚
だ
多
し
。
試
み
に
一
二
を
挙
げ

れ
ば
、
元
照
（
行
巻
引
用
）
に
云
く
、

一
乗
の
極
唱
、
終
帰
を
こ
と
ご
と
く
楽
邦
を
指
す
。
万
行
の
円
修
、
最
勝
を
独
り
果

号
に
推
る
。

ま
た
慈
雲
（
行
巻
引
用
）
に
云
く
、

了
義
の
な
か
の
了
義
な
り
。
円
頓
の
な
か
の
円
頓
な
り
。

ま
た
戒
度
（
行
巻
所
引
）
に
云
く
、

仏
名
は
す
な
は
ち
こ
れ
劫
を
積
ん
で
薫
修
し
、[

445b
]

そ
の
万
徳
を
攬
る
、
す
べ

て
四
字
に
彰
る
。

ま
た
嘉
祥
（
行
巻
引
用
）
に
云
く
、

仏
に
無
量
の
功
徳
い
ま
す
。
仏
の
無
量
の
功
徳
を
念
ず
る
が
ゆ
ゑ
に
、
無
量
の
罪
を

滅
す
る
こ
と
を
得
し
む
。

ま
た
飛
錫
（
行
巻
引
用
）
に
云
く
、
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念
仏
三
昧
の
善
、
こ
れ
最
上
な
り
。
万
行
の
元
首
な
る
が
ゆ
ゑ
に
、
三
昧
王
と
い
ふ
。

こ
れ
ら
諸
文
は
皆
そ
の
義
な
り
。

「
四
智
」
と
は
、
『
心
地
観
経
』
（
報
恩
品
）
お
よ
び
『
唯
識
』
（
第
十
）
等
に
依
り
て

云
く
、一

は
大
円
鏡
智
（
第
八
識
な
り
。
転
識
得
智
）
、
二
は
平
等
性
智
（
第
七
識
也
。
転

識
得
智
）
、
三
は
妙
観
察
智
（
第
六
識
也
。
転
識
得
智
）
、
四
は
成
所
作
智
（
前
五

識
也
。
転
識
得
智
）

「
三
身
」
と
は
、
『
義
章
』
十
九
（
十
三
）
、
『
義
林
』
七
本
（
初
一
）
に
依
り
て
云
く
、

「
一
は
法
身
、
二
は
報
身
、
三
は
応
身
」
と
。
法
身
義
の
ご
と
し
。

「
十
力
」
と
は
、
『
義
章
』
七
末
（
六
紙
）
、
『
倶
舎
』
二
十
七
等
に
依
り
て
云
く
、

一
は
処
非
処
智
力
（
処
は
理
を
言
ず
る
が
ご
と
し
。
情
と
非
情
に
通
じ
、
理
と
非
理

を
知
る
）
、
二
は
業
異
熟
智
力(

業
所
感
の
異
熟
を
知
る
な
り)
、
三
は
等
持
等
至
智

力
（
諸
の
三
昧
を
知
る
）
、
四
は
根
上
下
智
力
（
信
等
の
根
の
上
下
を
知
る
な
り
）
、

五
は
種
種
勝
解
智
力
（
有
情
の
勝
れ
し
意
楽
の
別
を
知
る
な
り
）
、
六
は
種
種
界
智

力
（
有
情
の
志
の
性
相
を
知
る
な
り
）
、
七
は
遍
趣
行
智
力
（
生
死
の
因
果
の
相
を

知
る
な
り
）
、
八
は
宿
住
随
念
智
力
（
自
他
の
宿
住
の
諸
事
を
知
る
な
り
）
、
九
は

生
死
智
力
（
未
来
の
世
相
を
知
る
な
り
）
、
十
は
漏
尽
智
力
（
諸
の
漏
尽
な
り
）
。

「
四
無
畏
」
と
は
、
『
義
章
』
七
末
（
六
紙
）
、
『
大
論
』
二
十
五
等
に
依
る
。
一
は
一

切
智
無
所
畏
、
二
は
漏
尽
無
所
畏
、
三
は
説
障
道
無
所
畏
、
四
は
説
尽
苦
道
無
所
畏
（
按

ず
る
に
次
の
ご
と
く
智
断
。
断
の
中
、
三
と
な
す
。
謂
く
、
惑
業
苦
）
。

当
に
知
る
べ
し
、
四
智
は
よ
く
三
身
を
生
ず
。
所
生
の
三
身
は
よ
く
十
力
を
具
す
。
所

具
の
十
力
は
内
徳
、
四
無
は
外
相
な
り
。

「
相
好
」
と
は
、
い
わ
ゆ
る
八
万
四
千
の
相
及
び
好
な
り
。

「
光
明
」
と
は
、
相
好
の
所
放
な
り
。

「
説
法
」
と
は
、
い
わ
ゆ
る
今
現
在
説
法
こ
れ
な
り
。
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「
利
生
」
と
は
、
十
方
三
世[

446a
]

の
利
益
無
極
な
り
。
余
分
解
す
べ
し
。

「
一
隅
」
と
は
、
『
論
語
』
述
而
に
云
々
。

二
に
譬
。

譬
如
世
間
止

以
此
応
知

（
た
と
へ
ば
世
間
の
屋
舎
の
、
そ
の
屋
舎
の
名
字
の
な
か
に
は
棟
・
梁
・
椽
・
柱
等
の
一

切
の
家
具
を
摂
せ
り
。
棟
・
梁
等
の
一
々
の
名
字
の
な
か
に
は
一
切
を
摂
す
る
こ
と
あ
た

は
ざ
る
が
ご
と
し
。
こ
れ
を
も
つ
て
知
る
べ
し
。
）

依
教
分
記
（
？
）

に
、
屋
舎
の
譬
を
も
っ
て
六
相
義
を
合
す
も
ま
た
転
用
な
り
。
応
の

ご
と
く
知
る
べ
し
。

三
に
結
。

然
則
仏
名
止

為
本
願
歟

（
し
か
れ
ば
す
な
は
ち
仏
の
名
号
の
功
徳
、
余
の
一
切
の
功
徳
に
勝
れ
た
り
。
ゆ
ゑ
に
劣

を
捨
て
て
勝
を
取
り
て
も
つ
て
本
願
と
な
し
た
ま
へ
る
か
。
）

文
意
見
る
べ
し
。

二
に
難
易
義
に
三
。
初
は
標
。
二
に
文
証
を
引
く
。
三
に
そ
の
義
を
釈
す
。
今
は
初
。

（
※
省
略
：
次
難
易
義
止

諸
行
難
修
）

（
次
に
難
易
の
義
と
は
、
念
仏
は
修
し
や
す
し
、
諸
行
は
修
し
が
た
し
。
）

二
に
文
証
を
引
く
に
二
。
初
は
礼
讃
、
二
に
要
集
。
今
は
初
。

是
故
往
生
止

相
続
即
生

（
こ
の
ゆ
ゑ
に
『
往
生
礼
讃
』
に
い
は
く
、
「
問
ひ
て
い
は
く
、
な
ん
が
ゆ
ゑ
ぞ
、
観
を

な
さ
し
め
ず
し
て
た
だ
ち
に
も
つ
ぱ
ら
名
字
を
称
せ
し
む
る
は
、
な
ん
の
意
か
あ
る
や
。

答
へ
て
い
は
く
、
す
な
は
ち
衆
生
障
重
く
、
境
は
細
く
心
は
粗
し
。
識
颺
り
神
飛
び
て
、
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観
成
就
し
が
た
き
に
よ
る
な
り
。
こ
こ
を
も
つ
て
大
聖
（
釈
尊
）
悲
憐
し
て
、
た
だ
ち
に

も
つ
ぱ
ら
名
字
を
称
せ
よ
と
勧
め
た
ま
ふ
。
ま
さ
し
く
称
名
の
易
き
に
よ
る
が
ゆ
ゑ
に
、

相
続
し
て
す
な
は
ち
生
ず
」
と
。
［
以
上
］
）

前
序
の
文
な
り
。
行
巻
（
十
八
紙
）
に
ま
た
引
き
て
大
行
を
証
ず
。

こ
の
中
二
と
な
す
。
初
は
問
。
次
に
答
。
問
意
見
る
べ
し
。

答
に
ま
た
二
と
な
す
。
初
は
観
の
成
し
難
き
を
を
示
す
。
「
乃
由
」
等
の
文
こ
れ
な
り
。

次
に
称
の
修
し
易
き
を
明
す
。
「
是
以
」
等
の
文
こ
れ
な
り
。

難
に
三
義
あ
り
。
一
は
罪
障
深
重
難
。
こ
れ
そ
の
体
に
約
す
。
二
は
心
境
不
応
難
。
こ

れ
そ
の
相
に
約
す
。
境
は
す
な
わ
ち
二
浄
三
厳
微
妙
の
相
な
る
が
故
に
。
心
は
い
ま
し
散

地
麤
動
な
る
が
故
に
。
三
に
乱
想
飛
𩗺
難
。
こ
れ
そ
の
用
に
約
す
。
識
・
神
は
た
だ
こ
の

心
の
異
名
の
み
。

易
に
ま
た
三
義
。
一
は
無
障
重
難
。
逆
謗
闡
提
を
捨
て
ざ
る
が
故
に
。
二
に
無
不
応
難
。

観
行
の
威
儀
を
須
ゐ
ざ
る
が
故
に
。
三
に
無
乱
想
難
。
時
処
諸
縁
を
問
わ
ざ
る
が
故
に
。

そ
の
易
は
何
ぞ
局
る
や
。
か
つ
反
示
の
み
。

[
446b

二
に
要
集

又
往
生
要
集
止

不
如
念
仏

（
ま
た
『
往
生
要
集
』
（
下
）
に
、
「
問
ひ
て
い
は
く
、
一
切
の
善
業
お
の
お
の
利
益
あ

り
、
お
の
お
の
往
生
を
得
。
な
ん
が
ゆ
ゑ
ぞ
た
だ
念
仏
一
門
を
勧
む
る
や
。
答
へ
て
い
は

く
、
い
ま
念
仏
を
勧
む
る
こ
と
は
、
こ
れ
余
の
種
々
の
妙
行
を
遮
せ
ん
と
に
は
あ
ら
ず
。

た
だ
こ
れ
男
女
・
貴
賤
、
行
住
坐
臥
を
簡
ば
ず
、
時
処
諸
縁
を
論
ぜ
ず
、
こ
れ
を
修
す
る

に
難
か
ら
ず
、
乃
至
、
臨
終
に
往
生
を
願
求
す
る
に
、
そ
の
便
宜
を
得
た
る
は
念
仏
に
し

か
ざ
れ
ば
な
り
」
と
。
［
以
上
］
）

第
八
念
仏
証
拠
門
の
文
な
り
。
和
讃
に
云
々
。
こ
の
文
二
と
な
す
。
初
は
問
、
次
は
答
。

問
意
見
る
べ
し
。
答
中
に
ま
た
二
。

初
は
先
づ
余
行
を
遮
せ
ざ
る
を
示
す
。
「
今
勧
」
等
の
文
こ
れ
な
り
。
こ
れ
『
群
疑
論
』

第
五
（
十
六
紙
）
の
文
に
依
る
。
従
容
と
し
て
こ
れ
を
示
す
。
今
師
は
台
門
に
あ
る
が
故

に
。二

は
正
し
く
勧
め
る
は
念
仏
に
し
か
ず
、
た
だ
こ
れ
已
下
の
文
こ
れ
な
り
。
こ
れ
に
ま
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た
三
あ
り
。
一
は
男
女
貴
賤
を
問
わ
ざ
る
が
故
に
。
こ
れ
そ
の
体
に
約
す
。
二
は
行
住
座

臥
を
簡
ば
ざ
る
が
故
に
。
こ
れ
そ
の
相
に
約
す
。
三
は
時
処
諸
縁
に
論
ぜ
ざ
る
が
故
に
。

こ
れ
そ
の
用
に
約
す
。
上
の
余
行
の
ご
と
き
は
、
反
じ
て
三
難
あ
り
。
余
文
解
す
べ
し
。

三
は
そ
の
義
を
釈
す
に
三
。
初
は
総
示
、
二
は
別
示
、
三
は
引
文
の
結
。
今
は
初
。

故
知
念
仏
易
止

為
本
願
歟

（
ゆ
ゑ
に
知
り
ぬ
、
念
仏
は
易
き
が
ゆ
ゑ
に
一
切
に
通
ず
。
諸
行
は
難
き
が
ゆ
ゑ
に
諸
機

に
通
ぜ
ず
。
し
か
れ
ば
す
な
は
ち
一
切
衆
生
を
し
て
平
等
に
往
生
せ
し
め
ん
が
た
め
に
、

難
を
捨
て
易
を
取
り
て
、
本
願
と
な
し
た
ま
へ
る
か
。
）

文
意
見
る
べ
し
。

二
に
別
示

若
夫
以
造
止

其
本
願
也

（
も
し
そ
れ
造
像
起
塔
を
も
つ
て
本
願
と
な
さ
ば
、
貧
窮
困
乏
の
類
は
さ
だ
め
て
往
生
の

望
み
を
絶
た
ん
。
し
か
も
富
貴
の
も
の
は
少
な
く
、
貧
賤
の
も
の
は
は
な
は
だ
多
し
。
も

し
智
慧
高
才
を
も
つ
て
本
願
と
な
さ
ば
、
愚
鈍
下
智
の
も
の
は
さ
だ
め
て
往
生
の
望
み
を

絶
た
ん
。
し
か
も
智
慧
の
も
の
は
少
な
く
、
愚
痴
の
も
の
は
は
な
は
だ
多
し
。
も
し
多
聞

多
見
を
も
つ
て
本
願
と
な
さ
ば
、
少
聞
少
見
の
輩
は
さ
だ
め
て
往
生
の
望
み
を
絶
た
ん
。

し
か
も
多
聞
の
も
の
は
少
な
く
、
少
聞
の
も
の
は
は
な
は
だ
多
し
。
も
し
持
戒
持
律
を
も

つ
て
本
願
と
な
さ
ば
、
破
戒
無
戒
の
人
は
さ
だ
め
て
往
生
の
望
み
を
絶
た
ん
。
し
か
も
持

戒
の
も
の
は
少
な
く
、
破
戒
の
も
の
は
は
な
は
だ
多
し
。
自
余
の
諸
行
こ
れ
に
准
じ
て
知

る
べ
し
。
ま
さ
に
知
る
べ
し
、
上
の
諸
行
等
を
も
つ
て
本
願
と
な
さ
ば
、
往
生
を
得
る
も

の
は
少
な
く
、
往
生
せ
ざ
る
も
の
は
多
か
ら
ん
。
し
か
れ
ば
す
な
は
ち
弥
陀
如
来
、
法
蔵

比
丘
の
昔
平
等
の
慈
悲
に
催
さ
れ
て
、
あ
ま
ね
く
一
切
を
摂
せ
ん
が
た
め
に
、
造
像
起
塔

等
の
諸
行
を
も
つ
て
往
生
の
本
願
と
な
し
た
ま
は
ず
。
た
だ
称
名
念
仏
一
行
を
も
つ
て
そ

の
本
願
と
な
し
た
ま
へ
り
。
）

已
下
は
四
双
八
重
。
余
行
の
難
を
示
す
。
一
双
二
重
は
念
仏
の
易
を
勧
む
。
預
じ
め
『
五

会
讃
』
の
意
を
述
べ
る
者
な
り
。
「
以
造
」
等
と
は
、
「
貧
窮
と
富
貴
と
を
（
※
将
富
貴
）
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簡
ば
ず
」
の
文
の
意
を
述
讃
す
る
な
り
。
「
若
以
智
慧
」
等
と
は
、
「
下
智
と
高
才
と
を

簡
ば
ず
」
る
の
意
を
述
ぶ
る
な
り
。
「
若
以
多
聞
」
等
と
は
、
「
多
聞
を
簡
ば
ず
」
の
意

を
述
ぶ
る
な
り
。
「
若
以
持
戒
」
等
と
は
、
「
浄
戒
を
持
つ
を
簡
ば
ず
」
の
意
を
述
ぶ
る

な
り
。
「
自
余
」
等
と
は
、
総
じ
て
一
切
余
行
の
難
を
摂
む
る
な
り
。
「
当
知
」
等
と
は
、

「
被
（
※
彼
の
誤
字
）
仏
因
中
」
等
の
二
句
の
意
を
述
ぶ
る
な
り
。

[
447a

]

三
に
引
文
の
結

故
法
照
禅
師
止

変
成
金

（
ゆ
ゑ
に
法
照
禅
師
の
『
五
会
法
事
讃
』
に
い
は
く
、

「
か
の
仏
の
因
中
に
弘
誓
を
立
て
た
ま
へ
り
。
名
を
聞
き
て
わ
れ
を
念
ぜ
ば
す
べ
て

迎
へ
に
来
ら
ん
。
貧
窮
と
富
貴
と
を
簡
ば
ず
、
下
智
と
高
才
と
を
簡
ば
ず
、
多
聞
に

し
て
浄
戒
を
持
つ
を
簡
ば
ず
、
破
戒
に
し
て
罪
根
の
深
き
を
も
簡
ば
ず
。
た
だ
心
を

回
し
て
多
く
念
仏
せ
ば
、
よ
く
瓦
礫
を
し
て
変
じ
て
金
と
な
さ
し
め
ん
」
と
。
｛
以

上
｝
）

禅
師
の
事
蹟
は
、
具
さ
に
宋
僧
伝
二
十
一
の
ご
と
し
。
往
生
略
伝
に
云
く
、
「
後
に
法

照
大
師
あ
り
。
す
な
わ
ち
善
導
の
後
身
」
と
。
法
要
二
（
四
十
一
）
、
唯
信
文
意
に
云
々
。

正
し
く
こ
れ
十
八
願
を
明
か
す
の
文
な
り
。

三
に
本
願
の
成
不
を
決
す
に
二
。
初
は
問
、
二
は
答
。
今
は
初

問
曰
一
切
止

未
成
就
也

（

問
ひ
て
い
は
く
、
一
切
の
菩
薩
は
そ
の
願
を
立
つ
と
い
へ
ど
も
、
あ
る
い
は
已
成
就

あ
り
、
ま
た
未
成
就
あ
り
。
い
ぶ
か
し
、
法
蔵
菩
薩
の
四
十
八
願
は
す
で
に
成
就
す
と
や

な
さ
ん
、
は
た
未
成
就
と
や
な
さ
ん
。
）

文
意
見
る
べ
し
。

二
の
答
に
二
。
初
は
総
じ
て
成
就
を
答
う
。
二
に
別
し
て
そ
の
義
を
釈
す
。
今
は
初
。

答
曰
法
蔵
止

一
一
成
就
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（
答
へ
て
い
は
く
、
法
蔵
の
誓
願
、
一
々
に
成
就
す
。
）

文
意
見
る
べ
し
。

二
に
別
し
て
そ
の
義
を
釈
す
に
二
。
初
は
先
に
三
願
を
挙
ぐ
。
二
に
正
し
く
一
願
を

釈
す
。
今
は
初
。

何
者
極
楽
止

二
相
是
也

（
い
か
ん
と
な
ら
ば
、
極
楽
界
の
な
か
に
す
で
に
三
悪
趣
な
し
。
ま
さ
に
知
る
べ
し
、
こ

れ
す
な
は
ち
無
三
悪
趣
の
願
（
第
一
願
）
を
成
就
す
る
な
り
。
な
に
を
も
つ
て
か
知
る
こ

と
を
得
る
。
す
な
は
ち
願
成
就
の
文
（
大
経
・
上
）
に
、
「
ま
た
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
、

諸
難
の
趣
な
し
」
と
い
ふ
こ
れ
な
り
。
ま
た
か
の
国
の
人
天
寿
終
り
て
後
に
、
三
悪
趣
に

更
る
こ
と
な
し
。
ま
さ
に
知
る
べ
し
、
こ
れ
す
な
は
ち
不
更
悪
趣
の
願
（
第
二
願
）
を
成

就
す
る
な
り
。
な
に
を
も
つ
て
か
知
る
こ
と
を
得
る
。
す
な
は
ち
願
成
就
の
文
（
大
経
・

下
）
に
、
「
ま
た
か
の
菩
薩
、
乃
至
成
仏
ま
で
悪
趣
に
更
ら
ず
」
と
い
ふ
こ
れ
な
り
。
ま

た
極
楽
の
人
天
す
で
に
も
つ
て
一
人
と
し
て
三
十
二
相
を
具
せ
ず
と
い
ふ
こ
と
あ
る
こ
と

な
し
。
ま
さ
に
知
る
べ
し
、
こ
れ
す
な
は
ち
具
三
十
二
相
の
願
（
第
二
十
一
願
）
を
成
就

す
る
な
り
。
な
に
を
も
つ
て
か
知
る
こ
と
を
得
る
。
す
な
は
ち
願
成
就
の
文
（
同
・
下
）

に
、
「
か
の
国
に
生
る
る
も
の
は
、
み
な
こ
と
ご
と
く
三
十
二
相
を
具
足
す
」
と
い
ふ
こ

れ
な
り
。
）

余
文
上
の
ご
と
し
。

「
三
十
二
相
願
」
と
は
、
寂
は
令
具
諸
相
願
と
云
う
。
良
源
は
所
化
成
満
三
十
二
相
願

と
云
う
。
今
は
す
な
わ
ち
用
の
名
義
。
具
さ
に
『
報
恩
経
』
七
（
十
三
）
、
『
大
集
』
六

（
十
四
）
、
『
因
果
経
』
一
（
二
十
二
）
、
『
大
般
若
』
三
百
八
十
一
（
五
紙
）
、
ま
た
四
百

六
十
九
、
ま
た
五
百
七
十
三
、
『
宝
女
所
問
経
』
四
（
三
十
二
）
、
『
勝
天
王
般
若
』
七
（
八

紙
）
、
『
大
荘
厳
経
』
三
（
二
十
紙
）
、
『
座
禅
三
昧
経
』
上
（
二
十
四
）
、
『
優
婆
夷
浄
行

法
門
経
』
上
（
十
二
紙
）
、
『
仏
本
行
集
経
』
九
（
三
紙
）
、
『
優
婆
塞
戒
経
』
一
（
十
八
）
、

『
賢
劫
経
』
五
（
三
十
二
）
、
『
中
含
』
十
一
（
四
紙
）
、
ま
た
四
十
一
（
五
紙
）
、
『
長
阿

含
』
一
（
十
九
）
、
『
菩
薩
善
戒
経
』
九
（
八
）
、
『
大
品
』
二
十
七
（
三
紙
）
、
『
智
論
』

四
（
十
八
）
、
ま
た
二
十
五
（
十
五
）
、
ま
た
八[

447b
]

十
八(

二
十
二)

、
『
瑜
伽
』
四
十

九
（
七
紙
）
、
『
大
毘
婆
娑
』
一
百
七
十
七
（
二
紙
）
、
『
十
住
論
』
八
（
十
九
）
等
の
ご
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と
し
。
近
く
は
会
疏
等
の
説
の
ご
と
し
。

二
に
正
し
く
十
八
を
釈
す
に
五
。
初
は
余
を
例
え
て
推
知
す
。
二
に
文
を
挙
げ
て
証

と
な
す
。
三
に
土
に
就
い
て
況
釈
す
。
四
に
仏
に
就
い
て
比
証
す
。
五
に
文
を
挙
げ

て
合
符
す
。
今
は
初
。

如
是
初
自
止

皆
以
往
生

（
か
く
の
ご
と
く
初
め
無
三
悪
趣
の
願
（
第
一
願
）
よ
り
終
り
得
三
法
忍
の
願
（
第
四
十

八
願
）
に
至
る
ま
で
、
一
々
の
誓
願
み
な
も
つ
て
成
就
す
。
第
十
八
の
念
仏
往
生
の
願
、

あ
に
孤
り
も
つ
て
成
就
せ
ざ
ら
ん
や
。
し
か
れ
ば
す
な
は
ち
念
仏
の
人
み
な
も
つ
て
往
生

す
。
）

「
得
三
法
忍
」
と
は
、
寂
は
聞
名
令
得
至
三
法
忍
願
と
云
う
。
興
は
自
力
不
退
願
と
云

う
。「

三
法
忍
」
と
は
下
説
に
、
一
者
音
響
忍
、
二
者
柔
順
忍
、
三
者
無
生
法
忍
、
こ
れ
な

り
。
解
し
て
二
義
あ
り
。
一
の
通
途
は
、
『
月
灯
三
昧
経
』
二
に
云
く
、
「
一
は
随
順
音

響
忍
と
名
く
（
聞
慧
）
、
二
は
思
惟
柔
順
忍
と
名
く
（
思
慧
）
、
三
は
修
習
無
生
忍
と
名

く
（
修
慧
）
」
（
※
大
正
蔵
一
五
・
五
六
中
二
四
）

と
。
次
の
ご
と
く
三
慧
は
そ
の
所
得
の

位
を
三
法
忍
と
名
く
。
二
に
別
途
と
は
、
浄
家
の
別
義
。
聞
其
名
号
故
に
音
響
、
信
心
歓

喜
故
に
柔
順
、
即
得
不
退
故
に
無
生
。
三
即
一
故
に
、
別
拆
す
べ
か
ら
ず
。
余
文
は
解
す

べ
し
。二

に
文
を
挙
げ
て
証
と
な
す

以
何
得
知
止

退
転
是
也

（
な
に
を
も
つ
て
か
知
る
こ
と
を
得
る
。
す
な
は
ち
念
仏
往
生
の
願
成
就
の
文
（
同
・
下
）

に
、
「
も
ろ
も
ろ
の
衆
生
あ
り
て
、
そ
の
名
号
を
聞
き
て
信
心
歓
喜
し
て
、
乃
至
一
念
、

心
を
至
し
て
回
向
し
て
か
の
国
に
生
ぜ
ん
と
願
ず
れ
ば
、
す
な
は
ち
往
生
を
得
て
不
退
転

に
住
す
」
と
い
ふ
こ
れ
な
り
。
）

文
意
上
の
ご
と
し
。
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三
に
土
に
就
い
て
況
釈
す
。

凡
四
十
八
願
止

往
生
願
乎

（
お
ほ
よ
そ
四
十
八
願
荘
厳
の
浄
土
は
、
華
池
・
宝
閣
、
願
力
に
あ
ら
ず
と
い
ふ
こ
と
な

し
。
な
ん
ぞ
そ
の
な
か
に
お
い
て
独
り
念
仏
往
生
の
願
を
疑
惑
す
べ
き
や
。
）

所
生
の
土
は
す
で
に
成
就
し
お
わ
ん
ぬ
。
能
生
の
人
あ
に
空
過
か
な
。
天
台
大
師
臨
終

偈
に
云
く
、
「
四
十
八
願
は[

448a
]

浄
土
を
荘
厳
す
。
華
池
宝
閣
、
易
往
に
し
て
人
な
し
」

と
。
『
礼
讃
』
に
云
く
、
「
四
十
八
願
荘
厳
起
」
等
。
造
語
は
こ
れ
等
に
依
る
の
み
。

四
に
仏
に
就
い
て
比
証
す
。

加
之
一
一
止

不
可
虚
設

（
し
か
の
み
な
ら
ず
一
一
の
願
の
終
り
に
、
「
も
し
し
か
ら
ず
は
、
正
覚
を
取
ら
じ
」
と

い
ふ
。
し
か
も
阿
弥
陀
仏
、
仏
に
な
り
た
ま
ひ
て
よ
り
こ
の
か
た
い
ま
に
十
劫
、
成
仏
の

誓
す
で
に
も
つ
て
成
就
せ
り
。
ま
さ
に
知
る
べ
し
、
一
々
の
願
虚
設
す
べ
か
ら
ず
。
）

能
化
の
主
、
果
徳
す
で
に
満
ち
る
。
所
化
の
伴
、
往
生
い
ず
く
ん
ぞ
疑
う
。
今
に
お
い

て
十
劫
は
華
園
の
記
の
ご
と
し
。

五
に
文
を
挙
げ
て
合
符
す
。

故
善
導
云
止

必
得
往
生

（
ゆ
ゑ
に
善
導
い
は
く
（
礼
讃
）
、
「
か
の
仏
い
ま
現
に
世
に
ま
し
ま
し
て
仏
に
な
り
た

ま
へ
り
。
ま
さ
に
知
る
べ
し
、
本
誓
重
願
虚
し
か
ら
ず
、
衆
生
称
念
す
れ
ば
か
な
ら
ず
往

生
を
得
」
と
。
［
以
上
］
）

本
文
を
結
帰
す
。
上
に
准
じ
て
解
す
べ
し
。

四
に
経
釈
の
相
違
を
会
す
に
二
。
初
に
念
声
の
相
違
を
会
す
。
二
に
乃
下
の
相
違
を

会
す
。
初
め
に
念
声
の
相
違
を
会
す
に
二
。
初
は
問
、
二
は
答
。
今
は
初
。
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問
曰
経
云
止

之
義
云
何

（

問
ひ
て
い
は
く
、
『
経
』
（
大
経
・
上
）
に
は
「
十
念
」
と
い
ふ
、
〔
善
導
の
〕
釈
に

は
「
十
声
」
と
い
ふ
。
念
・
声
の
義
い
か
ん
。
）

文
意
見
る
べ
し
。

二
に
答
え
に
二
。
初
は
一
を
示
す
。
二
に
引
証
。
今
は
初
。

答
曰
念
声
是
一

（
答
へ
て
い
は
く
、
念
・
声
は
是
一
な
り
。
）

法
要
二
十
一
（
三
十
七
）
の
一
代
聞
書
に
云
々
（
念
声
是
一
と
い
ふ
こ
と
し
ら
ず
と
申

し
候
ふ
と
き
、
仰
せ
に
、
お
も
ひ
内
に
あ
れ
ば
い
ろ
外
に
あ
ら
は
る
る
と
あ
り
。
さ
れ
ば

信
を
え
た
る
体
は
す
な
は
ち
南
無
阿
弥
陀
仏
な
り
と
こ
こ
ろ
う
れ
ば
、
口
も
心
も
ひ
と
つ

な
り[

註
釈
版
一
二
三
二]

）
。
同
二
（
六
十
三
）
、
唯
信
文
意
云
々
（
念
と
声
と
は
ひ
と
つ

こ
こ
ろ
な
り
（
※
原
本
：
と
し
る
べ
し
）
。
念
を
は
な
れ
た
る
声
な
し
、
声
を
は
な
れ
た
る

念
な
し
と
し
る
べ
し
（
※
原
本
：
念
な
り
）[

註
釈
版
七
一
七]

）
。
こ
の
義
意
に
准
ず
。

念
声
是
一
と
は
、
信
行
不
離
の
義
を
顕
す
な
り
。
古
に
「
念
経
は
等
し
」
の
例
を
引
く

は
非
な
り
。
「
念
経
は
等
し
」
の
念
は
た
だ
こ
れ
俗
語
。
全
く
今
意
に
あ
ら
ず
。
も
し
法

数
に
約
せ
ば
、
念
は
こ
れ
作
発
の
意
。
念
の
声
は
こ
れ
所
発
の
語[

448b
]

声
。
色
心
の

体
は
別
。
能
所
の
義
は
異
。
し
か
り
と
い
え
ど
も
本
願
の
円
宗[

？]

は
、
色
心
不
二
。
ｄ

法
徳
し
か
ら
し
む
る
が
故
に
。

二
に
引
証
に
二
。
初
は
観
経
を
引
く
。
二
に
大
集
経
を
引
く
。
初
に
観
経
を
引
く
に

二
。
初
は
引
。
二
は
釈
。

何
以
得
知
止

其
意
明
矣

（
な
に
を
も
つ
て
か
知
る
こ
と
を
得
る
。
『
観
経
』
の
下
品
下
生
に
の
た
ま
は
く
、
「
声

を
し
て
絶
え
ざ
ら
し
め
て
、
十
念
を
具
足
し
て
、
〈
南
無
阿
弥
陀
仏
〉
と
称
せ
ば
、
仏
の

名
を
称
す
る
が
ゆ
ゑ
に
、
念
々
の
う
ち
に
お
い
て
八
十
億
劫
の
生
死
の
罪
を
除
く
」
と
。

い
ま
こ
の
文
に
よ
る
に
、
声
は
こ
れ
念
な
り
、
念
は
す
な
は
ち
こ
れ
声
な
り
。
そ
の
意
明

ら
け
し
。
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こ
れ
は
正
証
と
な
す
。
旨
は
上
述
の
ご
と
し
。

二
に
大
集
経
を
引
く
。

加
之
大
集
止

即
是
唱
也

（
し
か
の
み
な
ら
ず
『
大
集
月
蔵
経
』
に
の
た
ま
は
く
、
「
大
念
は
大
仏
を
見
、
小
念
は

小
仏
を
見
る
」
と
。
感
師
（
懐
感
）
の
『
釈
』
（
群
疑
論
）
に
い
は
く
、
「
大
念
と
い
ふ

は
大
声
に
仏
を
念
じ
、
小
念
と
い
ふ
は
小
声
に
仏
を
念
ず
る
な
り
」
と
。
ゆ
ゑ
に
知
り
ぬ
、

念
は
す
な
は
ち
こ
れ
唱
な
り
と
。

文
は
日
蔵
分
第
九
念
仏
三
昧
品
に
出
づ
。
今
は
「
月
蔵
」
と
云
う
。
恐
ら
く
は
写
誤
か
。

も
し
本
経
に
依
ら
ば
、
念
は
す
な
わ
ち
観
念
な
り
。

感
師
の
釈
は
口
称
と
な
す
。
今
の
引
は
助
証
と
な
す
も
の
な
り
。

「
感
師
の
『
釈
』
」
と
は
、
『
群
疑
論
』
第
七
に
出
づ
。

二
に
乃
下
相
違
に
会
す
に
二
。
初
は
正
し
く
相
違
を
会
す
。
二
に
因
み
に
願
名
を
定

め
る
。
初
は
問
、
二
は
答
。
今
は
初
。

問
曰
経
云
止

其
意
如
何

（

問
ひ
て
い
は
く
、
『
経
』
（
大
経
・
上
）
に
は
「
乃
至
」
と
い
ひ
、
〔
善
導
の
〕
釈
に

は
「
下
至
」
と
い
ふ
。
そ
の
意
い
か
ん
。
）

文
意
知
る
べ
し
。

二
に
答
に
二
。
初
は
一
を
示
す
。
二
は
広
釈
。
今
は
初
。

答
曰
乃
至
止

其
意
是
一

（
答
へ
て
い
は
く
、
乃
至
と
下
至
と
そ
の
意
こ
れ
一
な
り
。
）

文
意
知
る
べ
し
。
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二
に
広
釈
に
三
。
初
は
義
に
就
い
て
示
す
。
二
は
願
を
挙
げ
て
示
す
。
三
は
結
。
今

は
初
。

経
云
乃
至
止

上
尽
一
形
等
（
※
原
本
：
「
等
」
は
な
し
）

也

（
『
経
』
に
「
乃
至
」
と
い
ふ
は
、
多
よ
り
少
に
向
か
ふ
言
な
り
。
多
と
い
ふ
は
上
一
形

を
尽
す
な
り
。
少
と
い
ふ
は
下
十
声
・
一
声
等
に
至
る
な
り
。
釈
に
「
下
至
」
と
い
ふ
は
、

下
と
は
上
に
対
す
る
言
な
り
。
下
と
は
下
十
声
・
一
声
等
に
至
る
な
り
。
上
と
は
上
一
形

を
尽
す
な
り
。
）

「
十
声
一
声
」
等
と
は
、
『
礼
讃
』
の
後
序
に
云
く
、
「
十
声
乃
至
一
声
一
念
等
」
（
註

釈
版
七
祖
篇
七
一
二
）

と
。
一
声
は
行
の
一
念
な
り
。
一
念
は
信
の
一
念[

449a
]

な
り
。

こ
れ
に
准
じ
て
こ
れ
を
言
わ
ば
、
今
は
聞
信
の
一
念
に
等
し
。
こ
れ
信
楽
開
発
の
時
剋
の

極
促
を
顕
す
な
り
。
こ
こ
を
も
っ
て
一
念
は
願
行
具
足
、
業
事
成
弁
、
往
生
治
定
の
時
剋

と
な
す
。
も
し
そ
の
命
延
び
な
ば
、
自
然
に
多
念
に
及
ぶ
。
あ
る
い
は
一
声
、
あ
る
い
は

十
声
、
あ
る
い
は
一
形
、
一
一
の
称
仏
は
願
行
具
足
に
し
て
、
と
も
に
こ
れ
信
後
の
相
続

の
称
名
な
り
。
法
要
一
（
四
十
六
）
の
銘
文
に
云
々
（
「
下
至
」
と
い
ふ
は
十
声
に
あ
ま

れ
る
も
の
、
一
念
二
念
聞
名
の
も
の
を
、
往
生
に
も
ら
さ
ず
き
ら
は
ぬ
こ
と
を
あ
ら
は
し

し
め
す
と
な
り
（
略
本
。
真
聖
全
一
・
五
六
八
）
）
。

二
に
願
を
挙
げ
て
示
す

上
下
相
対
止

是
下
至
也

（
上
下
相
対
の
文
そ
の
例
多
し
と
い
へ
ど
も
、
宿
命
通
の
願
（
第
五
願
）
に
の
た
ま
は
く

（
同
・
上
）
、
「
た
と
ひ
わ
れ
仏
を
得
た
ら
ん
に
、
国
の
う
ち
の
人
天
宿
命
を
識
ら
ず
し

て
、
下
百
千
億
那
由
他
諸
劫
の
事
を
知
ら
ざ
る
に
至
る
と
い
は
ば
、
正
覚
を
取
ら
じ
」
と
。

か
く
の
ご
と
く
五
神
通
お
よ
び
光
明
・
寿
命
等
の
願
の
な
か
に
、
一
々
に
「
下
至
」
の
言

を
置
く
。
こ
れ
す
な
は
ち
多
よ
り
少
に
至
り
、
下
を
も
つ
て
上
に
対
す
る
義
な
り
。
上
の

八
種
の
願
に
例
す
る
に
、
い
ま
こ
の
願
の
「
乃
至
」
は
す
な
は
ち
こ
れ
下
至
な
り
。
）

「
八
種
の
願
」
と
は
、
第
五
の
宿
命
、
第
六
の
天
眼
、
第
八
の
他
心
、
第
九
の
神
足
、

第
十
二
三
の
光
明
寿
命
、
第
十
四
の
声
聞
の
願
、
こ
れ
な
り
。
文
意
見
る
べ
し
。
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二
に
結
釈

是
故
今
止

不
相
違

（
こ
の
ゆ
ゑ
に
い
ま
善
導
の
引
釈
す
る
と
こ
ろ
の
「
下
至
」
の
言
、
そ
の
意
相
違
せ
ず
。
）

文
意
見
る
べ
し
。

二
に
因
み
に
願
名
を
定
む

但
善
導
止

念
之
故
也

（
た
だ
し
善
導
と
諸
師
と
そ
の
意
不
同
な
り
。
諸
師
の
釈
に
は
別
し
て
十
念
往
生
の
願
（
第

十
八
願
）
と
い
ふ
。
善
導
独
り
総
じ
て
念
仏
往
生
の
願
と
い
へ
り
。
諸
師
の
別
し
て
十
念

往
生
の
願
と
い
ふ
は
、
そ
の
意
す
な
は
ち
あ
ま
ね
か
ら
ず
。
し
か
る
所
以
は
、
上
一
形
を

捨
て
、
下
一
念
を
捨
つ
る
ゆ
ゑ
な
り
。
善
導
の
総
じ
て
念
仏
往
生
の
願
と
い
ふ
は
、
そ
の

意
す
な
は
ち
あ
ま
ね
し
。
し
か
る
所
以
は
、
上
一
形
を
取
り
、
下
一
念
を
取
る
ゆ
ゑ
な
り
。
）

「
諸
師
」
等
と
は
、
智
光
は
「
諸
縁
信
楽
十
念
往
生
願
」
と
云
う
。
良
源
は
「
聞
名
信

楽
十
念
定
生
願
」
と
云
う
。
真
源
は
「
十
念
往
生
願
」
と
云
う
。
法
位
・
玄
一
は
「
称
名

十
念
」
に
あ
ら
ず
と
云
う
。
余
文
解
す
べ
し
。

選
択
集
通
津
録
巻
二
終

【
科
段
④
（
随
文
釈
）
】

二
に
本
願
章

標
章

引
文

大
経

観
念
門

礼
讃

私
釈

且
く
願
の
総
別
を
分
つ

広
く
別
願
の
相
を
釈
す
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発
願
の
時
処
を
明
か
す

大
経
を
引
く

已
過
の
仏
を
明
か
す

今
値
の
仏
を
明
か
す

発
願
相
を
明
か
す

選
択
の
相
を
明
か
す

師
仏
の
説

法
蔵
の
選

異
訳
を
引
く

選
択
の
名
義
を
釈
す

正
釈

会
釈

正
し
く
選
択
の
相
を
明
か
す

総
じ
て
諸
願
の
相
を
明
か
す

五
願
に
つ
い
て
明
か
す

前
の
四
願
を
明
か
す

第
十
八
を
明
か
す

汎
に
取
捨
の
境
を
明
か
す

一
土
一
行

多
少
不
定
。

正
し
く
取
捨
の
相
を
明
か
す

諸
願
の
例
を
挙
ぐ

別
し
て
選
取
の
行
を
判
ず

問答

二
義
を
標
す

二
義
を
釈
す

勝
劣
の
義

標釈

法譬

結
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難
易
の
義

標文
証
を
引
く

礼
讃

要
集

そ
の
義
を
釈
す

総
示

別
示

引
文
の
結

本
願
の
已
成
（
成
不
）
を
決
す

問答

総
じ
て
成
就
を
答
う

別
に
そ
の
義
を
釈
す

先
に
三
願
を
挙
ぐ

正
し
く
一
願
（
十
八
）
を
釈
す

余
を
例
え
て
推
知
す

文
を
挙
げ
て
証
と
な
す

土
に
就
い
て
況
釈
す

仏
に
就
い
て
比
証
す

文
を
挙
げ
て
合
符
す

経
釈
の
相
違
を
会
す

念
声
の
相
違
を
会
す

問答

一
を
示
す

引
証

観
経
を
引
く

引釈

大
集
経
を
引
く

乃
下
の
相
違
を
会
す

正
し
く
相
違
を
会
す
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問答

一
を
示
す

広
釈

義
に
就
い
て
示
す

願
を
挙
げ
て
示
す

結

因
み
に
願
名
を
定
む

[
449b

]

選
択
集
通
津
録
巻
三

芸
州
報
専

慧
雲
著

四
に
三
輩
章
に
三
。
初
は
標
章
。
二
に
引
文
。
三
は
私
釈
。
今
は
初
。

三
輩
念
仏
止

往
生
之
文

（
【4

】

三
輩
念
仏
往
生
の
文
。
）

今
章
の
来
意
は
、
上
に
准
じ
て
二
義
。
も
し
文
に
約
せ
ば
、
大
経
の
四
文
。
願
文
は
初

に
居
す
。
三
輩
は
第
二
。
次
第
知
る
べ
し
。
も
し
義
に
約
せ
ば
、
念
仏
の
機
を
広
く
三
願

に
亘
り
、
普
益
無
窮
の
相
を
助
顕
す
る
の
み
。

三
輩
章
と
は
、
あ
る
い
は
（
聞
香
）
三
輩
念
仏
往
生
章
と
云
い
、
あ
る
い
は
（
決
疑
）

三
輩
念
仏
往
生
篇
と
云
い
、
あ
る
い
は
（
鵜
木
要
義
本
義
）
三
輩
念
仏
章
と
云
い
、
あ
る

い
は
（
大
綱
）
三
輩
念
仏
篇
と
云
い
、
あ
る
い
は
（
私
集
）
三
輩
章
と
云
う
。
名
異
義
同

な
り
。
今
は
ま
た
略
に
従
う
。

こ
の
文
は
多
含
に
し
て
、
古
く
は
三
解
あ
り
。

一
は
鸞
師
に
依
る
。
二
は
吉
水
に
依
る
。
三
は
宗
祖
に
依
る
。
初
の
二
解
の
ご
と
き
は

真
土
義
を
成
ず
。
す
な
わ
ち
上
の
十
八
願
成
の
別
相
。
何
を
も
っ
て
こ
れ
を
言
わ
ば
、
讃

偈
は
「
傍
経
」
と
別
嘆
を
設
け
ず
。
今
集
の
章
段
、
第
三
及
び
四
と
、
編
次
は
連
接
す
。

第
三
解
の
ご
と
き
は
、
今
家
の
別
義
。
方
便
蔵
に
約
す
。
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初
の
鸞
師
に
依
る
と
は
、
註
下
（
二
十
紙
）
に
云
く
、

王
舎
城
所
説
の
『
無
量
寿
経
』
を
案
ず
る
に
、
三
輩
生
の
な
か
に
、
行
に
優
劣
あ
り

と
い
へ
ど
も
、
み
な
無
上
菩
提
の
心
を
発
さ
ざ
る
は
な
し
。
こ
の
無
上
菩
提
心
と
は
、

す
な
は
ち
こ
れ
願
作
仏
心
な
り
。
願
作
仏
心
と
は
、
す
な
は
ち
こ
れ
度
衆
生
心
な
り
。

度
衆
生
心
と
は
、
す
な
は
ち
衆
生
を
摂
取
し
て
有
仏
の
国
土
に
生
ぜ
し
む
る
心
な
り
。

こ
の
ゆ
ゑ
に
か
の
安
楽
浄
土
に
生
ぜ
ん
と
願
ず
る
も
の
は
、[

450a
]

か
な
ら
ず
無

上
菩
提
心
を
発
す
な
り
（
こ
の
文
、
信
本
三
十
及
び
信
末
三
に
引
証
。
ま
た
和
讃
（
云

々
）
）

こ
の
釈
意
に
准
ず
れ
ば
、
発
菩
提
心
は
す
な
わ
ち
こ
れ
浄
土
の
大
菩
提
心
。
一
向
専
念

は
他
力
の
称
名
。
そ
の
余
の
説
相
は
た
だ
こ
の
差
別
の
み
。
尅
し
て
こ
れ
を
言
わ
ば
、
上

文
に
「
諸
有
衆
生
」
と
言
う
の
品
類
な
り
。
讃
偈
巧
み
に
こ
れ
を
略
摂
す
。
「
諸
聞
」
の

一
句
（
？
）

は
余
所
に
弁
ず
る
が
ご
と
し
。
当
に
し
る
べ
し
、
ま
た
説
く
。
次
上
の
真
実

大
信
の
章
の
意
な
り
。
た
だ
文
の
仮
に
通
ず
る
を
も
っ
て
異
と
な
す
の
み
。

二
に
吉
水
に
依
ら
ば
、
次
下
に
弁
ず
る
が
ご
と
し
。
か
く
の
ご
と
き
釈
意
、
廃
立
を
正

と
な
す
。
名
号
定
散
対
の
意
を
見
る
べ
し
。
品
位
は
機
に
属
す
。
法
は
唯
一
法
、
文
は
一

向
専
念
と
云
う
こ
れ
な
り
。

鸞
師
は
心
に
就
き
、
空
師
は
行
に
就
く
。
心
行
異
な
る
と
い
え
ど
も
、
廃
立
こ
れ
同
じ

く
ま
た
合
す
。
次
上
の
大
信
章
の
意
と
合
す
る
な
り
。

三
に
宗
祖
に
依
ら
ば
、
化
土
本
（
初
）
に
十
九
願
を
引
い
て
す
で
に
云
く
、

こ
の
願
成
就
の
文
は
、
す
な
は
ち
三
輩
の
文
こ
れ
な
り
、
『
観
経
』
の
定
散
九
品
の

文
こ
れ
な
り
（
法
要
一
（
初
）
三
経
文
類
は
全
文
を
引
く
）
。

こ
の
釈
意
に
依
ら
ば
、
化
土
の
生
に
約
す
。
い
わ
ゆ
る
仮
の
浄
土
の
因
は
千
差
、
土
も

ま
た
千
差
、
そ
の
千
差
の
中
に
就
い
て
略
し
て
五
三
を
挙
げ
る
の
み
。
意
は
二
十
願
自
力

念
仏
に
通
ず
。
こ
れ
等
三
義
は
同
じ
に
し
て
こ
れ
師
説
。
仰
い
で
信
じ
て
止
む
。
同
じ
く

別
門
中
の
、
ま
た
は
同
ま
た
は
異
の
例
な
り
。

二
に
引
文
に
二
。
初
は
総
標
、
二
は
別
説
。
今
は
初
。

仏
告
阿
難
十
方
止

凡
有
三
輩

（

「
仏
、
阿
難
に
告
げ
た
ま
は
く
、
〈
十
方
世
界
の
諸
天
・
人
民
、
そ
れ
心
を
至
し
か
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の
国
に
生
ぜ
ん
と
願
ず
る
こ
と
あ
る
に
、
お
ほ
よ
そ
三
輩
あ
り
。
）

「
十
方
」
等
と
は
、
も
し
二
師
の
准
ず
れ
ば
、
第
十
八
願
の
所
被
の
機
な
り
。
別
に
祖

判
に
依
ら
ば
、
方
便
二
願
の
所
被
の
機
な
り
。

「
其
有
至
心
」
、
ま
た
准
知
す
。

[
450b

]

二
に
別
説
に
三
。
初
は
上
輩
、
二
は
中
輩
、
三
は
下
輩
。
今
は
初
。

其
上
輩
者
止

願
生
彼
国

（
そ
の
上
輩
は
、
家
を
捨
て
欲
を
棄
て
し
か
も
沙
門
と
な
り
て
、
菩
提
心
を
発
し
て
一
向

に
も
つ
ぱ
ら
無
量
寿
仏
を
念
じ
、
も
ろ
も
ろ
の
功
徳
を
修
し
て
か
の
国
に
生
れ
ん
と
願
ふ
。

こ
れ
ら
の
衆
生
は
、
寿
終
る
時
に
臨
み
て
、
無
量
寿
仏
、
も
ろ
も
ろ
の
大
衆
と
そ
の
人
の

前
に
現
じ
て
、
す
な
は
ち
か
の
仏
に
随
ひ
て
そ
の
国
に
往
生
し
て
、
す
な
は
ち
七
宝
の
華

の
な
か
に
お
い
て
自
然
に
化
生
し
て
不
退
転
に
住
す
。
智
慧
勇
猛
、
神
通
自
在
な
り
。
こ

の
ゆ
ゑ
に
阿
難
、
そ
れ
衆
生
あ
り
て
今
世
に
お
い
て
無
量
寿
仏
を
見
た
て
ま
つ
ら
ん
と
欲

は
ば
、
無
上
菩
提
の
心
を
発
し
、
功
徳
を
修
行
し
か
の
国
に
生
ぜ
ん
と
願
ず
べ
し
〉
と
。
）

「
其
上
輩
」
と
は
、
標
挙
。

「
捨
家
」
等
と
は
、
も
し
二
師
に
順
ず
れ
ば
機
の
差
品
を
示
す
。

中
に
就
い
て
「
発
菩
提
」
等
と
は
、
も
し
鸞
師
に
准
ず
れ
ば
、
も
っ
て
安
心
と
な
す
。

上
の
「
信
心
歓
喜
」
と
同
じ
。
も
し
今
集
に
准
ず
れ
ば
、
も
っ
て
起
行
と
な
す
。
所
廃
の

行
を
成
ず
。
別
し
て
祖
判
に
依
ら
ば
、
十
九
願
中
、
修
諸
功
徳
至
心
発
願
の
相
な
り
。

「
一
向
」
等
と
は
、
も
し
二
師
に
准
ず
れ
ば
、
弘
願
大
行
。
上
の
乃
至
一
念
と
同
じ
。

別
に
祖
判
に
依
ら
ば
、
要
門
及
び
真
門
の
念
仏
。

「
修
諸
」
等
と
は
、
も
し
二
師
に
准
ず
れ
ば
、
機
の
差
品
を
示
す
。

中
に
就
い
て
鸞
師
は
信
後
の
行
と
な
し
、
今
集
は
所
廃
の
行
と
な
す
。
別
し
て
祖
判
に

依
ら
ば
、
十
九
の
願
成
な
り
。

「
願
生
」
等
と
は
、
真
化
二
土
、
応
の
ご
と
く
准
じ
て
解
す
。

「
此
等
」
等
と
は
、
終
時
の
相
を
示
す
。
も
し
二
師
に
准
ず
れ
ば
、
顕
現
の
真
益
。
別

し
て
祖
判
に
依
ら
ば
、
来
迎
の
仮
益
。
い
わ
ゆ
る
臨
終
現
前
の
願
益
な
り
。

「
即
随
」
等
と
は
、
往
生
の
相
を
示
す
。
も
し
二
師
に
准
ず
れ
ば
、
真
土
化
土
。
上
の

「
即
得
往
生
」
と
互
相
、
義
を
成
ず
。
い
わ
ゆ
る
「
如
来
浄
華
衆
、
正
覚
華
化
生
」
の
者
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な
り
。
別
し
て
祖
判
に
依
ら
ば
、
な
お
化
土
に
属
す
。
『
観
経
』
の
上
上
品
と
そ
の
相
、

真
に
逼
る
。
な
お
化
土
に
属
す
に
同
じ
。

「
住
不
」
等
と
は
、
も
し
二
師
に
准
ず
れ
ば
、
真
土
不
退
に
し
て
、
涅
槃
の
異
名
な
り
。

別
し
て
祖
判
に
依
ら
ば
、
化
土
不
退
、
い
わ
ゆ
る
処
不
退
の
願
な
り
。

「
智
慧
」
等
と
は
、
も
し
二
師
に
准
ず
れ
ば
、
真
土
聖
衆
・
内
徳
外
用
不
思
議
相
な
り
。

別
し
て
祖
判
に
依
ら
ば
、
た
だ
こ
れ
真
化
の
交
際
、
殆
ど
真
に
逼
る
者
な
り
。

因
っ
て
問
う
。
宗
祖
の
常
判
、
そ
の
化
土
に
生
ず
れ
ば[

451a
]

三
宝
を
見
ず
。
衆
生

を
利
せ
ず
、
含
華
未
出
故
に
。
不
審
、
三
輩
九
品
何
ぞ
そ
の
生
相
殊
特
に
し
て
祖
判
と
違

う
な
り
。

答
う
。
あ
に
云
わ
ざ
る
や
。
仮
の
因
は
千
差
、
土
も
ま
た
千
差
。
中
に
つ
い
て
含
華
未

出
の
者
あ
り
。
開
華
已
出
の
者
あ
り
。
各
一
相
を
挙
げ
る
に
ま
た
何
ぞ
多
相
あ
る
を
妨
げ

る
者
か
な
。
そ
れ
開
華
已
出
の
者
と
い
え
ど
も
、
い
ま
だ
真
土
を
見
ず
。
願
心
荘
厳
の
三

宝
の
往
相
証
果
い
ま
だ
達
せ
ざ
る
者
な
り
。
往
相
い
ま
だ
達
せ
ず
ば
、
何
ぞ
還
相
あ
ら
ん
。

こ
れ
に
よ
っ
て
こ
れ
を
判
ず
。
三
輩
九
品
は
許
多
勝
相
に
し
て
、
他
を
出
で
ず
。
い
わ
ゆ

る
他
受
用
の
報
の
域
の
者
な
り
。
何
ぞ
唯
仏
与
仏
、
乃
し
能
く
知
見
の
境
を
達
せ
ん
。
故

に
抑
貶
し
て
含
華
未
出
と
云
う
の
み
。
当
に
知
る
べ
し
、
含
華
未
出
は
当
体
得
名
及
び
貶

抑
得
称
（
？
）
を
有
す
る
な
り
。
貶
抑
得
称
は
例
え
ば
『
論
註
』
上
（
十
八
）
の
譏
嫌
の

名
を
釈
し
て
云
う
が
ご
と
し
。

軟
心
の
菩
薩
の
は
な
は
だ
し
く
は
勇
猛
な
ら
ざ
る
を
、
譏
り
て
声
聞
と
い
ふ
が
ご
と

し
。
人
の
諂
曲
な
る
と
、
あ
る
い
は
ま
た
儜
弱
な
る
を
、
譏
り
て
女
人
と
い
ふ
が
ご

と
し
。
ま
た
眼
あ
き
ら
か
な
り
と
い
へ
ど
も
事
を
識
ら
ざ
る
を
、
譏
り
て
盲
人
と
い

ふ
が
ご
と
し
。
ま
た
耳
聴
く
と
い
へ
ど
も
義
を
聴
き
て
解
ら
ざ
る
を
、
譏
り
て
聾
人

と
い
ふ
が
ご
と
し
。
ま
た
舌
語
ふ
と
い
へ
ど
も
訥
口
蹇
吃
な
る
を
、
譏
り
て
瘂
人
と

い
ふ
が
ご
と
し
。

（
註
釈
版
七
・
七
六
）

ま
た
三
論
家
の
中
仮
師
を
仏
と
見
ざ
る
に
等
し
と
云
う
が
ご
と
し
。
並
に
こ
の
抑
貶
の

謂
な
り
。

「
是
故
」
等
と
は
、
結
勧
。
上
に
准
じ
て
解
す
べ
し
。

二
に
中
輩
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仏
告
阿
難
止

次
如
上
輩
者
也

（

仏
、
阿
難
に
語
り
た
ま
は
く
、
〈
そ
の
中
輩
は
、
十
方
世
界
の
諸
天
・
人
民
、
そ
れ

心
を
至
し
て
か
の
国
に
生
ぜ
ん
と
願
ず
る
こ
と
あ
る
に
、
行
じ
て
沙
門
と
な
る
こ
と
あ
た

は
ず
と
い
へ
ど
も
、
大
き
に
功
徳
を
修
し
、
ま
さ
に
無
上
菩
提
の
心
を
発
し
て
、
一
向
に

も
つ
ぱ
ら
無
量
寿
仏
を
念
じ
、
多
少
善
を
修
し
、
斎
戒
を
奉
持
し
、
塔
像
を
起
立
し
、
沙

門
に
飯
食
せ
し
め
、
繒
を
懸
け
、
灯
を
燃
し
、
華
を
散
じ
、
香
を
焼
き
、
こ
れ
を
も
つ
て

回
向
し
て
か
の
国
に
生
ぜ
ん
と
願
ず
べ
し
。
そ
の
人
終
り
に
臨
み
て
、
無
量
寿
仏
そ
の
身

を
化
現
し
て
、
光
明
・
相
好
つ
ぶ
さ
に
真
仏
の
ご
と
し
。
も
ろ
も
ろ
の
大
衆
と
そ
の
人
の

前
に
現
じ
た
ま
ふ
。
す
な
は
ち
化
仏
に
随
ひ
て
そ
の
国
に
往
生
し
て
、
不
退
転
に
住
す
。

功
徳
・
智
慧
次
い
で
上
輩
の
も
の
の
ご
と
し
〉
と
。
）

「
其
中
輩
」
と
は
、
標
挙
。

「
十
方
」
等
と
は
、
上
輩
に
簡
ぶ
。

「
当
発
」
等
と
は
、
行
業
を
示
す
。
上
に
准
じ
て
解
す
べ
し
。

「
多
少
」
等[

451b
]

と
は
、
随
分
勤
行
な
り
。

「
斎
戒
」
と
は
、
持
斎
並
に
諸
戒
な
り
。

「
塔
」
と
は
、
塔
婆
。

「
像
」
と
は
、
仏
像
。

「
繒
」
と
は
、
『
爾
雅
』
に
は
「
五
色
に
通
ず
る
は
皆
繒
な
り
」
、
『
説
文
』
に
は
「
布

帛
の
総
名
な
り
」
と
。

「
灯
」
と
は
、
灯
燭
。
余
文
知
る
べ
し
。

「
其
人
」
等
と
は
、
終
相
を
示
す
。
上
に
准
じ
て
解
す
べ
し
。

「
即
随
」
等
と
は
、
生
相
を
示
す
。

三
に
下
輩

仏
告
阿
難
止

次
如
中
輩
者
也

（

仏
、
阿
難
に
告
げ
た
ま
は
く
、
〈
そ
の
下
輩
は
、
十
方
世
界
の
諸
天
・
人
民
、
そ
れ

心
を
至
し
て
か
の
国
に
生
ぜ
ん
と
欲
す
る
こ
と
あ
る
に
、
た
と
ひ
も
ろ
も
ろ
の
功
徳
を
な

す
こ
と
あ
た
は
ず
と
も
、
ま
さ
に
無
上
菩
提
の
心
を
発
し
て
、
一
向
に
意
を
も
つ
ぱ
ら
に

し
て
、
乃
至
十
念
無
量
寿
仏
を
念
じ
て
、
そ
の
国
に
生
ぜ
ん
と
願
ず
べ
し
。
も
し
深
法
を

聞
き
歓
喜
信
楽
し
て
、
疑
惑
を
生
ぜ
ず
、
乃
至
一
念
か
の
仏
を
念
じ
、
至
誠
心
を
も
つ
て
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そ
の
国
に
生
ぜ
ん
と
願
ず
。
こ
の
人
終
り
に
臨
み
て
、
夢
に
か
の
仏
を
見
て
、
ま
た
往
生

す
る
こ
と
を
得
。
功
徳
・
智
慧
次
い
で
中
輩
の
も
の
の
ご
と
し
〉
」
（
大
経
・
下
）
と
。
）

「
其
下
」
等
と
は
、
総
挙
。

「
十
方
」
等
と
は
、
中
輩
に
簡
ぶ
。

「
当
発
」
等
と
は
、
行
業
を
示
す
。

中
に
就
い
て
「
若
聞
」
等
と
は
、
別
し
て
十
八
願
の
機
を
示
す
。
こ
の
中
を
糅
説
し
て

意
は
上
を
貫
く
。
例
え
ば
九
品
の
三
心
、
首
に
在
り
て
下
を
貫
く
が
ご
と
し
。
い
わ
ゆ
る

「
一
一
の
願
に
言
く
」
な
る
が
故
に
、
方
便
二
願
と
雖
も
、
真
実
恒
存
す
。
な
お
し
水
の

地
中
を
行
ず
る
が
ご
と
し
。
け
だ
し
こ
れ
観
・
小
の
隠
顕
の
根
柢
な
り
。

問
う
。
こ
の
文
の
深
底
何
ぞ
広
略
の
諸
部
の
中
に
お
い
て
引
証
せ
ざ
る
や
。

答
う
。
宗
祖
の
判
、
必
ず
増
勝
に
従
う
。
そ
の
引
文
は
必
ず
顕
著
に
従
う
。
こ
の
一
文

の
ご
と
き
は
、
三
輩
方
便
蔵
の
中
に
落
在
す
る
が
故
に
取
ら
ざ
る
の
み
。

「
深
法
」
と
は
弥
陀
の
智
願
海
。
「
深
広
無
涯
底
」
な
る
が
故
に
。

「
歓
喜
信
楽
」
及
び
「
疑
惑
」
等
は
、
み
な
次
上
の
ご
と
し
。
准
じ
て
釈
す
る
を
知
る

べ
し
。

「
此
人
」
等
と
は
、
終
相
を
示
す
。

「
夢
見
」
等
と
は
、
朦
朧
常
在
の
相
。
ま
た
漢
呉
二
訳
に
依
り
て
云
わ
ば
、
時
に
夢
中

に
お
い
て
か
の
国
土
を
見
る
と
。

「
亦
得
」
等
と
は
、
生
相
を
示
す
。

「
功
徳
」
等
と
は
、
総
結
。

因
っ
て
問
う
。
昭
公
の
記
す
所
、
宗
祖
は
平
太
郎
に
対
し
て
教
示
す
る
に
、
三
輩
三
心

及
び
一
心
等
の
文
を
引
き
て
、
混
然
と
こ
れ
を
証
す
。[

452a
]

広
略
文
類
等
の
所
判
に

似
ず
。
こ
の
義
如
何
。

答
う
。
建
立
す
る
門
の
辺
、
井
井
（
せ
い
せ
い
）

と
差
別
す
る
が
故
に
。
一
処
の
混
を

見
ず
。
権
実
と
は
、
広
略
文
類
等
こ
れ
な
り
。
安
心
の
門
の
辺
は
、
た
だ
随
義
、
便
ち
直

ち
に
示
し
勧
喩
す
。
平
太
郎
に
対
す
る
文
こ
れ
な
り
。

ま
た
問
う
。
化
土
巻
の
意
は
、
宗
家
の
釈
に
拠
り
て
『
観
経
』
に
隠
顕
を
判
ず
。
ま
た

『
観
経
』
に
准
じ
て
『
小
経
』
に
お
い
て
ま
た
義
、
隠
顕
を
立
つ
。
い
ま
だ
か
つ
て
『
大

経
』
に
お
い
て
隠
顕
あ
り
と
論
ぜ
ず
。
し
か
る
に
伝
絵
は
「
三
経
に
隠
顕
あ
り
」
と
云
う
。

何
の
説
、
こ
れ
類
せ
ざ
る
な
り
。

答
う
。
伝
絵
の
説
の
ご
と
し
。
言
総
意
別
な
り
。
し
か
れ
ば
宗
祖
は
『
大
経
』
に
お
い
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て
真
実
を
判
ず
る
は
義
類
に
約
す
る
の
み
。
意
は
五
願
及
び
願
成
文
を
取
る
者
な
り
。
も

し
部
帙
に
約
せ
ば
、
い
わ
ゆ
る
根
本
法
輪
一
切
諸
乗
は
具
足
せ
ざ
る
は
な
し
。
三
輩
章
の

ご
と
き
は
す
な
わ
ち
『
観
経
』
の
意
。
ま
た
隠
顕
あ
り
。
違
妨
す
る
所
に
あ
ら
ざ
る
故
に
、

伝
の
言
う
所
、
意
は
別
な
り
。
知
る
べ
し
。

三
に
私
釈
に
二
。
初
は
義
に
就
い
て
問
答
す
。
二
は
文
に
就
い
て
問
答
す
。
初
の
義

に
就
い
て
問
答
す
る
に
二
。
初
は
一
往
、
二
は
再
往
。
初
の
一
往
に
二
。
初
は
問
。

二
は
答
。
今
は
初
。

私
問
曰
上
輩
止

念
仏
往
生
乎

（

わ
た
く
し
に
問
ひ
て
い
は
く
、
上
輩
の
文
の
な
か
に
、
念
仏
の
ほ
か
に
ま
た
捨
家
棄

欲
等
の
余
行
あ
り
。
中
輩
の
文
の
な
か
に
、
ま
た
起
立
塔
像
等
の
余
行
あ
り
。
下
輩
の
文

の
な
か
に
、
ま
た
菩
提
心
等
の
余
行
あ
り
。
な
ん
が
ゆ
ゑ
ぞ
た
だ
念
仏
往
生
と
い
ふ
や
。
）

文
意
解
す
べ
し
。

二
に
答
。

答
曰
善
導
止

念
仏
往
生
也

（
答
へ
て
い
は
く
、
善
導
和
尚
の
『
観
念
法
門
』
に
い
は
く
、
「
ま
た
こ
の
『
経
』
（
大

経
）
の
下
巻
の
初
め
に
の
た
ま
は
く
、
〈
仏
（
釈
尊
）
、
一
切
衆
生
の
根
性
の
不
同
を
説

き
た
ま
ふ
に
、
上
・
中
・
下
あ
り
。
そ
の
根
性
に
随
ひ
て
、
仏
、
み
な
も
つ
ぱ
ら
無
量
寿

仏
の
名
を
念
ぜ
よ
と
勧
め
た
ま
ふ
。
そ
の
人
命
終
ら
ん
と
欲
す
る
時
、
仏
（
阿
弥
陀
仏
）
、

聖
衆
と
み
づ
か
ら
来
り
て
迎
接
し
た
ま
ひ
て
、
こ
と
ご
と
く
往
生
を
得
し
め
た
ま
ふ
〉
」

と
。
こ
の
釈
の
意
に
よ
る
に
、
三
輩
と
も
に
念
仏
往
生
と
い
ふ
。
）

先
に
師
釈
に
依
り
て
私
創
に
非
ざ
る
こ
と
を
示
す
。

二
に
再
往
に
二
。
初
は
問
。
二
は
答
。
今
は
初
。

問
曰
私
釈
止

唯
云
念
仏
乎

（

問
ひ
て
い
は
く
、
こ
の
釈
い
ま
だ
前
の
難
を
遮
せ
ず
。
な
ん
ぞ
余
行
を
棄
て
て
た
だ



- 49 -

念
仏
と
い
ふ
や
。
）

念
仏
の
該
摂
の
文
。
理
宜
し
く
し
か
る
べ
し
。[

452b
]

そ
の
余
行
を
棄
て
、
い
ま
だ

何
の
義
を
え
ざ
る
。

二
に
答
に
二
。
初
は
立
義
。
二
に
料
簡
。
初
の
立
義
に
三
。
初
は
総
標
。
二
は
別
釈
。

三
に
結
示
。
今
は
初
。

答
曰
斯
有
止

而
説
諸
行
也

（
答
へ
て
い
は
く
、
こ
れ
に
三
の
意
あ
り
。
一
に
は
諸
行
を
廃
し
て
念
仏
に
帰
せ
し
め
ん

が
た
め
に
し
か
も
諸
行
を
説
く
。
二
に
は
念
仏
を
助
成
せ
ん
が
た
め
に
し
か
も
諸
行
を
説

く
。
三
に
は
念
仏
・
諸
行
の
二
門
に
約
し
て
、
お
の
お
の
三
品
を
立
て
ん
が
た
め
に
し
か

も
諸
行
を
説
く
。

か
く
の
ご
と
き
三
義
は
至
玄
至
要
な
り
。
三
家
の
異
解
は
蘭
菊
の
美
を
競
う
。
我
よ
り

こ
れ
を
判
ぜ
ば
、
鎮
西
は
文
を
封
ず
。
西
山
は
義
を
失
す
。
い
わ
ん
や
ま
た
現
前
受
行
の

徒
、
正
雑
混
修
し
、
二
力
無
弁
な
り
。
弘
願
真
宗
の
宗
こ
こ
に
立
す
。
初
を
も
っ
て
正
と

な
す
の
判
殆
ど
息
む
。
た
だ
今
宗
の
解
行
あ
り
て
正
を
得
る
。
ま
た
慶
幸
せ
ざ
ら
ん
や
。

二
に
別
釈
に
三
。
初
は
廃
立
。
二
は
助
正
。
三
は
傍
正
。
初
の
廃
立
に
二
。
初
は
標
。

二
は
釈
。
今
は
初
。

一
為
廃
諸
行
止

説[

※
諸]

行
者

（
一
に
、
諸
行
を
廃
し
て
念
仏
に
帰
せ
し
め
ん
が
た
め
に
し
か
も
諸
行
を
説
く
と
い
ふ

は
、
）

文
意
見
る
べ
し
。

二
に
釈
に
三
。
初
は
証
を
引
き
て
義
を
述
す
。
二
は
例
を
挙
げ
て
文
を
釈
す
。
三
は

上
を
承
け
て
決
す
。
今
は
初
。

唯
（
※
准
）
云
善
導
止

無
量
寿
仏
也
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（
善
導
の
『
観
経
疏
』
（
散
善
義
）
の
な
か
に
、
「
上
よ
り
こ
の
か
た
定
散
両
門
の
益
を

説
く
と
い
へ
ど
も
、
仏
の
本
願
に
望
む
る
に
、
意
、
衆
生
を
し
て
一
向
に
も
つ
ぱ
ら
弥
陀

仏
の
名
を
称
せ
し
む
る
に
あ
り
」
と
い
ふ
釈
の
意
に
准
じ
て
、
し
ば
ら
く
こ
れ
を
解
せ
ば
、

上
輩
の
な
か
に
菩
提
心
等
の
余
行
を
説
く
と
い
へ
ど
も
、
上
の
本
願
（
第
十
八
願
）
に
望

む
る
に
、
意
た
だ
衆
生
を
し
て
も
つ
ぱ
ら
弥
陀
仏
の
名
を
称
せ
し
む
る
に
あ
り
。
し
か
る

に
本
願
の
な
か
に
さ
ら
に
余
行
な
し
。
三
輩
と
も
に
上
の
本
願
に
よ
る
が
ゆ
ゑ
に
、
「
一

向
専
念
無
量
寿
仏
」
（
大
経
・
下
）
と
い
ふ
。
）

疏
文
は
具
さ
に
第
十
二
章
の
ご
と
し
。
し
か
る
に
文
中
は
「
一
向
専
称
弥
陀
仏
名
」
と

云
う
は
、
全
く
三
輩
を
取
る
が
故
に
。
今
准
釈
の
み
。
玄
簡
の
吉
水
は
弘
願
に
約
し
て
解

す
。
次
上
の
弁
ず
る
が
ご
と
し
。

二
に
例
を
挙
げ
て
文
を
釈
す

[
453a

]

一
向
者
此

不
兼
余
明
矣

（
「
一
向
」
は
二
向
・
三
向
等
に
対
す
る
言
な
り
。
例
す
る
に
か
の
五
竺
（
印
度
）
に
三

寺
あ
る
が
ご
と
し
。
一
は
一
向
大
乗
寺
、
こ
の
寺
の
な
か
に
は
小
乗
を
学
す
る
こ
と
な
し
。

二
は
一
向
小
乗
寺
、
こ
の
寺
の
な
か
に
は
大
乗
を
学
す
る
こ
と
な
し
。
三
は
大
小
兼
行
寺
、

こ
の
寺
の
な
か
に
は
大
小
兼
ね
学
す
。
ゆ
ゑ
に
兼
行
寺
と
い
ふ
。
ま
さ
に
知
る
べ
し
、
大

小
の
両
寺
に
は
一
向
の
言
あ
り
。
兼
行
の
寺
に
は
一
向
の
言
な
し
。
い
ま
こ
の
『
経
』
（
同

・
下
）
の
な
か
の
一
向
も
ま
た
し
か
な
り
。
も
し
念
仏
の
ほ
か
に
ま
た
余
行
を
加
へ
ば
、

す
な
は
ち
一
向
に
あ
ら
ず
。
も
し
寺
に
准
ぜ
ば
兼
行
と
い
ふ
べ
し
。
す
で
に
一
向
と
い
ふ
、

余
を
兼
ね
ざ
る
こ
と
明
ら
け
し
。
）

「
例
如
」
等
と
は
、
顕
戒
論
（
伝
教
大
師
作
）
上
（
九
紙
）
に
云
く
、
「
凡
そ
仏
寺
に

三
あ
り
。
一
は
一
向
大
乗
寺
。
初
修
業
菩
薩
所
住
の
寺
。
二
は
一
向
小
乗
寺
。
一
向
小
乗

律
師
所
住
の
寺
。
三
は
大
小
兼
行
寺
。
久
修
業
菩
薩
所
住
の
寺
」
等
。
ま
た
中
（
初
紙
）

に
云
く
、
「
一
者
一
向
大
乗
寺
。
文
殊
師
利
を
置
い
て
も
っ
て
上
座
と
な
す
。
二
は
一
向

小
乗
寺
。
賓
頭
盧
和
上
を
置
い
て
、
も
っ
て
上
座
と
な
す
。
三
は
大
小
兼
行
寺
。
文
殊
と

賓
頭
盧
と
を
両
の
上
座
と
置
く
」
等
。

今
こ
れ
ら
は
合
例
を
も
っ
て
文
意
を
示
す
。
見
る
べ
し
。
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三
は
上
を
承
け
て
決
定
す

既
先
離
説
止

最
以
叵
消
歟

（
す
で
に
先
に
余
行
を
説
く
と
い
へ
ど
も
、
後
に
「
一
向
専
念
」
と
い
ふ
。
あ
き
ら
か
に

知
り
ぬ
、
諸
行
を
廃
し
て
た
だ
念
仏
を
用
ゐ
る
が
ゆ
ゑ
に
一
向
と
い
ふ
。
も
し
し
か
ら
ず

は
一
向
の
言
も
つ
と
も
も
つ
て
消
し
が
た
き
か
。
）

問
う
。
一
向
専
念
の
語
は
中
間
よ
り
出
づ
。
何
ぞ
先
に
説
く
と
云
う
か
。

答
う
。
こ
れ
は
こ
れ
義
説
。
何
ぞ
文
次
に
局
ら
ん
。
か
く
の
ご
と
き
一
義
、
終
南
の
正

意
、
吉
水
の
所
取
、
今
宗
の
相
承
、
今
に
儼
然
な
り
。
西
鎮
の
末
流
、
誰
も
欽
慕
随
喜
せ

ざ
れ
ば
、
文
を
釈
す
に
異
な
し
。
義
に
お
い
て
天
懸
（
天
と
地
の
よ
う
に
隔
た
っ
て
い
る
）
。

噫
。

二
に
助
正
に
二
。
初
は
標
。
二
は
釈
。
今
は
初
。

二
為
助
成
止

助
成
念
仏

（

二
に
、
念
仏
を
助
成
せ
ん
が
た
め
に
こ
の
諸
行
を
説
く
と
は
、
こ
れ
に
ま
た
二
の
意

あ
り
。
一
に
は
同
類
の
善
根
を
も
つ
て
念
仏
を
助
成
す
。
二
に
は
異
類
の
善
根
を
も
つ
て

念
仏
を
助
成
す
。
）

文
意
見
る
べ
し
。
按
ず
る
に
今
家
の
意
、
も
し
信
後
に
約
せ
ば
、
助
正
な
き
に
あ
ら
ず
。

正
は
す
な
わ
ち
正
定
業
。
助
は
す
な
わ
ち
助
縁
。
均
し
く
こ
れ
念
報
の
経
営
の
み
。
も
し

信
前
に
約
せ
ば
、
兼
行
・
専
修
・
専
心
・
雑
心
等
の
種
々
の
法
門
あ
り
。
上
下
弁
ず
る
が

ご
と
し
。

[
453b

]

二
に
釈
に
二
。
初
は
同
類
を
明
か
す
。
二
は
異
類
を
明
か
す
。
今
は
初
。

初
同
類
助
成
者
止

二
行
之
中
説

（
初
め
に
同
類
の
助
成
と
は
、
善
導
和
尚
の
『
観
経
の
疏
』
（
散
善
義
）
の
な
か
に
、
五

種
の
助
行
を
挙
げ
て
念
仏
一
行
を
助
成
す
こ
れ
な
り
。
つ
ぶ
さ
に
上
の
正
雑
二
行
の
な
か

に
説
く
が
ご
と
し
。
）
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「
五
種
」
等
と
は
、
こ
れ
に
二
解
あ
り
。
一
に
云
く
（
私
集
）
、
「
す
な
わ
ち
称
名
を

除
い
て
讃
供
を
開
く
故
に
」
と
。
一
に
云
く
（
密
要
私
記
）
、
「
経
疏
に
五
種
の
助
行
と

云
う
。
彼
は
す
で
に
合
義
に
従
う
。
今
何
ぞ
開
義
を
存
す
る
や
。
口
称
の
一
行
ま
た
助
業

に
属
す
。
一
分
の
機
功
を
兼
ね
る
が
故
に
。
帰
仏
の
一
念
は
願
行
即
具
足
。
正
は
こ
れ
真

実
正
定
の
業
に
等
し
」
と
。
今
謂
く
、
初
義
を
穏
と
な
す
。
後
義
は
西
山
の
一
箇
の
立
義

の
み
。
開
合
の
二
義
、
上
章
の
分
甄
、
何
ぞ
文
に
拘
わ
る
。

二
に
異
類
を
明
か
す
に
三
。
初
は
上
輩
、
二
は
中
輩
、
三
は
下
輩
。
今
は
初
。

次
異
類
助
成
者
止

妨
礙
念
仏
也

（
次
に
異
類
の
助
成
と
は
、
先
づ
上
輩
に
つ
き
て
正
助
を
論
ぜ
ば
、
「
一
向
に
も
つ
ぱ
ら

無
量
寿
仏
を
念
ず
」
（
大
経
・
下
）
と
は
こ
れ
正
行
な
り
、
ま
た
こ
れ
所
助
な
り
。
「
家

を
捨
て
欲
を
棄
て
沙
門
と
な
り
て
、
菩
提
心
を
発
す
」
（
同
・
下
）
等
は
こ
れ
助
行
な
り
、

ま
た
こ
れ
能
助
な
り
。
い
は
く
往
生
の
業
に
は
念
仏
を
本
と
な
す
。
ゆ
ゑ
に
一
向
に
念
仏

を
修
せ
ん
が
た
め
に
、
「
家
を
捨
て
欲
を
棄
て
沙
門
と
な
り
て
、
ま
た
菩
提
心
を
発
す
」

（
大
経
・
下
）
等
な
り
。
就
中
出
家
・
発
心
等
は
、
し
ば
ら
く
初
出
お
よ
び
初
発
を
指
す
。

念
仏
は
こ
れ
長
時
不
退
の
行
、
む
し
ろ
念
仏
を
妨
礙
す
べ
け
ん
や
。
）

文
意
見
る
べ
し
。

「
往
生
」
等
と
は
、
『
要
集
』
の
助
念
方
法
の
中
、
総
結
要
行
の
文
な
り
。

二
に
中
輩

中
輩
之
中
止

供
具
等
是
也

（
中
輩
の
な
か
に
、
ま
た
起
立
塔
像
・
懸
繒
・
燃
灯
・
散
華
・
焼
香
等
の
諸
行
あ
り
。
こ

れ
す
な
は
ち
念
仏
の
助
成
な
り
。
そ
の
旨
『
往
生
要
集
』
（
中
）
に
見
え
た
り
。
い
は
く

助
念
方
法
の
な
か
の
方
処
供
具
等
こ
れ
な
り
。
）

『
要
集
』
の
中
本
（
十
九
紙
）
の
大
文
第
五
助
念
方
法
に
云
く
、

一
目
の
羅
、
鳥
を
得
る
こ
と
能
は
ず
（
こ
の
語
は
止
観
五
の
二
に
出
づ
（
七
十
二
紙
）
。

ま
た
『
淮
南
子
』
十
七
に
云
う
。
一
目
の
羅
も
っ
て
鳥
を
得
ず
）
、
万
術
観
念
を
助
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け
て
往
生
の
大
事
に
成
せ
。
今
七
事
を
以
て
略
し
て
方
法
を
示
さ
む
。
一
に
は
方
処

供
具
、
二
に
は
修
行
の
相
貌
、
三
に
は
対
治
懈
怠
、
四
に
は
止
悪
修
善
、
五
に
は
懺

悔
衆
罪
、
六
に
は
対
治
魔
事
、
七
に
は
総
結
要
行
な
り
。

け
だ
し
今
と
意
同
じ
が
故
に
引
証
す
る
の
み
。

[
454a

]

三
下
輩

下
輩
之
中
止

准
前
可
知

（
下
輩
の
な
か
に
、
ま
た
発
心
あ
り
、
ま
た
念
仏
あ
り
。
助
正
の
義
前
に
准
じ
て
知
る
べ

し
。
）

文
意
知
る
べ
し
。
按
ず
る
に
他
流
の
意
、
能
所
の
助
義
に
そ
の
二
義
あ
り
。
一
に
云
く

（
決
疑
・
私
集
等
の
意
）
、
因
業
を
助
く
。
『
決
疑
』
三
（
四
）
に
云
く
、
「
出
家
発
心
い

か
ん
が
念
仏
を
助
く
。
謂
く
、
在
家
は
縁
務
多
く
念
仏
の
遑
あ
ら
ず
。
故
に
山
林
に
卜
居

し
、
跡
を
煙
霞
に
暗
ま
す
」
等
と
。
「
造
像
発
心
い
か
ん
が
念
仏
を
助
く
。
謂
く
、
在
家

囂
塵
に
雑
り
、
多
く
数
遍
を
欠
く
。
も
し
道
場
に
詣
り
本
尊
を
拝
め
ば
、
念
仏
の
便
あ
り
」

等
。
『
私
集
』
三
（
三
十
一
）
に
云
く
、
「
成
念
仏
相
続
の
助
義
等
あ
り
」
。

今
謂
く
、
こ
れ
助
縁
の
義
。
今
家
と
同
じ
。
た
だ
そ
の
意
を
用
い
る
こ
と
天
淵
に
啼
か

ず
。
一
に
云
く
（
鵜
木
等
の
意
）
果
徳
を
助
く
。
『
私
記
』
二
（
二
十
八
）
に
云
く
、
「
こ

れ
助
業
の
功
徳
に
し
て
、
浄
土
の
成
仏
時
、
内
証
外
用
の
功
徳
荘
厳
を
成
ず
べ
し
」
等
と
。

今
謂
く
、
こ
こ
を
も
っ
て
正
助
は
満
業
を
配
引
す
。
一
個
の
家
言
依
用
す
べ
か
ら
ず
。

三
に
傍
正
に
二
。
初
に
標
。
二
に
釈
。
今
は
初

三
約
念
仏
止

諸
行
者

（
三
に
、
念
仏
・
諸
行
に
約
し
て
、
お
の
お
の
三
品
を
立
て
ん
が
た
め
に
し
か
も
諸
行
を

説
く
と
い
ふ
は
、
）

文
意
解
す
べ
し
。
按
ず
る
に
今
家
の
意
こ
の
義
に
順
ぜ
ず
。
念
仏
諸
行
あ
に
輩
品
な
か

ら
ん
や
。
み
な
こ
れ
自
力
定
散
諸
機
各
別
の
相
故
に
。
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二
に
釈
に
二
。
初
に
念
仏
三
品
。
二
に
諸
行
三
品
。
三
は
結
示
。
今
は
初
。

先
約
念
仏
止

感
師
同
之

（
先
づ
念
仏
に
約
し
て
三
品
を
立
つ
と
は
、
い
は
く
こ
の
三
輩
の
な
か
に
、
通
じ
て
み
な

「
一
向
専
念
無
量
寿
仏
」
（
大
経
・
下
）
と
い
ふ
。
こ
れ
す
な
は
ち
念
仏
門
に
約
し
て
そ

の
三
品
を
立
つ
。
ゆ
ゑ
に
『
往
生
要
集
』
（
下
）
の
念
仏
証
拠
門
に
い
は
く
、
「
『
双
巻
経
』

（
大
経
）
の
三
輩
の
業
、
浅
深
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
し
か
も
通
じ
て
み
な
〈
一
向
専
念
無

量
寿
仏
〉
と
い
ふ
」
と
。
［
感
師
（
懐
感
）
こ
れ
に
同
じ
。
］
）

『
私
記
』
（
二
の
三
十
七
）
に
云
く
、

「
諸
行
は
機
に
随
い
、
自
ず
か
ら
三
品
あ
り
。
念
仏
は
通
因
に
て
、
も
と
差
あ
る
こ

と
な
し
。
し
か
り
て
三
輩
は
通
じ
て
念
仏
あ
る
が
故
に
。
諸
行
を
機
に
随
え
、
念
仏

は
ま
た
三
品
に
分
つ
。
こ
れ
す
な
わ
ち
諸
行
独
立
せ
ず
。
た
だ
こ
れ
機
の
差
に
し
て
、

必
ず[

454b
]

念
仏
を
具
し
て
往
生
を
得
る
が
故
に
。
標
に
「
三
輩
念
仏
往
生
」
と

云
う
。
ま
た
か
く
の
ご
と
き
三
義
不
同
あ
る
と
い
え
ど
も
、
と
も
に
こ
れ
一
向
念
仏

を
な
す
と
云
う
な
り
。
」
（
已
上
取
要
）

『
要
義
』
（
四
の
三
十
）
の
助
を
解
し
て
云
く
、

今
こ
の
傍
正
の
一
義
は
、
い
ま
し
諸
行
・
念
仏
の
各
別
の
分
三
を
標
し
お
わ
り
て
云

く
、
「
お
の
お
の
三
品
を
立
て
ん
が
た
め
に
」
と
。
あ
に
諸
行
の
因
な
る
が
故
に
念

仏
も
ま
た
三
あ
り
と
言
う
こ
と
を
得
ん
や
。
言
う
所
の
「
各
三
」
と
は
、
諸
行
の
機

に
随
い
て
三
あ
り
。
知
る
べ
し
。
念
仏
も
ま
た
機
に
随
い
て
正
し
く
三
あ
り
。
「
三

万
六
万
十
万
」
と
云
う
が
ご
と
き
は
、
皆
こ
れ
上
品
上
生
の
人
と
、
第
五
章
に
明
か

す
所
、
こ
れ
は
そ
の
証
な
り
。
故
に
引
く
所
の
『
要
集
』
の
念
仏
証
拠
門
に
『
木
槵

経
』
を
引
き
て
（
云
々
）
。
し
か
り
と
い
え
ど
も
ま
た
何
ぞ
諸
行
の
機
品
、
念
仏
正

因
の
義
を
言
う
を
妨
げ
る
か
な
（
已
上
略
抄
）

今
謂
く
、
要
義
の
助
釈
、
穏
当
か
。
『
決
疑
』
三
（
五
）
に
云
く
、
「
第
三
・
第
四
は

通
じ
て
二
機
に
約
す
。
謂
く
、
念
仏
諸
行
そ
の
機
別
な
る
が
故
に
」
（
已
上
略
出
）
と
。

今
謂
く
、
彼
は
二
類
往
生
を
許
す
が
故
に
、
文
に
お
い
て
通
暢
な
り
。
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問
う
。
西
鎮
二
家
の
優
劣
如
何
。

答
う
。
こ
れ
与
奪
あ
り
。
も
し
は
与
、
両
可
。
鎮
は
横
川
西
河
の
玄
簡
に
准
ず
。
奪
は

す
な
わ
ち
両
否
。
二
土
を
弁
ぜ
ず
。
二
力
を
判
ぜ
ず
。
上
に
准
じ
て
知
る
べ
き
が
故
に
。

「
要
集
」
と
は
、
『
要
集
』
下
本
。
大
文
第
八
証
拠
門
中
、
三
重
の
問
答
あ
り
。
今
は

そ
の
第
一
な
り
。

「
感
師
」
等
と
は
、
『
群
疑
論
』
第
五
を
指
す
な
り
。

二
に
諸
行
三
品

次
約
諸
行
止

亦
不
出
此

（
次
に
諸
行
門
に
約
し
て
三
品
を
立
つ
と
は
、
い
は
く
こ
の
三
輩
の
な
か
に
通
じ
て
み
な

菩
提
心
等
の
諸
行
あ
り
。
こ
れ
す
な
は
ち
諸
行
に
約
し
て
そ
の
三
品
を
立
つ
。
ゆ
ゑ
に
『
往

生
要
集
』
（
下
）
の
諸
行
往
生
門
に
い
は
く
、
「
『
双
巻
経
』
（
大
経
）
の
三
輩
ま
た
こ
れ

を
出
で
ず
」
と
。
｛
以
上
｝
）

「
故
要
」
等
と
は
、
『
要
集
』
下
本
、
大
文
第
九
諸
行
門
の
中
、
二
重
の
釈
あ
り
。
今

は
そ
の
初
釈
な
り
。

[
455a

]

三
に
結
示

凡
如
此
三
業
止

通
念
仏
也

（
お
ほ
よ
そ
か
く
の
ご
と
き
の
三
義
不
同
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
と
も
に
こ
れ
一
向
念
仏
の

た
め
の
所
以
な
り
。
初
め
の
義
は
す
な
は
ち
こ
れ
廃
立
の
た
め
に
説
く
。
い
は
く
諸
行
は

廃
せ
ん
が
た
め
に
説
く
、
念
仏
は
立
せ
ん
が
た
め
に
説
く
。
次
の
義
は
す
な
は
ち
こ
れ
助

正
の
た
め
に
説
く
。
い
は
く
念
仏
の
正
業
を
助
け
ん
が
た
め
に
諸
行
の
助
業
を
説
く
。
後

の
義
は
す
な
は
ち
こ
れ
傍
正
の
た
め
に
説
く
。
い
は
く
念
仏
・
諸
行
の
二
門
を
説
く
と
い

へ
ど
も
、
念
仏
を
も
つ
て
正
と
な
し
、
諸
行
を
も
つ
て
傍
と
な
す
。
ゆ
ゑ
に
三
輩
通
じ
て

み
な
念
仏
と
い
ふ
。
）

今
略
し
て
要
を
挙
げ
、
至
要
を
も
っ
て
す
る
な
り
。

か
つ
鎮
西
の
ご
と
き
は
、
そ
の
廃
立
の
釈
相
を
談
ず
る
に
、
す
な
わ
ち
こ
れ
修
相
。
す

な
わ
ち
三
義
並
用
に
あ
ら
ず
。
ま
た
助
正
の
ご
と
き
は
全
く
機
失
に
随
う
。
い
わ
ゆ
る
序
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（
※
助
か
）

正
兼
修
に
し
て
一
心
を
得
ず
。
念
報
を
知
ら
ざ
る
も
の
な
り
。
ま
た
傍
正
の

ご
と
き
は
、
元
に
『
要
集
』
を
出
す
。
し
か
る
に
横
川
は
相
承
の
祖
と
い
え
ど
も
、
迹
は

台
門
に
居
す
る
が
故
に
。
そ
の
施
設
因
循
い
ま
し
し
か
り
。
し
か
し
て
今
公
然
の
み
。
拠

す
る
に
何
ぞ
吉
水
の
徒
た
ら
ん
。

も
し
西
山
の
所
談
の
ご
と
き
は
、
廃
立
た
ち
ま
ち
見
る
こ
と
甚
だ
可
な
り
。
一
類
往
生

に
立
つ
が
故
に
。
熟
察
大
害
す
。
開
会
を
も
っ
て
堂
奥
と
な
す
が
故
に
。
義
に
お
い
て
正

し
か
ら
ず
。
修
相
何
ぞ
正
し
か
ら
ん
。
今
現
に
そ
の
徒
、
正
雑
を
弁
ぜ
ず
。
全
く
鎮
と
同

じ
。
五
帖
慨
歎
し
総
じ
て
及
ぶ
。
知
る
べ
し
。
ま
た
助
正
の
ご
と
き
は
、
因
に
約
し
（
機

を
も
っ
て
法
を
助
く
）
果
に
約
し
（
助
業
は
果
を
飾
る
）
、
並
に
こ
れ
一
家
の
私
判
者
な

り
。
二
力
弁
ぜ
ず
。
勉
強
し
法
に
契
せ
ん
と
欲
す
が
故
に
。
二
土
判
ぜ
ず
。
真
土
を
同
化

せ
し
む
る
が
故
に
。
ま
た
傍
正
の
ご
と
き
は
ま
た
こ
れ
家
判
せ
ば
、
竹
林
の
助
解
、
そ
の

義
や
や
通
ず
。
そ
の
開
会
の
判
に
至
り
て
、
も
っ
て
堂
奥
と
な
し
、
す
な
わ
ち
そ
の
失
甚

し
。
仏
を
違
え
（
選
択
本
願
）
師
に
背
き
（
以
初
為
正
）
行
者
を
欺
誑
す
（
今
現
に
滔
滔

者
は
み
な
こ
れ
）
。
尽
く
傷
つ
け
ざ
る
べ
き
か
な
。

も
し
今
家
に
依
ら
ば
、
そ
の
釈
義
は
略
し
て
鎮
と
同
じ
。
そ
の
修
相
に
至
り
て
天
地
懸

隔
。
何
と
な
ら
ば
、
因
は
二
力
を
判
じ
、
果
は
真
化
を
分
つ
。
か
の
所
談
の
ご
と
き
助
傍

の
二
義
、
み
な
自
力
に
随
い
倶
に
化
土
に
生
ず
。
い
わ
ゆ
る
要
門
の
益
相
な
り
。
故
に
こ

れ
に
従
わ
ず
。
た
だ
廃
立
に
約
し
信
を
立
つ
。
伝
持
の
一
言
（
初
を
も
っ
て
正
と
な
す
）

そ
の
他
は
み
な
こ
れ
報
謝
。[

455b
]

云
為
こ
れ
他
力
な
る
が
故
に
。
直
に
真
土
に
生
ず

る
時
、
助
正
は
随
宜
の
作
業
に
似
る
。
そ
の
相
宛
然
に
し
て
、
常
に
そ
の
相
を
忘
る
る
。

助
業
は
こ
れ
助
縁
の
業
の
み
。
こ
れ
念
報
の
経
営
、
信
後
の
妙
行
な
る
が
故
に
。
鎮
義
と

異
な
る
。
ま
た
廃
立
の
ご
と
き
は
後
の
二
と
並
用
に
あ
ら
ず
（
鎮
に
簡
ぶ
）
。
ま
た
初
の

階
の
た
め
に
更
に
堂
奥
を
論
ず
る
に
あ
ら
ず
（
西
に
簡
ぶ
）
。
ま
た
諸
仏
等
の
六
字
等
を

摂
し
説
く
が
ご
と
き
は
、
西
山
に
似
る
と
い
え
ど
も
弥
陀
仏
名
読
他
経
典
等
を
許
す
る
に

あ
ら
ざ
る
（
法
の
開
会
を
談
じ
機
に
お
い
て
談
ぜ
ず
）
。
こ
れ
を
思
え
。

二
に
料
簡

但
此
等
三
義
止

以
初
為
耳

（
た
だ
し
こ
れ
ら
の
三
義
は
殿
最
知
り
が
た
し
。
請
ふ
、
も
ろ
も
ろ
の
学
者
、
取
捨
心
に

あ
り
。
い
ま
も
し
善
導
に
よ
ら
ば
、
初
め
（
廃
立
）
を
も
つ
て
正
と
な
す
の
み
。
）
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こ
の
一
段
の
ご
と
き
は
、
選
択
本
願
の
悲
懐
な
り
。
釈
迦
発
遣
の
旨
帰
、
終
南
楷
定
の

妙
判
、
吉
水
立
宗
の
高
幢
、
そ
れ
ら
は
こ
こ
に
あ
る
か
。

「
殿
最
」
と
は
漢
書
の
音
義
に
云
く
「
上
功
を
最
と
曰
い
、
下
功
を
殿
と
曰
う
」
と
。

「
請
諸
師
」
等
と
は
、
投
与
を
も
っ
て
、
選
の
意
を
し
て
謙
を
存
ぜ
し
む
。

「
今
若
」
等
と
は
、
す
な
わ
ち
「
上
来
雖
説
」
等
の
釈
意
な
り
。
下
の
別
章
の
ご
と
し
。

二
に
文
に
就
い
て
問
答
す
る
に
二
。
初
は
問
、
二
は
答
。
今
は
初
。

問
曰
三
輩
止

始
説
念
仏
也

（

問
ひ
て
い
は
く
、
三
輩
の
業
み
な
念
仏
と
い
ふ
。
そ
の
義
し
か
る
べ
し
。
た
だ
し
『
観

経
』
の
九
品
と
『
寿
経
』
（
大
経
）
の
三
輩
と
、
本
こ
れ
開
合
の
異
な
り
。
も
し
し
か
ら

ば
、
な
ん
ぞ
『
寿
経
』
の
三
輩
の
な
か
に
は
み
な
念
仏
と
い
ひ
、
『
観
経
』
の
九
品
に
至

り
て
上
・
中
の
二
品
に
は
念
仏
を
説
か
ず
、
下
品
に
至
り
て
は
じ
め
て
念
仏
を
説
く
や
。
）

輩
品
の
同
異
は
異
説
紛
紜
。
大
綱
鈔
の
云
々
の
ご
と
し
（
同
に
七
家
あ
り
、
異
に
四
家

ふ

ん

う

ん

あ
り
）
。

今
家
の
相
承
、
片
言
を
も
っ
て
獄
を
断
ず
る
も
の
な
り
。

『
真
土
巻
』
（
終
）
に
曰
く
、

真
仮
み
な
こ
れ
大
悲
の
願
海
に
酬
報
せ
り
。
ゆ
ゑ
に
知
ん
ぬ
、
報
仏
土
な
り
と
い
ふ

こ
と
を
。
ま
こ
と
に
仮
の
仏
土
の
業
因
千
差
な
れ
ば
、
土
も
ま
た
千
差
な
る
べ
し
。

こ
れ
を
方
便
化
身
・
化
土
と
名
づ
く
。

等
と
。
こ
の
文
意
に
准
ぜ
ば
、
同
は
同
じ
き
酬
報
を
得
る
が
故
に
。
異
は
異
果
千
差
を

得
る
が
故
に
。

「
若
爾
」
等[

456a
]

は
、
正
し
く
相
違
の
文
意
を
問
う
。
知
る
べ
し
。

二
に
答
え
に
二
。
初
は
標
。
二
に
釈
。
今
は
初
。

答
曰
此
有
二
義

（
答
へ
て
い
は
く
、
こ
れ
に
二
の
義
あ
り
。
）
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初
は
横
川
の
意
に
依
り
、
次
は
終
南
の
意
に
依
る
。

二
に
釈
に
二
。
初
は
縦
に
答
う
。
二
に
奪
い
て
答
う
。
今
は
初
。

一
如
問
端
止

可
通
九
品

（
一
に
は
問
端
に
い
ふ
が
ご
と
く
、
『
双
巻
』
（
大
経
）
の
三
輩
と
『
観
経
』
の
九
品
と

は
開
合
の
異
な
ら
ば
、
こ
れ
を
も
つ
て
知
る
べ
し
、
九
品
の
な
か
に
み
な
念
仏
あ
る
べ
し
。

い
か
ん
が
知
る
こ
と
を
得
る
。
三
輩
の
な
か
に
み
な
念
仏
あ
り
。
九
品
の
な
か
な
ん
ぞ
念

仏
な
か
ら
ん
や
。
ゆ
ゑ
に
『
往
生
要
集
』
（
下
）
に
い
は
く
、
「
問
ふ
。
念
仏
の
行
、
九

品
の
な
か
に
お
い
て
こ
れ
い
づ
れ
の
品
の
摂
ぞ
や
。
答
ふ
。
も
し
説
の
ご
と
く
行
ぜ
ば
、

理
上
上
に
当
れ
り
。
か
く
の
ご
と
く
そ
の
勝
劣
に
随
ひ
て
九
品
を
分
つ
べ
し
。
し
か
る
に

『
経
』
（
観
経
）
に
説
く
と
こ
ろ
の
九
品
の
行
業
は
こ
れ
一
端
を
示
す
。
理
実
に
無
量
な

り
」
と
。
｛
以
上
｝
ゆ
ゑ
に
知
り
ぬ
、
念
仏
ま
た
九
品
に
通
ず
べ
し
と
い
ふ
こ
と
を
。
）

「
一
如
」
等
と
は
、
問
に
准
じ
て
理
を
述
ぶ
が
故
に
。

「
往
」
等
と
は
、
引
証
し
て
義
を
会
す
。

『
要
集
』
は
す
な
わ
ち
大
文
第
十
問
答
。
料
簡
に
略
し
て
十
事
あ
る
中
の
第
四
文
な
り
。

「
故
知
」
等
と
は
、
総
示
。

二
に
奪
い
て
答
う

二
観
経
之
意
止

唯
在
念
仏
矣

（
二
に
は
『
観
経
』
の
意
、
初
め
広
く
定
散
の
行
を
説
き
て
、
あ
ま
ね
く
衆
機
に
逗
ず
。

後
に
は
定
散
二
善
を
廃
し
て
、
念
仏
一
行
に
帰
す
。
い
は
ゆ
る
「
汝
好
持
是
語
」
等
の
文

こ
れ
な
り
。
そ
の
義
下
に
つ
ぶ
さ
に
述
ぶ
る
が
ご
と
し
。
ゆ
ゑ
に
知
り
ぬ
、
九
品
の
行
は

た
だ
念
仏
に
あ
り
と
い
ふ
こ
と
を
。
）

「
二
観
」
等
と
は
、
経
を
引
き
て
義
を
定
む
。

「
故
知
」
等
と
は
、
総
示
。

【
科
段
⑤
（
随
文
釈
）
】

四
に
三
輩
章
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標
章

引
文

総
標

別
説

上
輩

中
輩

下
輩

私
釈

義
に
就
い
て
問
答
す

一
往

問答

再
往

問答

立
義

総
標

別
釈

廃
立

標釈

証
を
引
き
て
義
を
述
す

例
を
挙
げ
て
文
を
釈
す

上
を
承
け
て
決
す

助
正

標釈

同
類
を
明
か
す

異
類
を
明
か
す

上
輩

中
輩

下
輩

傍
正
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標釈

念
仏
三
品

諸
行
三
品

結
示

結
示

料
簡

文
に
就
い
て
問
答
す

問答

標釈

縦
に
答
う

奪
い
て
答
う

五
に
利
益
章
に
三
。
初
に
標
章
。
二
に
引
文
。
三
に
私
釈
。
今
は
初
。

念
仏
利
益
之
文

（
【5

】

念
仏
利
益
の
文
。
）

今
章
の
来
意
、
上
に
准
じ
て
二
義
あ
り
。

も
し
文
に
順
ず
れ
ば
、
大
経
の
文
。
中
に
そ
の
第
二
文
な
り
。
次
上
に
す
で
に
引
く
。

今
す
な
わ
ち
第
三
の
相
承
の
来
な
り
。

も
し
義
に
約
せ
ば
、
次
上
に
す
で
に
念
仏
の
機
は
広
く
三
類
に
亘
る
を
明
か
す
。
ま
た

宜
し
く
念
仏
の
法
を
顕
す
べ
し
。
そ
の
益
無
上
な
る
が
故
に
、
今
章
来
る
。

「
利
益
章
」
と
は
、
あ
る
い
は
（
決
疑
の
大
綱
）
「
念
仏
利
益
篇
」
と
云
い
、
あ
る
い

は
（
私
記
・
私
集
・
要
義
・
本
義
・
聞
香
等
）
「
念
仏
利
益
章
」
と
云
う
。
今
は
略
し
て

従
う
の
み
。

[
456b

]

無
量
寿
経
止

無
上
功
徳

（

『
無
量
寿
経
』
の
下
に
の
た
ま
は
く
、
「
仏
、
弥
勒
に
語
り
た
ま
は
く
、
〈
そ
れ
か
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の
仏
の
名
号
を
聞
く
こ
と
を
得
る
こ
と
あ
り
て
、
歓
喜
踊
躍
し
、
乃
至
一
念
せ
ん
。
ま
さ

に
知
る
べ
し
、
こ
の
人
は
大
利
を
得
と
な
す
。
す
な
は
ち
こ
れ
無
上
の
功
徳
を
具
足
す
〉
」

と
。
）

こ
の
文
の
枢
要
、
礼
讃
に
（
云
々
）
。
次
下
の
連
引
は
行
巻
（
三
十
九
）
に
引
き
て
行

一
念
を
証
す
（
※
？
）
。
『
禿
鈔
』
に
は
十
六
選
択
を
判
ず
る
中
、
大
経
の
釈
迦
の
選
択
一

こ
れ
な
り
。

ま
た
「
往
覲
偈
」
の
中
に
、
総
じ
て
こ
の
意
を
説
い
て
云
く
、

法
を
聞
き
て
よ
く
忘
れ
ず
、
見
て
敬
ひ
得
て
大
き
に
慶
ば
ば
、
す
な
は
ち
わ
が
善
き

親
友
な
り
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
ま
さ
に
意
を
発
す
べ
し
。

（
註
釈
版
四
七
）

こ
の
文
と
互
顕
す
。
た
だ
し
、
か
れ
は
諸
仏
称
讃
と
心
多
歓
喜
を
挙
げ
、
こ
れ
は
至
徳

具
足
・
転
悪
成
善
・
挙
少
摂
多
を
示
す
を
も
っ
て
、
十
益
互
具
す
る
者
な
り
。

ま
た
「
讃
偈
」
に
云
く
、

も
し
阿
弥
陀
仏
の
号
を
聞
き
て
、
歓
喜
し
讃
仰
し
、
心
帰
依
す
れ
ば
、

下
一
念
に
至
る
ま
で
大
利
を
得
。
す
な
は
ち
功
徳
の
宝
を
具
足
す
と
な
す
。

（
註
釈
版
七
祖
篇
一
六
九
）

和
讃
の
婆
伽
婆
を
讃
じ
て
の
六
首
の
中
、
第
二
こ
れ
な
り
。
ま
た
高
僧
結
讃
に
云
々
。

併
せ
て
取
る
に
、
五
悪
の
機
法
の
実
を
顕
す
は
、
み
な
こ
れ
を
干
す
る
な
り
（
※
？
）
。

容
易
に
看
過
す
べ
か
ら
ず
。

「
仏
諸
」
等
と
は
、
付
属
の
文
な
り
。

問
う
。
何
ぞ
説
相
は
こ
れ
通
慢
な
る
や
。

答
う
。
こ
れ
を
異
訳
に
求
む
れ
ば
、
文
あ
り
て
分
明
な
り
。
唐
訳
に
云
く
、
「
今
こ
の

法
門
は
汝
を
付
属
す
」
と
。
呉
訳
に
云
く
、
「
こ
の
法
門
を
も
っ
て
汝
を
嘱
累
す
」
と
。

呉
唐
二
訳
に
ま
た
嘱
累
の
説
あ
り
。
あ
に
比
し
て
嘱
累
の
義
を
談
ぜ
ず
や
。

「
其
有
」
等
と
は
、
そ
の
言
は
上
に
顕
す
機
を
承
る
。

「
聞
知
」
（
※
？
）
と
は
、
上
の
聞
其
名
号
と
同
じ
。

「
彼
仏
」
等
と
は
、
仏
所
施
の
喜
号
な
り
。

「
歓
喜
」
等
の
下
、
三
業
の
領
受
を
表
す
。
歓
喜
は
意
業
、
踊
躍
は
身
業
、
乃
至
等
は

口
業
。
一
念
と
は
実
に
信
行
に
通
ず
。
行
巻
は
行
に
約
し
、
和
讃
は
信
に
約
す
。
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い
か
ん
が
行
巻
は
行
に
約
す
。
文
（
二
十
九
紙
）
に
云
く
、

お
ほ
よ
そ
往
相
回
向
の
行
信
に
つ
い
て
、
行
に
す
な
は
ち
一
念
あ
り
、
ま
た
信
に
一

念
あ
り
。
行
の
一
念
と
い
ふ
は
、
い
は
く
、
称
名
の
遍
数
に
つ
い
て[

457a
]

選
択

易
行
の
至
極
を
顕
開
す
。
ゆ
ゑ
に
『
大
本
』
に
の
た
ま
は
く
、
（
註
釈
版
一
八
七
）

等
と
。
按
ず
る
に
難
易
相
対
は
行
不
能
に
あ
ら
ざ
る
が
故
に
、
い
ま
し
し
か
る
の
み
。

い
か
ん
が
和
讃
は
信
に
約
す
。
文
に
云
く
、

五
濁
悪
世
の
有
情
の

選
択
本
願
信
ず
れ
ば

不
可
称
不
可
説
不
可
思
議
の

功
徳
は
行
者
の
身
に
み
て
り

（
註
釈
版
六
〇
五
）

按
ず
る
に
恐
ら
く
異
訳
に
依
る
。
唐
訳
に
云
く
、
「
も
し
か
の
仏
の
名
を
聞
く
こ
と
あ

り
て
、
よ
く
一
念
喜
愛
の
心
を
生
ず
れ
ば
」
等
、
故
な
り
。

「
当
知
」
等
と
は
、
い
わ
ゆ
る
至
徳
具
足
の
相
な
り
。
行
巻
に
云
く
、

大
利
と
い
ふ
は
小
利
に
対
せ
る
の
言
な
り
。
無
上
と
い
ふ
は
有
上
に
対
せ
る
の
言
な

り
。
ま
こ
と
に
知
ん
ぬ
、
大
利
無
上
は
一
乗
真
実
の
利
益
な
り
。
小
利
有
上
は
す
な

は
ち
こ
れ
八
万
四
千
の
仮
門
な
り
。

大
い
な
る
か
な
（
※
原
文
「
大
矣
哉
」
）
。
至
徳
具
足
、
た
だ
か
く
の
ご
と
き
に
あ
ら
ず
。

信
末
（
初
）
に
云
く
、
「
横
に
五
趣
八
難
の
道
を
超
え
、
か
な
ら
ず
現
生
に
十
種
の
益
を

獲
」
等
と
。
実
に
思
議
し
が
た
し
か
な
。

二
に
礼
讃

善
導
礼
讃
止

皆
当
得
生
彼

（

善
導
の
『
礼
讃
』
に
い
は
く
、

「
そ
れ
か
の
弥
陀
仏
の
名
号
を
聞
く
こ
と
を
得
る
こ
と
あ
り
て
、
歓
喜
し
て
一
念
を
至

す
も
の
、
み
な
ま
さ
に
か
し
こ
に
生
ず
る
こ
と
を
得
べ
し
」
と
。
）
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按
ず
る
に
初
夜
の
偈
は
十
八
願
意
を
総
持
し
て
云
く
、

弥
陀
の
智
願
海
は
、
深
広
に
し
て
涯
底
な
し
。

名
を
聞
き
て
往
生
せ
ん
と
欲
す
れ
ば
、
み
な
こ
と
ご
と
く
か
の
国
に
到
る
。

（
一
頌
、
行
巻
二
十
一
紙
所
引
）
（
註
釈
版
七
祖
篇
・
六
七
一
）

初
の
二
句
を
経
に
は
「
如
来
智
慧
海
」
等
と
云
う
は
、
果
力
に
約
し
て
讃
じ
、
改
め
て

「
智
願
」
と
云
う
は
、
因
願
の
意
に
約
し
て
、
経
の
「
其
仏
本
願
力
」
の
句
及
び
上
の
正

因
分
を
摂
す
る
も
の
な
り
。
ま
た
す
な
わ
ち
成
仏
の
因
果
な
り
。

三
四
句
は
全
く
経
文
に
依
る
。
す
な
わ
ち
こ
れ
往
生
の
因
果
な
り
。

次
下
に
六
段
あ
り
て
、
各
々
「
皆
当
得
生
彼
」
の
一
句
あ
る
は
、
そ
の
文
の
六
段
、
機

の
差
別
を
顕
す
。
各
々
一
句
あ
り
。
益
の
平
等
を
示
す
。
文
に
云
く
、

こ
の
世
界
の
な
か
に
お
い
て
、[

457b
]

六
十[

※
原
本
：
六
十
有]

七
億
の

不
退
の
も
ろ
も
ろ
の
菩
薩
あ
り
。
み
な
ま
さ
に
か
し
こ
に
生
ず
る
こ
と
を
得
べ
し
。

こ
れ
は
そ
の
一
な
り
。
ま
た
云
く
、

小
行
の
も
ろ
も
ろ
の
菩
薩
、
お
よ
び
少
福
を
修
す
る
も
の
、

そ
の
数
計
る
べ
か
ら
ず
。
み
な
ま
さ
に
か
し
こ
に
生
ず
る
こ
と
を
得
べ
し
。

こ
れ
は
そ
の
二
な
り
（
如
上
二
段
、
経
末
の
此
土
往
生
を
明
か
す
文
意
）
。
ま
た
云
く
、

十
方
仏
土[

※
原
本
：
仏
刹]

の
な
か
の
菩
薩
・
比
丘
衆
は
、

そ
の
数[

※
原
本
：
劫
を
窮
む
る
も]

計
る
べ
か
ら
ず
。
み
な
ま
さ
に
か
し
こ
に
生
ず

る
こ
と
を
得
べ
し
。

こ
れ
は
そ
の
三
な
り
（
か
く
の
ご
と
き
一
段
、
経
末
の
他
方
往
生
を
明
か
す
文
意
）
。

ま
た
云
く
、

そ
れ
か
の
弥
陀
仏
の
名
号
を
聞
く
こ
と
を
得
る
こ
と
あ
り
て
、

歓
喜
し
て
一
念
に
至
る
ま
で
、
み
な
ま
さ
に
か
し
こ
に
生
ず
る
こ
と
を
得
べ
し
。
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こ
れ
四
な
り
（
予
め
今
の
所
引
）
。
ま
た
云
く
、

た
と
ひ
大
千
に
満
て
ら
ん
火
を
も
、
た
だ
ち
に
過
ぎ
て
仏
の
名
を
聞
け
。

名
を
聞
き
て
歓
喜
し
て
讃
ず
れ
ば
、
み
な
ま
さ
に
か
し
こ
に
生
ず
る
こ
と
を
得
べ
し
。

こ
れ
そ
の
五
な
り
（
如
上
の
二
段
、
経
末
の
嘆
法
自
励
の
文
意
）
。
ま
た
云
く
、

万
年
に
し
て
三
宝
滅
せ
ん
に
、
こ
の
『
経
』
（
大
経
）
住
す
る
こ
と
百
年
せ
ん
。

そ
の
時
聞
き
て
一
念
せ
ん
に
、
み
な
ま
さ
に
か
し
こ
に
生
ず
る
こ
と
を
得
べ
し
。

こ
れ
は
そ
の
六
な
り
。
（
か
く
の
ご
と
き
一
段
、
ま
た
こ
れ
経
末
の
嘆
法
付
属
の
中
の

重
示
の
文
意
な
り
。
す
な
わ
ち
下
章
に
所
引
）
。

か
く
の
ご
と
き
六
段
、
不
退
よ
り
始
め
て
法
滅
に
終
わ
る
。
皆
機
は
差
別
に
し
て
、
そ

の
法
を
論
ず
る
に
お
い
て
は
、
た
だ
こ
れ
聞
信
の
益
。
ま
た
平
等
婆
讃
（
※
？
）

六
首
の

合
讃
、
全
く
こ
の
旨
を
承
る
。
余
所
に
弁
ず
る
が
ご
と
し
。
今
集
の
所
依
は
か
の
四
及
び

第
六
段
に
あ
る
。
上
章
の
機
別
、
今
章
の
法
同
、
次
章
の
機
列
、
も
っ
て
本
願
普
済
の
相

を
顕
す
な
り
。
今
の
文
意
の
ご
と
き
は
、
経
に
准
じ
て
解
す
べ
し
。
た
だ
経
は
現
益
に
約

し
、
讃
は
当
益
を
示
す
。
互
顕
知
る
べ
し
。

三
に
私
釈
に
三
。
初
は
独
讃
の
所
依
、
二
は
し
ば
ら
く
三
輩
を
分
つ
。
三
は
文
に
就

い
て
解
す
。
初
の
独
讃
の
所
依
に
二
、
初
は
問
、
二
は
答
。
今
は
初
。

私
問
曰
止

念
仏
功
徳
乎

（

わ
た
く
し
に
問
ひ
て
い
は
く
、
上
の
三
輩
の
文
に
准
ず
る
に
、
念
仏
の
ほ
か
に
菩
提

心
等
の
功
徳
を
挙
ぐ
。
な
ん
ぞ
か
れ
ら
の
功
徳
を
歎
め
ず
し
て
、
た
だ
独
り
念
仏
の
功
徳

を
讃
む
る
や
。
）

文
意
見
る
べ
し
。

二
に
答
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[
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]
答
曰
聖
意
止

分
別
者
也

（
答
へ
て
い
は
く
、
聖
意
測
り
が
た
し
。
さ
だ
め
て
深
き
意
あ
ら
ん
か
。
し
ば
ら
く
善
導

の
一
意
に
よ
り
て
し
か
も
こ
れ
を
い
は
ば
、
原
そ
れ
仏
意
は
ま
さ
し
く
た
だ
ち
に
た
だ
念

仏
の
行
を
説
か
ん
と
欲
す
と
い
へ
ど
も
、
機
に
随
ひ
て
一
往
菩
提
心
等
の
諸
行
を
説
き
て
、

三
輩
の
浅
深
不
同
を
分
別
す
。
し
か
る
を
い
ま
諸
行
に
お
い
て
は
す
で
に
捨
て
て
歎
め
た

ま
は
ず
。
置
き
て
論
ず
べ
か
ら
ざ
る
も
の
な
り
。
た
だ
念
仏
の
一
行
に
つ
き
て
す
で
に
選

び
て
讃
歎
す
。
思
ひ
て
分
別
す
べ
き
も
の
な
り
。
）

「
聖
意
」
等
と
は
、
恐
慮
の
謙
辞
。

「
且
依
」
等
と
は
、
上
の
初
釈
を
承
く
。
准
じ
て
知
る
べ
し
。

二
に
し
ば
ら
く
三
輩
を
分
つ
に
二
。
初
に
二
義
を
標
す
。
二
に
二
義
を
釈
す
。

若
約
念
仏
止

而
分
別
之

（
も
し
念
仏
に
約
し
て
三
輩
を
分
別
せ
ば
、
こ
れ
に
二
の
意
あ
り
。
一
に
は
観
念
の
浅
深

に
随
ひ
て
こ
れ
を
分
別
す
。
二
に
は
念
仏
の
多
少
を
も
つ
て
こ
れ
を
分
別
す
。
）

「
若
約
」
等
と
は
、
上
を
承
け
て
後
釈
す
。

「
一
随
」
等
と
は
、
能
修
の
心
相
に
約
す
。

「
二
以
」
等
と
は
、
所
修
の
行
相
に
約
す
。

二
に
二
義
を
釈
す
に
二
。
初
に
観
念
の
深
浅
、
二
に
念
仏
の
多
少
。
今
は
初
。

浅
深
者
止

上
上
是
也

（
浅
深
は
上
に
引
く
と
こ
ろ
の
ご
と
し
。
「
も
し
説
の
ご
と
く
行
ぜ
ば
、
理
上
上
に
当
れ

り
」
（
往
生
要
集
・
下
）
と
、
こ
れ
な
り
。
）

「
如
上
」
等
と
は
、
三
輩
の
私
釈
を
指
す
。
輩
品
の
同
異
の
中
の
所
引
の
文
。

「
理
当
」
等
と
は
、
心
の
強
弱
に
約
す
。

問
う
。
文
に
観
念
と
云
う
は
、
相
違
あ
る
に
似
る
や
。

答
う
。
彼
は
念
観
に
通
ず
。
今
は
口
称
に
局
る
。
逆
意
解
す
べ
し
。
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二
に
念
仏
の
多
少

次
多
少
者
止

是
明
矣

（
次
に
多
少
は
、
下
輩
の
文
の
な
か
に
す
で
に
十
念
乃
至
一
念
の
数
あ
り
。
上
・
中
の
両

輩
は
こ
れ
に
准
じ
て
随
ひ
て
増
す
べ
し
。
『
観
念
法
門
』
に
い
は
く
、
「
日
別
に
念
仏
一

万
遍
、
ま
た
す
べ
か
ら
く
時
に
よ
り
て
浄
土
の
荘
厳
を
礼
讃
す
べ
し
。
は
な
は
だ
精
進
す

べ
し
。
あ
る
い
は
三
万
・
六
万
・
十
万
を
得
る
も
の
は
、
み
な
こ
れ
上
品
上
生
の
人
な
り
」

と
。
ま
さ
に
知
る
べ
し
、
三
万
以
上
は
こ
れ
上
品
上
生
の
業
、
三
万
以
去
は
上
品
以
下
の

業
な
り
。
す
で
に
念
数
の
多
少
に
随
ひ
て
品
位
を
分
別
す
る
こ
と
こ
れ
明
ら
け
し
。
）

行
の
勤
随
に
約
す
。

問
う
。
心
は
強
弱
を
論
ず
。
行
は
勤
随
を
弁
ず
。
宗
意
に
あ
ら
ざ
る
に
似
た
る
は
、
い

か
ん
が
思
念
せ
ん
。

答
う
。
実
は
宗
意
に
あ
ら
ざ
る
。
こ
れ
傍
正
の
義
。
し
か
り
と
い
え
ど
も
横
川
の
常
談
、

吉
水
の
傍
用
、
宗
祖
は
取
ら
ず
。
も
っ
て
化
因
に
属
す
。
い
わ
ゆ
る
「
禹

稷

顔
回
地
を
易

う

し
ょ
く

が

ん

か

い

う

れ
ば
」
（
※
「
孟
子
」
離
婁
下
）

と
同
然
な
る
も
の
な
り
。

三
に
文
に
就
い
て
解
釈
す
る
に
四
。
初
は
一
念
を
釈
す
。
二
に
大
利
を
釈
す
。
三
に

無
上
を
釈
す
。
四
に
結
勧
。
今
は
初
。

今
此
言
止

上
一
念
也

（
い
ま
こ
の
「
一
念
」
と
い
ふ
は
、
こ
れ
上
の
念
仏
の
願
成
就
（
第
十
八
願
成
就
文
）
の

な
か
に
い
ふ
と
こ
ろ
の
一
念
と
下
輩
の
な
か
に
明
か
す
と
こ
ろ
の
一
念
と
を
指
す
。
願
成

就
の
文
の
な
か
に
一
念
と
い
ふ
と
い
へ
ど
も
、
い
ま
だ
功
徳
の
大
利
を
説
か
ず
。
ま
た
下

輩
の
文
の
な
か
に
一
念
と
い
ふ
と
い
へ
ど
も
、
ま
た
功
徳
の
大
利
を
説
か
ず
。
こ
の
〔
流

通
分
の
〕
一
念
に
至
り
て
、
説
き
て
大
利
と
な
し
、
歎
め
て
無
上
と
な
す
。
ま
さ
に
知
る

べ
し
、
こ
れ
上
の
一
念
を
指
す
。
）

願
成
下
輩
の
所
明
の
一
念
は
こ
れ
信
の
一[

458b
]

念
。
今
は
す
な
わ
ち
し
か
ら
ず
。

行
一
念
な
る
が
故
に
。
信
は
業
成
を
決
す
。
行
は
功
徳
を
嘆
ず
。
理
実
互
融
、
上
の
数
談

の
ご
と
し
。
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二
に
大
利
を
釈
す

此
大
利
者
止

為
大
利
也

（
こ
の
「
大
利
」
と
は
こ
れ
小
利
に
対
す
る
言
な
り
。
し
か
れ
ば
す
な
は
ち
菩
提
心
等
の

諸
行
を
も
つ
て
小
利
と
な
し
、
乃
至
一
念
を
も
つ
て
大
利
と
な
す
。
）

大
利
小
利
対
、
無
上
有
上
対
、
こ
の
文
よ
り
出
づ
。
『
大
経
』
の
序
に
「
真
実
の
利
」

と
云
い
、
ま
た
智
慧
分
に
「
為
得
大
利
」
と
云
う
。
小
本
に
「
不
可
思
議
功
徳
の
利
」
と

云
い
、
ま
た
「
我
見
是
利
」
と
云
う
。
称
讃
経
に
「
利
益
安
楽
大
事
因
縁
」
と
云
う
。
み

な
今
と
同
じ
。

三
に
無
上
を
釈
す

又
無
上
止

如
是
応
知

（
ま
た
「
無
上
の
功
徳
」
と
は
こ
れ
有
上
に
対
す
る
言
な
り
。
余
行
を
も
つ
て
有
上
と
な

し
、
念
仏
を
も
つ
て
無
上
と
な
す
。
す
で
に
一
念
を
も
つ
て
一
無
上
と
な
す
。
ま
さ
に
知

る
べ
し
、
十
念
を
も
つ
て
十
無
上
と
な
し
、
ま
た
百
念
を
も
つ
て
百
無
上
と
な
し
、
ま
た

千
念
を
も
つ
て
千
無
上
と
な
す
。
か
く
の
ご
と
く
展
転
し
て
少
よ
り
多
に
至
る
。
念
仏
恒

沙
な
れ
ば
、
無
上
の
功
徳
ま
た
恒
沙
な
る
べ
し
。
か
く
の
ご
と
く
知
る
べ
し
。
）

問
う
。
今
の
所
判
の
ご
と
き
多
多
増
徳
は
も
っ
て
宗
承
と
違
す
。
い
か
ん
が
思
念
す
。

答
う
。
多
少
に
寄
ら
ば
称
名
を
勤
励
す
る
の
み
。
も
し
し
か
ら
あ
れ
ば
、
理
は
通
暢
せ

ず
。
一
無
上
の
外
更
に
多
無
上
、
無
上
の
言
に
て
、
何
ぞ
無
上
を
得
ん
。

四
に
結
勧

然
則
諸
願
止

小
利
余
行
乎

（
し
か
れ
ば
も
ろ
も
ろ
の
往
生
を
願
求
せ
ん
人
、
な
ん
ぞ
無
上
大
利
の
念
仏
を
廃
し
て
、

あ
な
が
ち
に
有
上
小
利
の
余
行
を
修
せ
ん
や
。
）

抑
揚
褒
貶
慇
重
見
る
べ
し
。
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【
科
段
⑤
（
随
文
釈
）
】

五
に
利
益
章

標
章

引
文

大
経

礼
讃

私
釈

独
讃
の
所
以

問答

し
ば
ら
く
三
輩
を
分
つ

二
義
を
標
す

二
義
を
釈
す

観
念
の
深
浅

念
仏
の
多
少

文
に
就
い
て
解
す

一
念
を
釈
す

大
利
を
釈
す

無
上
を
釈
す

結
勧
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六
に
特
留
章
に
三
。
初
に
標
章
。
二
に
引
文
。
三
に
私
釈
。
今
は
初
。

末
法
萬
年
止

念
仏
之
文

（
【6

】
末
法
万
年
の
後
に
余
行
こ
と
ご
と
く
滅
し
、
特
に
念
仏
を
留
め
た
ま
ふ
文
。
）

法
滅
の
相
を
明
か
す
は
、
広
く
『
蓮
華
面
経
』
の
当
来
変
経
等
の
説
の
ご
と
し
。
そ
の

年
時
を
弁
ず
る
は
、
古
鈔
に
は
五
説
を
挙
ぐ
。
一
は
涅
槃
の
第
二
。
説
き
て
滅
後
四
十
年

後
と
な
す
。
二
に
摩
訶
摩
耶
経
。
説
き
て
千
五
百
年
後
と
な
す
。[

459a
]

三
に
『
大
集

月
蔵
経
』
。
説
き
て
五
の
五
百
年
後
を
簡
ば
ん
と
す
。
四
に
『
法
滅
尽
経
』
。
説
き
て
正

し
く
年
月
を
指
さ
ず
。
た
だ
衰
相
を
説
く
。
五
に
『
法
住
記
』
。
説
き
て
増
劫
七
百
歳
時

と
な
す
。

私
に
謂
く
、
か
く
の
ご
と
き
異
説
、
機
惑
不
同
な
り
。
な
ん
ぞ
啻
だ
上
三
各
お
の
一
相

た

を
挙
ぐ
。
和
会
す
べ
か
ら
ず
。
ま
た
強
い
て
和
会
せ
ば
、
涅
槃
は
始
め
に
約
し
、
法
住
は

終
に
約
す
。
余
文
は
中
に
約
す
。
た
だ
相
承
に
依
り
て
、
正
し
く
五
像
千
末
萬
等
な
り
。

『
安
楽
集
』
及
び
『
礼
讃
』
等
の
ご
と
し
。
ま
た
『
要
集
』
上
末
に
云
々
。
今
章
の
相
承
、

そ
の
来
遠
し
。
ま
た
二
門
偈
に
云
く
、
「
道
綽
和
尚
義
解
曰
」
等
と
。
ま
た
文
類
偈
に
云

く
、
「
特
留
此
経
止
住
百
歳
」
と
。
ま
た
和
讃
に
云
々
（
経
道
滅
尽
と
き
い
た
り
等
）
。

祖
承
か
く
の
ご
と
し
。
輙
ち
解
す
べ
か
ら
ず
。
今
章
の
来
意
、
上
に
准
じ
て
二
義
。
も
し

文
に
約
せ
ば
、
大
本
第
四
の
文
来
り
て
知
る
べ
し
。
も
し
義
に
約
せ
ば
、
次
上
二
章
の
機

法
次
第
、
今
章
重
ね
て
極
劣
の
機
を
被
る
を
明
か
し
て
、
法
徳
を
反
顕
す
る
の
み
。
特
留

章
の
名
は
、
あ
る
い
は
（
決
疑
）
末
法
萬
年
特
留
念
仏
篇
と
云
う
。
あ
る
い
は
（
大
綱
）

特
留
念
仏
篇
と
云
う
。
あ
る
い
は
（
聞
香
本
義
鵜
木
私
集
要
義
等
）
特
留
念
仏
章
と
云
う
。

今
は
た
だ
略
に
従
う
の
み
。

二
に
引
文

無
量
寿
経
止

皆
可
得
度

（

『
無
量
寿
経
』
の
下
巻
に
の
た
ま
は
く
、
「
当
来
の
世
に
経
道
滅
尽
せ
ん
に
、
わ
れ

慈
悲
を
も
つ
て
哀
愍
し
て
、
特
に
こ
の
経
を
留
め
て
止
住
す
る
こ
と
百
歳
な
ら
し
め
ん
。

そ
れ
衆
生
あ
り
て
こ
の
経
に
値
ふ
も
の
、
意
の
所
願
に
随
ひ
て
み
な
得
度
す
べ
し
」
と
。

「
当
来
の
世
」
と
は
、
末
法
の
時
を
指
す
。
『
礼
讃
』
に
「
万
年
に
し
て
三
宝
滅
せ
ん
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に
」
（
註
釈
版
七
祖
篇
六
七
六
）
と
云
う
が
故
に
。

「
経
道
滅
尽
」
等
と
は
、
す
な
わ
ち
八
万
法
蔵
龍
宮
に
入
る
な
り
。
和
讃
に
云
々
（
末

法
五
濁
の
有
情
の
等
）
。

「
我
」
と
は
釈
尊
自
ら
を
指
す
。

「
慈
悲
」
は
体
に
約
す
。

「
哀
愍
」
は
相
に
約
す
。

「
特
留
」
は
用
に
約
す
。

「
こ
の
経
」
と
は
私
釈
の
解
の
ご
と
し
。

「
其
有
」
等
と
は
、
上
の
い
わ
ゆ
る[

459b
]

「
諸
有
衆
生
」
な
り
。

「
値
此
」
等
と
は
、
「
聞
其
名
号
信
心
歓
喜
」
な
り
。

「
随
意
」
等
と
は
、
「
願
生
彼
国
」
な
り
。

「
皆
可
」
等
と
は
、
「
皆
当
得
生
彼
」
な
り
。

二
（
三
）

に
私
釈
に
四
。
初
に
特
留
の
文
意
。
二
に
止
住
の
文
意
。
三
に
特
留
の
所

以
。
四
に
益
布
の
三
時
。
初
に
特
留
の
文
意
に
二
。
初
に
問
。
二
に
答
。
今
は
初
。

私
問
曰
止

特
留
念
仏
哉

（

わ
た
く
し
に
問
ひ
て
い
は
く
、
『
経
』
（
大
経
・
下
）
に
た
だ
「
特
留
此
経
止
住
百

歳
」
と
い
ひ
て
、
ま
つ
た
く
い
ま
だ
「
特
留
念
仏
止
住
百
歳
」
と
い
は
ず
。
し
か
る
に
い

ま
な
ん
ぞ
「
特
留
念
仏
」
と
い
ふ
や
。
）

文
意
見
る
べ
し
。

二
に
答
に
三
。
初
は
直
決
。
二
に
由
を
挙
ぐ
。
三
に
引
証
。
今
は
初
。

答
曰
此
経
止

念
仏
止
住
也

（
答
へ
て
い
は
く
、
こ
の
経
の
詮
ず
る
と
こ
ろ
ま
つ
た
く
念
仏
に
あ
り
。
そ
の
旨
前
に
見

え
た
り
。
再
び
出
す
に
あ
た
は
ず
。
善
導
・
懐
感
・
恵
心
（
源
信
）
等
の
意
ま
た
か
く
の

ご
と
し
。
し
か
れ
ば
す
な
は
ち
こ
の
経
の
「
止
住
」
は
、
す
な
は
ち
念
仏
の
止
住
な
り
。
）

「
其
旨
」
等
と
は
、
上
の
三
章
を
指
す
。
云
く
選
択
摂
取
の
故
に
、
云
く
一
向
専
念
の

故
に
、
云
く
無
上
大
利
の
故
に
。
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「
善
導
」
等
と
は
、
三
師
並
べ
て
挙
ぐ
。
三
輩
を
杜
ず
。
余
文
解
す
べ
し
。

二
に
由
を
挙
ぐ
。

所
以
然
止

准
之
応
知

（
し
か
る
所
以
は
、
こ
の
経
に
菩
提
心
の
言
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
い
ま
だ
菩
提
心
の
行
相

を
説
か
ず
。
ま
た
持
戒
の
言
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
い
ま
だ
持
戒
の
行
相
を
説
か
ず
。
し
か

る
に
菩
提
心
の
行
相
を
説
く
こ
と
は
広
く
『
菩
提
心
経
』
等
に
あ
り
。
か
の
経
先
に
滅
し

な
ば
、
菩
提
心
の
行
な
に
に
よ
り
て
か
こ
れ
を
修
せ
ん
。
ま
た
持
戒
の
行
相
を
説
く
こ
と

は
広
く
大
小
の
戒
律
に
あ
り
。
か
の
戒
律
先
に
滅
し
な
ば
、
持
戒
の
行
な
に
に
よ
り
て
か

こ
れ
を
修
せ
ん
。
自
余
の
諸
行
こ
れ
に
准
じ
て
知
る
べ
し
。
）

「
而
説
（
※
し
か
る
に
菩
提
心
の
行
相
を
説
く
こ
と
は
）
」
等
と
は
、
『
荘
厳
菩
提
心
経
』

（
羅
什
訳
。
六
紙
欠
。
「
台
」
の
字
の
函
）
、
『
大
方
広
菩
提
十
地
経
』
（
吉
迦
夜
共
曇
曜

訳
。
六
紙
欠
。
「
台
」
の
字
の
函
）
、
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
「
浄
地
陀
羅
尼
品
」
（
義
■
（
※

浄
か
）
訳
。
十
巻
。
「
場
」
の
字
の
函
）
。
以
上
三
本
同
本
異
訳
。
『
出
生
菩
提
心
経
』
（
闍

那
屈
多
訳
。
十
一
紙
欠
。
「
羊
」
の
字
の
函
）
、
『
仏
説
発
菩
提
心
破
諸
魔
経
』
（
施
護
訳
。

上
下
合
巻
。
「
薄
」
の
字
の
函
）
、
以
上
二
本
同
本
異
訳
。
『
宝
授
菩
薩
菩
提
行
経
』
（
法

賢
訳
。
半
紙
欠
。
「
深
」
の
字
の
函
）
。
こ
れ
ら
の
説
を
指
す
。

「
又
説
」
等
と
は
、
大
小
戒
律
、
上
の
す
で
に
挙
げ
る
が
ご
と
し
。

[
460a

]

三
に
引
証

故
善
導
和
尚
止

皆
当
得
生
彼

（
ゆ
ゑ
に
善
導
和
尚
の
『
往
生
礼
讃
』
に
こ
の
文
を
釈
し
て
い
は
く
、

「
万
年
に
三
宝
滅
し
な
ば
、
こ
の
『
経
』
（
大
経
）
住
す
る
こ
と
百
年
あ
ら
ん
。
そ

の
時
に
聞
き
て
一
念
せ
ん
、
み
な
ま
さ
に
か
し
こ
に
生
ず
る
こ
と
を
得
べ
し
」
と
。
）

上
の
略
釈
の
ご
と
し
。

二
に
止
住
の
文
意
に
二
。
初
に
標
、
二
に
釈
。
今
は
初
。
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又
釈
此
文
略
有
四
意
止

住
滅
前
後

（

ま
た
こ
の
文
を
釈
す
る
に
略
し
て
四
の
意
あ
り
。
一
に
は
聖
道
・
浄
土
二
教
の
住
滅

の
前
後
、
二
に
は
十
方
・
西
方
二
教
の
住
滅
の
前
後
、
三
に
は
兜
率
・
西
方
二
教
の
住
滅

の
前
後
、
四
に
は
念
仏
・
諸
行
二
行
の
住
滅
の
前
後
な
り
。
）

か
く
の
ご
と
き
四
意
、
初
の
三
は
教
に
約
し
、
後
の
一
は
行
に
約
す
。
正
し
く
機
劣
を

顕
し
反
し
て
法
勝
を
示
す
。

い
か
ん
が
機
劣
。
上
の
引
く
所
の
『
礼
讃
』
の
文
こ
れ
な
り
。

い
か
ん
が
法
勝
。
祖
の
讃
に
云
々
（
如
来
興
世
の
本
意
十
八
等
）
。
い
わ
ゆ
る
貞
松
は

歳
寒
を
彰
し
、
忠
臣
は
国
危
を
出
す
者
な
り
。

二
に
釈
に
四
。
初
は
聖
道
浄
土
の
相
対
。
二
は
十
方
西
方
の
相
対
。
三
は
兜
率
西
方

の
相
対
。
四
は
念
仏
諸
行
の
相
対
。
今
は
初
。

一
聖
道
浄
土
止

機
縁
深
厚
也

（
一
に
聖
道
・
浄
土
二
教
の
住
滅
の
前
後
と
い
ふ
は
、
い
は
く
聖
道
門
の
諸
経
は
先
に
滅

す
、
ゆ
ゑ
に
「
経
道
滅
尽
」
と
い
ふ
。
浄
土
門
の
こ
の
経
は
特
り
留
ま
る
、
ゆ
ゑ
に
「
止

住
百
歳
」
と
い
ふ
。
ま
さ
に
知
る
べ
し
、
聖
道
は
機
縁
浅
薄
に
し
て
、
浄
土
は
機
縁
深
厚

な
り
と
い
ふ
こ
と
を
。
）

文
の
ご
と
く
解
す
べ
し
。

二
に
十
方
西
方
の
相
対

二
十
方
西
方
止

機
縁
深
厚
也

（
二
に
十
方
・
西
方
二
教
の
住
滅
の
前
後
と
い
ふ
は
、
い
は
く
十
方
浄
土
往
生
の
諸
教
先

に
滅
す
、
ゆ
ゑ
に
「
経
道
滅
尽
」
と
い
ふ
。
西
方
浄
土
往
生
は
こ
の
経
特
り
留
ま
る
、
ゆ

ゑ
に
「
止
住
百
歳
」
と
い
ふ
。
ま
さ
に
知
る
べ
し
、
十
方
浄
土
は
機
縁
浅
薄
に
し
て
、
西

方
浄
土
は
機
縁
深
厚
な
り
。
）

『
要
集
』
上
末
（
十
三
）
の
十
文
、
第
三
極
楽
証
拠
に
云
く
、
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初
め
に
十
方
に
対
す
と
は
、
問
は
く
、
十
方
に
浄
土
あ
り
。
な
ん
ぞ
た
だ
極
楽
に
の

み
生
ぜ
ん
と
願
ふ
や
。
答
ふ
。
天
台
大
師
の
い
は
く
、
「
も
ろ
も
ろ
の
経
論
、
処
々

に
た
だ
衆
生
を
勧
め
て
ひ
と
へ
に
阿
弥
陀
仏
を
念
じ
、
西
方
の
極
楽
世
界
を
求
め
し

め
た
ま
へ
り
。
『
無
量
寿
経
』
・
『
観
経
』
・
『
往
生
論
』
等
の
数
十
余
部
の
論
（
※
原

本
：
経
経
）

の
文
に
、
慇
懃
に
指
授
し
て
西
方
に
生
ず
る
こ
と
を
勧
め
た
り
。
こ
こ

を
も
つ
て
ひ
と
へ
に
念
ず
」
と
。
｛
已
上
｝
大
師
、
一
切
の
経
論
を
披
閲
し
た
ま
へ

る
こ
と
、
お
ほ
よ
そ
十
五
遍
。
知
る
べ
し
、
述
べ
た
ま
へ
る
と
こ
ろ
、
信
ぜ
ず
は
あ

る
べ
か
ら
ず
。

（
註
釈
版
七
祖
篇
八
八
七
）

[
460b

]

三
に
兜
率
西
方
の
相
対

三
兜
率
西
方
止

雖
遠
縁
深
也

（
三
に
兜
率
・
西
方
二
教
の
住
滅
の
前
後
と
い
ふ
は
、
い
は
く
『
上
生
』
・
『
心
地
』
等

の
上
生
兜
率
の
諸
教
は
先
に
滅
す
、
ゆ
ゑ
に
「
経
道
滅
尽
」
と
い
ふ
。
往
生
西
方
の
こ
の

経
特
り
留
ま
る
、
ゆ
ゑ
に
「
止
住
百
歳
」
と
い
ふ
。
ま
さ
に
知
る
べ
し
、
兜
率
は
近
し
と

い
へ
ど
も
縁
浅
く
、
極
楽
は
遠
し
と
い
へ
ど
も
縁
深
し
。
）

『
要
集
』
上
末
（
十
五
）
に
云
く
、

第
二
に
兜
率
に
対
す
と
は
、
問
は
く
、
玄
奘
三
蔵
の
い
は
く
、
「
西
方
の
道
俗
な

ら
び
に
弥
勒
の
業
を
な
す
。
同
じ
く
欲
界
に
し
て
そ
の
行
成
じ
や
す
き
が
た
め
な
り
。

大
小
乗
の
師
、
み
な
こ
の
法
を
許
す
。
弥
陀
の
浄
土
は
、
お
そ
ら
く
は
凡
鄙
穢
れ
て

修
行
成
じ
が
た
か
ら
ん
。
旧
き
経
論
の
ご
と
き
は
、
七
地
以
上
の
菩
薩
、
分
に
随
ひ

て
報
仏
の
浄
土
を
見
る
と
。
新
論
（
瑜
伽
論
を
指
す
）
の
意
に
よ
ら
ば
、
三
地
の
菩

薩
、
は
じ
め
て
報
仏
の
浄
土
を
見
る
こ
と
を
得
べ
し
。
あ
に
下
品
の
凡
夫
、
す
な
は

ち
往
生
す
る
こ
と
を
得
べ
け
ん
や
」
と
。
｛
已
上
｝
天
竺
す
で
に
し
か
り
。
い
ま
な

ん
ぞ
極
楽
を
勧
む
る
や
。

答
ふ
。
中
国
・
辺
州
、
そ
の
処
異
な
り
と
い
へ
ど
も
、
顕
密
の
教
門
は
、
そ
の
理

こ
れ
同
じ
。
い
ま
引
く
と
こ
ろ
の
ご
と
き
証
拠
、
す
で
に
多
し
。
い
か
ん
ぞ
仏
教
の

明
ら
か
な
る
文
に
背
き
て
、
天
竺
の
風
聞
に
従
ふ
べ
け
ん
や
。
い
か
に
い
は
ん
や
、

祇
園
精
舎
の
無
常
院
に
は
、
病
者
を
し
て
西
に
面
か
へ
て
、
仏
の
浄
刹
に
往
く
想
を

な
さ
し
め
ん
や
。
つ
ぶ
さ
に
は
、
下
の
臨
終
の
行
儀
の
ご
と
し
。
あ
き
ら
か
に
知
り
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ぬ
、
仏
意
ひ
と
へ
に
極
楽
を
勧
む
る
に
あ
り
。
西
域
の
風
俗
、
あ
に
こ
れ
に
乖
か
ん

や
。ま

た
懐
感
禅
師
の
『
群
疑
論
』
に
は
、
極
楽
・
兜
率
に
お
い
て
十
二
の
勝
劣
を
立

て
た
り
。
「
一
に
は
化
主
の
仏
と
菩
薩
と
別
な
る
が
ゆ
ゑ
に
。
二
に
は
浄
・
穢
土
の

別
。
三
に
は
女
人
の
有
無
。
四
に
は
寿
命
の
長
短
。
五
に
は
内
・
外
の
有
無
。
［
兜

率
は
、
内
院
は
退
せ
ず
、
外
院
は
退
あ
り
。
西
方
は
内
・
外
な
し
、
ま
た
退
な
し
。
］

六
に
は
五
衰
の
有
無
。
七
に
は
相
好
の
有
無
。
八
に
は
五
通
の
有
無
。
九
に
は
不
善

心
の
起
・
不
起
。
十
に
は
滅
罪
の
多
少
。
（
乃
至
）

十
一
に
は
苦
受
の
有
無
。
十
二

に
は
受
生
の
異
。
（
乃
至
）

慈
恩
は
十
の
異
を
立
て
た
り
。
前
の
八
は
感
師
（
※
原
本
：
感
禅
師
）

の
所
立
を

出
で
ず
。
ゆ
ゑ
に
さ
ら
に
抄
せ
ず
。
そ
の
第
九
に
い
は
く
、
「
西
方
は
、
仏
、
来
迎

し
た
ま
ふ
。
兜
率
は
し
か
ら
ず
」
と
。
感
師
は
「
来[

461a
]

迎
は
同
じ
」
と
い
ふ
。

第
十
に
い
は
く
、
「
西
方
は
、
経
論
に
慇
懃
に
勧
め
た
ま
ふ
こ
と
き
は
め
て
多
し
。

兜
率
は
多
か
ら
ず
、
ま
た
慇
懃
に
あ
ら
ず
」
と
。
｛
云
々
｝

感
師
ま
た
往
生
の
難
易
に
お
い
て
、
十
五
の
同
の
義
、
八
の
異
の
義
を
立
て
た
り
。

八
の
異
の
義
と
は
、
「
一
に
は
本
願
の
異
。
い
は
く
、
弥
陀
に
は
引
摂
の
願
あ
り
。

弥
勒
に
は
願
な
し
。
願
な
き
は
、
み
づ
か
ら
浮
ぎ
て
水
を
度
る
が
ご
と
し
。
願
あ
る

は
、
舟
に
乗
り
て
水
に
遊
ぶ
が
ご
と
し
。
二
に
は
光
明
の
異
。
い
は
く
、
弥
陀
仏
の

光
は
、
念
仏
の
衆
生
を
照
ら
し
て
、
摂
取
し
て
捨
て
た
ま
は
ず
。
弥
勒
は
し
か
ら
ず
。

光
の
照
ら
す
は
、
昼
日
の
遊
び
の
ご
と
く
、
光
な
き
は
、
暗
の
な
か
に
来
往
す
る
に

似
た
り
。
三
に
は
守
護
の
異
。
い
は
く
、
無
数
の
化
仏
・
観
音
・
勢
至
、
つ
ね
に
行

者
の
所
に
至
り
た
ま
ふ
。
ま
た
『
称
讃
浄
土
経
』
に
の
た
ま
は
く
、
〈
十
方
の
十
兢

（
※
原
本
：
恒
）

河
沙
の
諸
仏
の
、
摂
受
す
る
と
こ
ろ
な
り
〉
と
。
ま
た
『
十
往
生

経
』
に
の
た
ま
は
く
、
〈
仏
、
二
十
五
の
菩
薩
を
遣
は
し
て
、
つ
ね
に
行
人
を
守
護

せ
し
む
〉
と
。
兜
率
は
し
か
ら
ず
。
護
り
あ
る
は
、
多
く
の
人
と
も
に
遊
ぶ
に
、
強

賊
に
逼
め
ら
る
る
こ
と
を
畏
ぢ
ざ
る
が
ご
と
し
。
護
り
な
き
は
、
孤
り
嶮
径
に
遊
ぶ

に
、
か
な
ら
ず
暴
客
の
た
め
に
侵
さ
る
る
に
似
た
り
。
四
に
は
舒
舌
の
異
。
い
は
く
、

十
方
の
仏
、
舌
を
舒
べ
て
証
誠
（
※
原
本
：
成
）

し
た
ま
ふ
。
兜
率
は
し
か
ら
ず
。

五
に
は
聖
衆
（
※
原
本
：
衆
聖
）

の
異
。
い
は
く
、
華
聚
菩
薩
・
山
海
慧
菩
薩
、
弘

誓
願
を
発
さ
く
、
〈
も
し
一
衆
生
と
し
て
、
西
方
に
生
る
る
こ
と
尽
き
ざ
る
こ
と
あ

ら
ん
に
、
わ
れ
も
し
先
づ
去
ら
ば
、
正
覚
を
取
ら
じ
〉
と
。
六
に
は
滅
罪
の
多
少
。

｛
如
前
（
※
原
本
：
同
前
）
｝
七
に
は
重
悪
の
異
。
い
は
く
、
五
逆
罪
を
造
れ
る
も
の
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も
、
ま
た
西
方
に
生
る
る
こ
と
を
得
。
兜
率
は
し
か
ら
ず
。
八
に
は
教
説
の
異
。
い

は
く
、
『
無
量
寿
経
』
に
の
た
ま
は
く
、
〈
横
に
五
の
悪
趣
を
截
り
、
悪
趣
自
然
に

閉
ぢ
、
道
に
昇
る
に
窮
極
な
か
ら
ん
。
往
き
や
す
く
し
て
人
な
し
〉
と
。
兜
率
は
し

か
ら
ず
。

十
五
の
同
の
義
あ
ら
ん
。
な
ほ
説
く
べ
か
ら
ず
。
難
生
に
お
い
て
（
原
本
：
な
お

生
じ
が
た
し
と
説
く
べ
か
ら
ず
。
）

い
は
ん
や
、
異
に
八
の
門
あ
り
。
し
か
る
を
す
な

は
ち
説
き
て
、
往
き
が
た
し
と
い
は
ん
や
。
請
ふ
、
も
ろ
も
ろ
の
学
者
、
理
お
よ
び

教
を
尋
ね
て
、
そ
の
難
易
の
二
の
門
を
鑑
み
て
、
永
く
そ
の
惑
ひ
を
除
く
べ
し
」
と
。

（
註
釈
版
七
祖
篇
八
九
〇
）

こ
れ
ら
の
説
に
准
じ
て
相
対[

461b
]

来
り
て
久
し
。
そ
の
住
滅
前
後
に
約
し
て
説
か

ば
、
新
通
義
な
り
。

「
兜
率
」
と
は
、
『
西
域
記
』
に
云
く
、
「
覩
史
陀
。
旧
に
兜
卒
陀
と
曰
う
。
兜
術
陀

の
訛
り
な
り
。
五
欲
に
お
い
て
止
足
を
知
る
が
故
に
」
と
。

「
上
生
」
と
は
、
具
さ
に
『
仏
説
観
弥
勒
菩
薩
上
生
兜
率
陀
天
経
』
一
巻
、
沮
渠
京
声

訳
（
「
貞
」
の
字
の
函
）
を
云
う
。

「
心
地
」
と
は
、
具
さ
に
『
大
乗
本
生
心
地
観
経
』
八
巻
、
般
若
等
（
「
与
」
の
字
の

函
）
を
云
う
。
こ
の
中
、
第
三
報
恩
品
及
び
第
九
功
徳
荘
厳
品
に
上
生
兜
率
の
説
あ
り
。

「
等
」
は
取
に
し
て
、
等
は
『
下
生
成
仏
』
等
の
経
を
取
る
。
余
文
解
す
べ
し
。

四
に
念
仏
諸
行
の
相
対

四
念
仏
諸
行
止

百
歳
代
也

（
四
に
念
仏
・
諸
行
二
行
の
住
滅
の
前
後
と
い
ふ
は
、
諸
行
往
生
の
諸
教
は
先
に
滅
す
、

ゆ
ゑ
に
「
経
道
滅
尽
」
と
い
ふ
。
念
仏
往
生
は
こ
の
経
特
り
留
ま
る
、
ゆ
ゑ
に
「
止
住
百

歳
」
と
い
ふ
。
ま
さ
に
知
る
べ
し
、
諸
行
往
生
は
機
縁
も
つ
と
も
浅
く
、
念
仏
往
生
は
機

縁
は
な
は
だ
深
し
。
し
か
の
み
な
ら
ず
、
諸
行
往
生
は
縁
少
な
く
、
念
仏
往
生
は
縁
多
し
。

ま
た
諸
行
往
生
は
近
く
末
法
万
年
の
時
を
局
る
。
念
仏
往
生
は
遠
く
法
滅
百
歳
の
代
に
霑

ふ
。
）

「
加
之
（
し
か
の
み
な
ら
ず
）
」
等
と
は
、
念
仏
と
諸
行
、
た
だ
機
感
の
浅
深
あ
る
の

み
に
あ
ら
ず
。
さ
ら
に
修
縁
の
多
少
を
有
す
る
に
あ
る
。
和
讃
に
云
々
（
男
女
貴
賤
こ
と
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ご
と
く
等
）
。
ま
た
さ
ら
に
化
益
の
近
遠
等
を
有
す
る
に
あ
る
な
り
。

三
に
特
留
の
所
以
に
二
。
初
に
問
。
二
に
答
。
今
は
初
。

問
曰
既
云
止

唯
此
経
乎

（

問
ひ
て
い
は
く
、
す
で
に
「
わ
れ
慈
悲
を
も
つ
て
哀
愍
し
て
、
特
に
こ
の
経
を
留
め

て
止
住
す
る
こ
と
百
歳
な
ら
ん
」
（
大
経
・
下
）
と
い
ふ
。
も
し
し
か
ら
ば
釈
尊
、
慈
悲

を
も
つ
て
し
か
も
経
教
を
留
め
た
ま
は
ん
に
、
い
づ
れ
の
経
い
づ
れ
の
教
か
、
し
か
も
留

ま
ら
ざ
ら
ん
や
。
し
か
る
を
な
ん
ぞ
余
経
を
留
め
ず
し
て
、
た
だ
こ
の
経
を
留
め
た
ま
ふ

や
。
）

文
意
見
る
べ
し
。

二
に
答
に
三
。
初
に
総
。
二
に
別
。
三
に
結
。
今
は
初
。

答
曰
縦
雖
止

其
深
意
歟

（
答
へ
て
い
は
く
、
た
と
ひ
い
づ
れ
の
経
を
留
む
と
い
へ
ど
も
、
別
し
て
一
経
を
指
さ
ば
、

ま
た
こ
の
難
を
避
ら
じ
。
た
だ
特
に
こ
の
経
を
留
む
る
、
そ
の
深
き
意
あ
る
か
。
）

「
縦
雖
」
等
と
は
、
先
に
無
窮
を
訶
め
、
「
但
特
」
等
と
は
、
次
に
所
以
を
述
べ
る
。

せ

二
に
別
に
二
。
初
に
師
釈
に
依
る
。
二
に
伏
難
を
通
す
。
今
は
初
。

若
依
善
導
止

不
留
之
也

（
も
し
善
導
和
尚
の
意
に
よ
ら
ば
、
こ
の
経
の
な
か
に
す
で
に
弥
陀
如
来
の
念
仏
往
生
の

本
願
（
第
十
八
願
）
を
説
け
り
。
釈
迦
、
慈
悲
を
も
つ
て
念
仏
を
留
め
ん
が
た
め
に
、
殊

に
こ
の
経
を
留
め
た
ま
ふ
。
余
経
の
な
か
に
は
い
ま
だ
弥
陀
如
来
の
念
仏
往
生
の
本
願
を

説
か
ず
。
ゆ
ゑ
に
釈
尊
、
慈
悲
を
も
つ
て
こ
れ
を
留
め
た
ま
は
ず
。
）

善
導
の
釈
意
の
出
は
何
れ
の
文
に
在
ら
ん
。
疏
に[

462a
]

云
わ
ざ
る
か
。
「
仏
の
本
願

に
望
む
る
に
（
※
原
本
：
望
む
る
に
、
意
）
、
衆
生
を
し
て
一
向
に
も
つ
ぱ
ら
弥
陀
仏
の
名

を
称
せ
し
む
る
に
あ
り
」
（
註
釈
版
七
祖
篇
五
〇
〇
）
等
と
。



- 77 -

二
に
伏
難
を
通
す
に
三
。
初
に
直
通
、
二
に
引
証
、
三
に
結
示
。
今
は
初
。

凡
四
十
八
止

為
往
生
規

（
お
ほ
よ
そ
四
十
八
願
み
な
本
願
な
り
と
い
へ
ど
も
、
殊
に
念
仏
を
も
つ
て
往
生
の
規
と

な
す
。
）

云
何
が
難
を
伏
す
。
謂
く
、
上
文
は
難
あ
れ
ど
も
本
願
な
ん
ぞ
広
を
限
る
。
依
正
主
伴

等
に
亘
る
が
故
に
。
故
に
今
通
す
に
規
あ
り
。
謂
く
、
規
矩
は
『
説
文
』
に
云
く
、
「
法

度
あ
る
な
り
」
と
。
『
史
』
の
「
夏
本
紀
」
に
云
く
、
「
準
縄
を
左
に
し
、
規
矩
を
右
に

し
」
と
。
規
矩
な
け
れ
ば
す
な
わ
ち
器
物
は
成
さ
ず
。
念
仏
な
け
れ
ば
す
な
わ
ち
往
生
不

遂
。

二
に
引
証

故
善
導
釈
止

仏
知
人
已
上

（
ゆ
ゑ
に
善
導
釈
し
て
い
は
く
（
法
事
讃
・
上
）
、

「
弘
誓
、
門
多
く
し
て
四
十
八
な
れ
ど
も
、
ひ
と
へ
に
念
仏
を
標
し
て
も
つ
と
も
親

し
と
な
す
。
人
よ
く
仏
（
阿
弥
陀
仏
）
を
念
ず
れ
ば
、
仏
還
り
て
念
じ
た
ま
ふ
。
専

心
に
仏
を
想
へ
ば
、
仏
、
人
を
知
り
た
ま
ふ
」
と
。
｛
以
上
｝
）

文
意
見
る
べ
し
。
事
讃
の
文
な
り
。

三
に
結
示

故
知
四
十
止

中
之
王
也

（

ゆ
ゑ
に
知
り
ぬ
、
四
十
八
願
の
な
か
に
、
す
で
に
念
仏
往
生
の
願
（
第
十
八
願
）
を

も
つ
て
本
願
中
の
王
と
な
す
と
い
ふ
こ
と
を
。
）

「
王
」
と
は
、
最
尊
の
義
を
取
る
。
王
来
臣
従
の
義
、
准
じ
て
知
る
べ
し
。

三
に
結
に
二
。
初
は
直
結
。
二
に
引
例
。
今
は
初
。
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是
以
釈
迦
止

住
百
歳
也

（
こ
こ
を
も
つ
て
釈
迦
の
慈
悲
、
特
に
こ
の
経
を
も
つ
て
止
住
す
る
こ
と
百
歳
す
る
な

り
。
）

文
意
見
る
べ
し
。

二
に
引
例

例
如
彼
観
止

念
仏
一
行
也

（
例
す
る
に
、
か
の
『
観
無
量
寿
経
』
の
な
か
に
、
定
散
の
行
を
付
属
せ
ず
し
て
、
た
だ

孤
り
念
仏
の
行
を
付
属
し
た
ま
ふ
が
ご
と
し
。
こ
れ
す
な
は
ち
か
の
仏
願
に
順
ず
る
が
ゆ

ゑ
に
、
念
仏
一
行
を
付
属
す
。
）

文
意
見
る
べ
し
。

四
に
益
布
の
三
時
に
二
。
初
に
問
。
二
に
答
え
。
今
は
初
。

問
曰
百
歳
止

末
法
之
機
也

（

問
ひ
て
い
は
く
、
百
歳
の
あ
ひ
だ
念
仏
を
留
む
べ
き
こ
と
、
そ
の
理
し
か
る
べ
し
。

こ
の
念
仏
の
行
は
、
た
だ
か
の
時
機
に
被
ら
し
む
と
や
な
さ
ん
、
は
た
正
像
末
の
機
に
通

ず
と
や
な
さ
ん
。
）

文
意
見
る
べ
し
。

[
462b

]

二
に
答

答
曰
広
可
止

其
義
応
当

（
答
へ
て
い
は
く
、
広
く
正
像
末
法
に
通
ず
べ
し
。
後
を
挙
げ
て
今
を
勧
む
。
そ
の
義
知

る
べ
し
。
）

文
意
見
る
べ
し
。
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【
科
段
⑥
（
随
文
釈
）
】

六
に
特
留
章

標
章

引
文

私
釈

特
留
の
文
意

問答

直
決

由
を
挙
ぐ

引
証

止
住
の
文
意

標釈

聖
道
浄
土
の
相
対

十
方
西
方
の
相
対

兜
率
西
方
の
相
対

念
仏
諸
行
の
相
対

特
留
の
所
以

問答

総別

師
釈
に
依
る

伏
難
を
通
す

直
通

引
証

結
示

結

直
結

引
例
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益
布
の
三
時

問答
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七
に
摂
取
章
に
三
。
初
に

弥
陀
光
明
止

行
者
之
文

（
弥
陀
の
光
明
余
行
の
も
の
を
照
ら
さ
ず
、
た
だ
念
仏
の
行
者
を
摂
取
す
る
文
。
）

今
章
の
来
意
、
上
に
准
じ
て
二
義
。

も
し
文
に
約
す
れ
ば
、
『
大
経
』
の
四
文
。
こ
れ
は
上
に
訖
る
。
『
観
経
』
の
六
文
、

宜
し
く
こ
こ
に
承
ず
べ
し
。
今
そ
の
初
な
り
。

も
し
義
に
約
す
れ
ば
、
第
四
・
第
五
は
機
広
徳
勝
を
判
ず
。
第
六
は
別
し
て
時
機
劣
相

を
示
す
。
今
章
は
別
し
て
照
護
の
益
を
明
か
す
。
あ
る
い
は
可
と
し
て
、
上
は
す
な
わ
ち

名
号
、
今
は
す
な
わ
ち
光
明
、
す
な
わ
ち
こ
れ
摂
化
十
方
の
相
な
り
。
故
に
下
に
三
心
章

あ
り
。
ま
た
こ
れ
信
心
求
念
の
相
な
り
。

摂
取
章
と
は
、
あ
る
い
は
（
決
疑
）
云
く
、
「
光
明
唯
照
念
仏
行
者
篇
」
と
。
あ
る
い

は
（
大
綱
）
云
く
、
「
光
明
摂
取
篇
」
と
。
あ
る
い
は
（
鵜
木
）
云
く
、
「
念
仏
摂
取
章
」
、

あ
る
い
は
（
聞
香
・
本
義
・
私
集
・
要
義
）
云
く
、
「
光
明
摂
取
章
」
と
。
義
に
別
途
な

し
。
今
は
略
に
従
う
の
み
。

二
に
引
文
に
三
。
勧
観
経
、
二
に
経
疏
、
三
に
念
門
。
今
は
初

観
無
量
寿
経
止

摂
取
不
捨

（

『
観
無
量
寿
経
』
に
の
た
ま
は
く
、
「
無
量
寿
仏
に
八
万
四
千
の
相
あ
り
。
一
々
の

相
に
八
万
四
千
の
随
形
好
あ
り
。
一
々
の
好
に
八
万
四
千
の
光
明
あ
り
。
一
々
の
光
明
あ

ま
ね
く
十
方
世
界
の
念
仏
の
衆
生
を
照
ら
し
、
摂
取
し
て
捨
て
た
ま
は
ず
」
と
。
）

文
は
疏
釈
の
ご
と
し
。
五
科
に
云
々
。
し
か
る
に
心
身
の
二
光
の
分
別
、
六
要
の
三
末

の
ご
と
し
（
十
二
紙
）
。
こ
の
文
に
明
か
す
。

古
に
両
点
あ
り
。
一
は
読
ん
で
「
生
」
よ
り
「
照
」
に
至
る
（
※
十
方
世
界
の
念
仏
の

衆
生
を
照
ら
し
）
（
楷
定
七
の
六
紙
、
第
三
正
義
の
意
）
。
二
は
読
ん
で
「
界
」
よ
り
「
照
」

に
至
る
（
※
十
方
世
界
を
照
ら
し
、
念
仏
の
衆
生
）
（
伝
通
三
の
三
紙
、
新
記
四
の
十
一
紙
）
。

今
は
按
ず
る
に
、
疏
科
の
両
段
、
後
の
点
は
文
に
順
ず
る
。
和
讃
云
々
（
十
方
微
塵
世
界

の
等
）
は
、
前
の
点
の
順
と
差
う
。
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[
463a

]

二
に
経
疏
に
二
。
初
に
分
科
、
二
に
問
答
。
今
は
初
。

同
経
疏
云
止

偏
蒙
照
益

（

同
経
の
『
疏
』
（
定
善
義
）
に
い
は
く
、
「
〈
無
量
寿
仏
〉
よ
り
下
〈
摂
取
不
捨
〉
に

至
る
ま
で
よ
り
こ
の
か
た
は
、
ま
さ
し
く
身
の
別
相
を
観
ず
る
に
、
光
有
縁
を
益
す
る
こ

と
を
明
か
す
。
す
な
は
ち
そ
の
五
あ
り
。
一
に
は
相
の
多
少
を
明
か
し
、
二
に
は
好
の
多

少
を
明
か
し
、
三
に
は
光
の
多
少
を
明
か
し
、
四
に
は
光
の
照
ら
す
遠
近
を
明
か
し
、
五

に
は
光
の
及
ぶ
と
こ
ろ
の
処
、
ひ
と
へ
に
摂
益
を
蒙
る
こ
と
を
明
か
す
。
）

文
相
見
る
べ
し
。

問
う
。
真
身
観
の
仏
は
真
と
な
す
か
、
化
と
な
す
か
。

答
う
。
上
の
経
文
に
云
く
、
「
無
量
寿
仏
身
（
止
）
由
旬
」
等
と
。
影
の
末
（
四
紙
）

に
云
く
、
「
眼
に
准
じ
て
の
定
ん
で
『
身
長
六
十
億
那
由
他
由
旬
恒
河
沙
』
と
は
、
あ
る

い
は
伝
訳
者
の
謬
り
」
等
と
。
台
（
妙
宗
四
の
二
十
四
紙
）
は
全
く
こ
れ
に
依
る
。

照
（
下
十
八
紙
）
に
云
く
、

仏
身
は
量
り
な
し
。
機
見
に
殊
あ
り
。
文
中
の
所
挙
は
仮
に
数
量
を
も
っ
て
非
数
量

を
顕
す
。
仏
身
の
不
可
定
を
彰
さ
ん
と
欲
す
る
が
故
に
。
す
な
わ
ち
下
に
云
く
、
前

の
所
説
の
ご
と
き
は
、
無
量
寿
仏
の
身
量
無
辺
、
こ
れ
凡
夫
の
心
力
の
及
ぶ
所
に
あ

ら
ざ
る
。
ま
た
あ
る
い
は
大
身
を
現
じ
、
虚
空
中
に
満
ち
る
こ
と
を
云
う
。
こ
の
証

を
挙
げ
、
前
の
限
量
な
き
こ
と
を
知
る
（
已
上
、
自
立
。
已
下
は
評
他
）
。
蠡
（
※

ひ
ょ
う
た
ん
を
割
っ
て
作
っ
た
器
。
巻
き
貝
の
一
種
）

の
杯
に
て
海
を
酌
み
、
丈

尺
の

じ
ょ
う
し
ゃ
く

空
を
量
る
は
こ
れ
得
べ
き
か
。
喩
え
て
見
る
べ
き
な
り
。

こ
の
釈
粗
好
し
。
今
謂
く
、
こ
の
仏
は
観
門
の
化
身
に
応
ず
る
が
故
に
。
数
量
を
説
く

は
、
た
だ
こ
の
文
な
ら
ず
。
あ
る
い
は
丈
六
を
説
き
、
あ
る
い
は
身
量
無
量
無
辺
を
言
う
。

前
後
不
同
は
何
。
け
だ
し
機
に
大
小
あ
り
、
見
に
微
著
あ
る
を
も
っ
て
の
故
に
、
説
を
し

て
参
差
あ
り
、
観
を
し
て
不
同
あ
ら
し
む
な
り
。
も
し
こ
の
義
に
約
せ
ば
、
そ
の
「
満
虚

し

ん

し

空
中
」
と
言
う
は
、
な
お
い
ま
だ
尽
十
方
無
礙
光
の
実
を
尽
く
し
え
ざ
る
な
り
。
ま
た
虫

は
も
っ
て
氷
を
語
る
べ
か
ら
ず
、
そ
れ
こ
の
謂
か
。
し
か
れ
ば
終
南
の
判
の
「
是
報
非
化
」

と
な
す
は
、
通
途
の
多
受
用
の
辺
に
約
す
る
の
み
。
祖
判
の
ご
と
き
は
、
別
途
の
願
力
成

就
の
辺
に
約
す
る
が
故
に
、
他
受
用
、
な
お
報
中
の
化
に
属
す
る
も
の
な
り
。
旨
を
得
て
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推
し
配
す
。
左
右
差
な
し
。
ま
さ
に
知
る
べ
し
、
終
南
、
報
と
な
す
。
宗
祖
、
報
中
の
化

と
な
す
。

[
463b

]

二
に
問
答
に
二
。
初
に
問
。
二
に
答
。
今
は
初

問
云
備
修
止

有
何
意
也

（
問
ひ
て
い
は
く
、
つ
ぶ
さ
に
衆
行
を
修
し
て
た
だ
よ
く
回
向
す
れ
ば
、
み
な
往
生
を
得
。

な
に
を
も
つ
て
か
仏
の
光
あ
ま
ね
く
照
ら
す
に
た
だ
念
仏
者
を
摂
す
る
、
な
ん
の
意
か
あ

る
や
。
）

文
意
解
し
易
し
。

二
に
答
に
三
。
初
に
三
縁
。
二
に
対
辨
。
三
に
総
結
。
初
の
三
縁
に
二
。
初
に
総
標
。

二
に
別
釈
。
今
は
初

答
曰
此
有
三
義

（
答
へ
て
い
は
く
、
こ
れ
に
三
義
あ
り
。
）

文
意
見
る
べ
し
。

二
に
別
釈
に
三
。
初
に
親
縁
。
二
に
近
縁
。
三
に
増
上
縁
。
今
は
初
。

一
明
親
縁
止

名
親
縁

（
一
に
は
親
縁
を
明
か
す
。
衆
生
、
行
を
起
し
て
口
に
つ
ね
に
仏
を
称
す
れ
ば
、
仏
す
な

は
ち
こ
れ
を
聞
き
た
ま
ふ
。
身
に
つ
ね
に
仏
を
礼
敬
す
れ
ば
、
仏
す
な
は
ち
こ
れ
を
見
た

ま
ふ
。
心
に
つ
ね
に
仏
を
念
ず
れ
ば
、
仏
す
な
は
ち
こ
れ
を
知
り
た
ま
ふ
。
衆
生
仏
を
憶

念
す
れ
ば
、
仏
ま
た
衆
生
を
憶
念
し
た
ま
ふ
。
彼
此
の
三
業
あ
ひ
捨
離
せ
ず
。
ゆ
ゑ
に
親

縁
と
名
づ
く
。
）

「
親
縁
」
と
は
、
光
明
名
号
は
父
母
の
ご
と
く
、
念
仏
衆
生
は
子
の
ご
と
し
。
天
性
の

相
関
な
る
が
故
に
。

「
衆
生
」
等
と
は
、
三
業
の
所
作
を
名
け
て
起
行
と
曰
う
。
こ
の
行
は
憶
念
よ
り
出
づ
。
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憶
念
と
は
信
心
の
異
名
。
こ
の
信
は
仏
の
憶
念
を
も
っ
て
体
と
な
す
。
故
に
云
く
「
聞
光

力
の
ゆ
ゑ
な
れ
ば

心
不
断
」
（
和
讃
云
々
）
と
。

他
家
は
彼
此
の
三
業
を
釈
し
て
云
く
、
「
仏
た
だ
見
聞
知
あ
り
。
衆
生
に
相
い
従
う
が

故
に
『
彼
此
』
と
云
う
」
（
伝
通
三
の
六
紙
）
。
ま
た
云
く
、
「
衆
生
の
憶
念
は
す
で
に
三

業
あ
り
。
仏
還
り
て
憶
念
す
る
が
故
に
必
ず
悉
く
三
密
加
持
あ
り
。
護
念
不
離
を
説
き
て

摂
取
不
捨
と
な
す
が
故
に
」
（
楷
定
七
の
六
紙
）
。
こ
れ
並
べ
て
然
ら
ず
。
仏
智
満
入
、

連
ね
て
機
法
一
味
の
益
を
感
ず
。
な
お
炭
火
の
ご
と
し
。
故
に
云
く
「
称
礼
念
は
自
行
に

あ
ら
ず
、
た
だ
如
来
の
行
を
行
ず
る
者
な
り
」
と
。
終
南
は
相
に
約
し
、
玄
簡
（
※
曇
鸞
）

は
礼
に
約
す
。
上
の
ご
と
し
。

二
に
近
縁
。

二
明
近
縁
止

名
近
縁
也

（
二
に
は
近
縁
を
明
か
す
。
衆
生
仏
を
見
ん
と
願
ず
れ
ば
、
仏
す
な
は
ち
念
に
応
じ
て
現

じ
て
目
の
前
に
ま
し
ま
す
。
ゆ
ゑ
に
近
縁
と
名
づ
く
。
）

伝
通
（
三
の
七
紙
）
に
云
く
、

上
の
親
縁
は
彼
此
の
同
心
を
念
じ[

464a
]

、
今
の
近
縁
は
す
な
わ
ち
一
処
来
現
な

り
。
下
文
に
「
つ
ね
に
こ
の
行
人
の
所
に
来
至
す
」
（
観
経
、
註
釈
版
一
〇
七
）
と

云
う
。
観
門
の
人
こ
の
益
あ
る
と
雖
も
、
な
お
こ
れ
化
身
。
念
仏
の
行
者
は
常
に
真

仏
を
見
る
。
龍
樹
云
く
、

も
し
人
仏
に
作
ら
ん
と
願
じ
て
、
心
に
阿
弥
陀
を
念
ず
れ
ば
、

時
に
応
じ
て
た
め
に
身
を
現
し
た
ま
ふ
。

（
註
釈
版
七
祖
篇
一
七
）

名
義
相
応
な
る
が
故
に
（
約
行
）
。
明
信
仏
智
な
る
が
故
に
（
約
心
）
。

こ
れ
を
思
え
。

三
に
増
上
縁

三
明
増
上
縁
止

増
上
縁
也
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（
三
に
は
増
上
縁
を
明
か
す
。
衆
生
称
念
す
れ
ば
、
す
な
は
ち
多
劫
の
罪
を
除
き
て
、
命

終
ら
ん
と
欲
す
る
時
、
仏
、
聖
聚
と
み
づ
か
ら
来
り
て
迎
接
し
た
ま
ふ
。
も
ろ
も
ろ
の
邪

業
繋
よ
く
礙
ふ
る
も
の
な
し
。
ゆ
ゑ
に
増
上
縁
と
名
づ
く
。
）

六
要
の
釈
は
強
た
り
（
た
ん
に
義
章
を
引
き
、
た
だ
こ
れ
訓
釈
す
）
。
ま
た
こ
れ
無
上

縁
起
な
り
。
上
の
親
近
の
二
は
現
生
の
益
を
取
り
、
こ
の
増
上
縁
は
往
生
の
益
を
明
か
す
。

問
う
。
終
時
の
来
迎
、
念
仏
最
勝
の
徳
な
り
。
こ
こ
を
も
っ
て
浄
土
の
宗
師
、
承
説
相

襲
す
。
今
家
は
来
迎
を
斥
け
る
や
。

答
う
。
こ
れ
宗
途
を
知
ら
ざ
る
の
言
。
何
ぞ
評
挙
に
足
ら
ん
。
吾
門
の
因
は
無
来
迎
を

言
わ
ず
。
し
か
し
て
不
来
迎
を
言
う
。
略
し
て
梗
槩
を
弁
ぜ
ば
、
こ
の
二
門
あ
り
。
観
経

こ

う

が

い

の
録
の
ご
と
し
。

二
に
対
辨
に
二
。
初
に
略
し
て
念
仏
を
嘆
ず
。
二
に
広
く
経
説
を
出
す
。
今
は
初
。

自
余
衆
行
止

全
非
比
挍
也

（
自
余
の
衆
行
は
こ
れ
善
と
名
づ
く
と
い
へ
ど
も
、
も
し
念
仏
に
比
ぶ
れ
ば
、
ま
つ
た
く

比
挍
に
あ
ら
ず
。
）

次
上
の
三
縁
は
義
に
就
き
て
こ
れ
を
談
ず
。
宜
し
く
文
証
に
順
ず
べ
し
。
故
に
こ
の
談

あ
り
。二

に
広
く
経
説
を
出
す
に
三
。
初
は
標
。
二
は
釈
。
三
は
結
。
今
は
初
。

是
故
諸
経
止

念
仏
功
能

（
こ
の
ゆ
ゑ
に
、
諸
経
の
な
か
に
処
々
に
広
く
念
仏
の
功
能
を
讃
む
。
）

諸
経
の
言
、
傍
正
通
じ
て
指
す
。

二
に
釈
に
三
。
初
は
大
経
、
二
は
小
経
、
三
は
観
経
。
今
は
初
。

[
464b

]

如
無
量
寿
止

名
号
得
生

（
『
無
量
寿
経
』
の
四
十
八
願
の
な
か
の
ご
と
き
は
、
た
だ
も
つ
ぱ
ら
弥
陀
の
名
号
を
念
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じ
て
生
ず
る
こ
と
を
得
と
明
か
す
。
）

玄
義
に
云
く
、
「
四
十
八
願[

※
を
発
し
た
ま
へ
り
。]

一
々
の
願
に
の
た
ま
は
く
、
」
（
註

釈
版
七
祖
篇
三
二
六
）

等
と
。
今
の
意
と
同
じ
。
准
じ
て
云
く
、
「
専
」
は
云
く
こ

れ
字
眼
た
り
。

二
に
小
経

又
如
弥
陀
止

証
誠
不
虚
也

（
ま
た
『
弥
陀
経
』
の
な
か
の
ご
と
き
は
、
一
日
七
日
も
つ
ぱ
ら
弥
陀
の
名
号
を
念
じ
て

生
ず
る
こ
と
を
得
と
。
ま
た
十
方
恒
沙
の
諸
仏
の
虚
し
か
ら
ず
と
証
誠
し
た
ま
ふ
。
）

「
専
念
」
の
専
、
ま
た
こ
れ
字
眼
。

「
又
十
」
等
と
は
、
小
経
は
諸
仏
を
も
っ
て
主
と
な
す
が
故
に
。

三
に
観
経

又
此
経
定
散
止

名
号
得
生

（
ま
た
こ
の
『
経
』
（
観
経
）
の
定
散
の
文
の
な
か
に
は
、
た
だ
も
つ
ぱ
ら
名
号
を
念
じ

て
生
ず
る
こ
と
を
得
と
標
せ
り
。
）

「
唯
専
」
の
二
字
、
字
眼
と
見
る
べ
し
。

上
来
の
三
経
、
二
は
唯
の
字
を
下
し
、
三
は
専
の
字
を
下
す
。
皆
こ
れ
優
劣
を
対
辨
す

る
の
意
な
り
。

三
は
結

此
例
非
一
也

（
こ
の
例
一
に
あ
ら
ず
。
）

傍
正
並
び
て
結
ぶ
。
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三
に
総
結

広
顕
念
仏
三
昧
竟

（
広
く
念
仏
三
昧
を
顕
し
を
は
り
ぬ
」
と
。
）

こ
れ
三
義
あ
り
。
一
は
文
に
約
す
。
謂
く
、
広
く
三
経
を
引
く
が
故
に
。

二
に
義
に
約
す
。
謂
く
、
今
は
三
経
に
依
り
て
も
っ
て
得
生
を
決
す
。
こ
こ
に
お
い
て

か
、
唯
摂
の
義
成
ず
。
本
願
の
意
明
ら
か
な
り
。
あ
に
広
顕
に
非
ず
や
。

三
に
疏
に
約
す
。
謂
く
、
経
文
は
幽
玄
に
し
て
、
古
師
皆
迷
い
て
、
も
っ
て
観
念
と
な

す
。
大
師
は
証
を
請
い
、
広
く
こ
の
深
義
を
顕
す
が
故
に
。

三
に
念
門

観
念
法
門
止

雑
業
行
者

（

『
観
念
法
門
』
に
い
は
く
、
「
ま
た
前
の
ご
と
き
の
身
相
等
の
光
一
々
あ
ま
ね
く
十

方
世
界
を
照
ら
す
に
、
た
だ
も
つ
ぱ
ら
阿
弥
陀
仏
を
念
ず
る
衆
生
の
み
あ
り
て
、
か
の
仏

の
心
光
つ
ね
に
こ
の
人
を
照
ら
し
て
、
摂
護
し
て
捨
て
た
ま
は
ず
。
す
べ
て
余
の
雑
業
の

行
者
を
照
摂
す
る
こ
と
を
ば
論
ぜ
ず
」
と
。
）

「
観
念
」
等
と
は
、
護
念
増
上[

465a
]

縁
を
明
か
す
文
な
り
。
信
末
（
八
紙
）
に
引

き
て
心
光
の
摂
益
を
証
す
る
。
文
意
見
る
べ
し
。

問
う
。
真
身
観
の
文
、
本
書
は
引
用
せ
ざ
る
は
何
。

答
う
。
釈
に
依
り
て
経
を
取
り
た
る
こ
れ
一
例
な
り
。
行
巻
（
十
九
）
は
『
礼
讃
』
を

引
き
（
た
だ
念
仏
の
衆
生
を
観
そ
な
は
し
て
、
摂
取
し
て
捨
て
ざ
る
が
ゆ
ゑ
に
、
阿
弥
陀

と
名
づ
く
）
、
信
末
（
八
紙
）
は
念
門
を
引
く
（
す
な
わ
ち
今
の
文
）
等
こ
れ
な
り
。
こ

れ
に
加
え
て
総
序
に
「
摂
取
不
捨
の
真
言
」
と
云
い
、
行
巻
（
三
十
四
紙
）
に
は
、

い
か
に
い
は
ん
や
十
方
群
生
海
、
こ
の
行
信
に
帰
命
す
れ
ば
摂
取
し
て
捨
て
た
ま
は

ず
。
ゆ
ゑ
に
阿
弥
陀
仏
と
名
づ
け
た
て
ま
つ
る
と
。
こ
れ
を
他
力
と
い
ふ
。

（
註
釈
版
一
八
六
）

ま
た
行
巻
（
四
十
三
）
に
は
「
摂
不
摂
対
」
と
云
い
（
禿
鈔
ま
た
同
じ
）
、
偈
に
は
「
摂



- 88 -

取
心
光
常
照
護
」
と
云
い
、
ま
た
「
我
亦
在
彼
摂
取
中
」
と
云
う
。
信
巻
本
初
に
は
「
心

光
照
護
の
一
心
」
と
云
い
、
ま
た
（
三
本
の
十
五
紙
）
『
要
集
』
（
「
我
亦
在
彼
」
等
の
文
）

を
引
き
、
ま
た
（
末
の
初
）
「
心
光
常
護
の
益
」
と
云
い
、
ま
た
末
（
八
紙
）
に
は
二
文

（
「
唯
有
念
仏
蒙
光
摂
」
等
の
文
、
ま
た
「
但
有
専
念
」
等
の
文
云
々
）
を
引
く
。
『
禿

鈔
』
下
（
二
十
紙
）
に
は
二
河
の
文
を
釈
し
て
云
く
、

「
護
」
の
言
は
、
阿
弥
陀
仏
果
成
の
正
意
を
顕
す
な
り
、
ま
た
摂
取
不
捨
を
形
す
の

貌
な
り
（
註
釈
版
五
三
九
）

化
本
（
十
六
）
に
は
云
く
、「
仏
心
の
光
明
、
余
の
雑
業
の
行
者
を
照
摂
せ
ざ
る
な
り
。
」

（
註
釈
版
三
九
六
）
と
。
そ
の
他
和
讃
・
消
息
等
の
中
、
発
口
こ
れ
に
及
ぶ
に
枚
挙
す
べ

か
ら
ざ
る
。
こ
れ
を
思
え
。

三
に
私
釈
に
二
。
初
に
問
、
二
に
答
。
今
は
初
。

私
問
曰
止

有
何
意
乎

（

わ
た
く
し
に
問
ひ
て
い
は
く
、
仏
の
光
明
た
だ
念
仏
者
を
照
ら
し
て
、
余
行
の
も
の

を
照
ら
さ
ざ
る
は
な
ん
の
意
か
あ
る
や
。
）

文
意
知
る
べ
し
。

二
に
答
に
二
。
初
に
標
、
二
に
釈
。
今
は
初
。

答
曰
解
有
二
義

（
答
へ
て
い
は
く
、
解
す
る
に
二
の
義
あ
り
。
）

文
意
見
る
べ
し
。

二
に
釈
に
二
。
初
は
義
に
就
い
て
解
す
。
二
に
文
に
就
い
て
解
す
。
初
の
義
に
就
い

て
解
す
に
二
。
初
は[

465b
]

三
縁
に
約
す
。
二
に
本
願
に
約
す
。
今
は
初
。

一
者
親
縁
等
三
義
如
文
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（
一
に
は
親
縁
等
の
三
の
義
、
文
の
ご
と
し
。
）

所
引
の
文
を
指
す
。

二
に
本
願
を
約
す
に
二
。
初
は
直
述
、
二
に
引
証
。
今
は
初
。

二
者
本
願
止

故
照
摂
之

（
二
に
は
本
願
の
義
、
い
は
く
余
行
は
本
願
に
あ
ら
ざ
る
が
ゆ
ゑ
に
、
こ
れ
を
照
摂
し
た

ま
は
ず
。
念
仏
は
こ
れ
本
願
の
ゆ
ゑ
に
、
こ
れ
を
照
摂
し
た
ま
ふ
。
）

上
は
す
な
わ
ち
親
疎
・
近
遠
・
強
弱
対
な
り
。
す
な
わ
ち
有
願
無
願
対
な
り
。

二
に
引
証

故
善
導
和
尚
止

為
強
已
上

（
ゆ
ゑ
に
善
導
和
尚
の
『
六
時
礼
讃
』
に
い
は
く
、

「
弥
陀
の
身
色
は
金
山
の
ご
と
し
。
相
好
の
光
明
は
十
方
を
照
ら
す
。

た
だ
仏
を
念
ず
る
の
み
あ
り
て
光
接
を
蒙
る
。
ま
さ
に
知
る
べ
し
、
本
願
も
つ
と

も
強
し
と
な
す
」
と
。
｛
以
上
｝
）

日
中
讃
の
文
。
信
末
（
八
紙
）
に
「
心
光
常
護
益
」
を
引
証
す
る
者
な
り
。

二
に
文
に
就
い
て
解
す
る
に
二
。
初
は
正
牒
、
二
は
随
釈
。
今
は
初
。

又
所
引
文
止

比
校
（
手
扁
）
也

（

ま
た
引
く
と
こ
ろ
の
文
（
定
善
義
）
の
な
か
に
、
「
自
余
衆
善
雖
名
是
善
若
比
念
仏

者
全
非
比
校
也
」
と
い
ふ
は
、
）

文
意
見
る
べ
し
。

二
に
随
釈
に
二
。
初
は
行
の
麤
妙
に
約
す
。
二
に
願
の
有
無
に
約
す
。
今
は
初
。
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意
云
此
約
止

全
非
比
校
（
手
扁
）
也

（
意
の
い
は
く
、
こ
れ
浄
土
門
の
諸
行
に
約
し
て
比
論
す
る
と
こ
ろ
な
り
。
念
仏
は
こ
れ

す
で
に
二
百
一
十
億
の
な
か
に
選
取
す
る
と
こ
ろ
の
妙
行
な
り
。
諸
行
は
こ
れ
す
で
に
二

百
一
十
億
の
な
か
に
選
捨
す
る
と
こ
ろ
の
粗
行
な
り
。
ゆ
ゑ
に
「
全
非
比
校
也
」
と
い
ふ
。
）

文
意
見
る
べ
し
。

二
に
願
の
有
無
に
約
す
。

又
念
仏
止

全
非
比
校
（
手
扁
）
也

（
ま
た
念
仏
は
こ
れ
本
願
の
行
な
り
。
諸
行
は
こ
れ
本
願
に
あ
ら
ず
。
ゆ
ゑ
に
「
全
非
比

校
也
」
と
い
ふ
。
）

文
意
見
る
べ
し
。
か
く
の
ご
と
き
二
義
の
差
別
如
何
。

答
う
。
初
は
選
択
の
初
相
に
約
し
、
後
は
摂
取
の
後
相
に
就
く
。
こ
れ
異
と
な
す
の
み
。

【
科
段
⑦
（
随
文
釈
）
】

七
に
摂
取
章

標
章

引
文

勧
観
経

経
疏

分
科

問
答

問答

三
縁

総
標

別
釈

親
縁

近
縁

増
上
縁
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対
辨

略
し
て
念
仏
を
嘆
ず

広
く
経
説
を
出
す

標釈

大
経

小
経

観
経

結

総
結

念
門

私
釈

問答

標釈

義
に
就
い
て
解
す

三
縁
に
約
す

本
願
に
約
す

直
述

引
証

文
に
就
い
て
解
す

正
牒

随
釈

行
の
麤
妙
に
約
す

願
の
有
無
に
約
す
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八
に
三
心
章
に
三
。
初
に
標
章
。
二
に
引
文
。
三
に
私
釈
。
今
は
初
。

念
仏
行
者
止

三
心
之
文

（
【8

】

念
仏
の
行
者
か
な
ら
ず
三
心
を
具
足
す
べ
き
文
。
）

今
章
の
来
意
、
上
に
准
ず
る
に
二
義
。
も
し[

466a
]

文
に
約
せ
ば
、
『
観
経
』
第
二
の

上
を
承
け
て
来
る
の
み
。
も
し
義
に
約
せ
ば
、
承
に
近
遠
あ
り
。
そ
の
近
承
と
は
、
次
上

の
二
章
、
光
明
名
号
摂
化
十
方
、
今
す
な
わ
ち
こ
れ
を
承
け
る
。
「
但
使
信
心
求
念
相
」

な
り
。
そ
の
遠
承
と
は
、
本
願
章
の
ご
と
し
。

念
仏
を
宗
と
な
す
は
、
文
の
理
極
成
に
し
て
、
「
但
其
受
行
」
は
、
猶
し
濫
れ
る
こ
と

な
き
に
あ
ら
ず
。

今
更
に
判
じ
て
云
く
、
信
を
能
入
と
な
す
、
こ
れ
は
こ
れ
真
宗
の
肝
要
、
念
仏
の
奥
義

な
る
も
の
な
り
。
来
の
哲
、
こ
れ
を
思
え
。

二
に
引
文
に
三
。
初
に
経
文
、
二
に
疏
文
、
三
に
讃
文
。
今
は
初
。

観
無
量
寿
止

必
生
彼
国

（

『
観
無
量
寿
経
』
に
の
た
ま
は
く
、
「
も
し
衆
生
あ
り
て
か
の
国
に
生
ぜ
ん
と
願
ず

る
も
の
は
、
三
種
の
心
を
発
し
て
即
便
往
生
し
な
ん
。
な
ん
ら
を
か
三
と
な
す
。
一
に
は

至
誠
心
、
二
に
は
深
心
、
三
に
は
回
向
発
願
心
な
り
。
三
心
を
具
す
れ
ば
か
な
ら
ず
か
の

国
に
生
ず
」
と
。
）

文
義
、
疏
の
ご
と
し
。
今
祖
判
に
依
る
に
、
文
に
云
う
「
発
三
種
心
即
便
往
生
」
と
は
、

衆
義
の
権
輿
、
談
ず
る
に
何
ぞ
容
易
な
ら
ん
。
禿
鈔
下
（
二
十
二
）
に
云
く
、

ひ
そ
か
に
『
観
経
』
の
三
心
往
生
を
案
ず
れ
ば
、
こ
れ
す
な
は
ち
諸
機
自
力
各
別
の

三
心
な
り
。
『
大
経
』
の
三
信
に
帰
せ
し
め
ん
が
た
め
な
り
、
諸
機
を
勧
誘
し
て
三

信
に
通
入
せ
し
め
ん
と
欲
ふ
な
り
。
三
信
と
は
、
こ
れ
す
な
は
ち
金
剛
の
真
心
、
不

可
思
議
の
信
心
海
な
り
。
ま
た
「
即
往
生
」
と
は
、
こ
れ
す
な
は
ち
難
思
議
往
生
・

真
の
報
土
な
り
。
「
便
往
生
」
と
は
、
す
な
は
ち
こ
れ
諸
機
各
別
の
業
因
果
成
の
土

な
り
、
胎
宮
・
辺
地
・
懈
慢
界
、
双
樹
林
下
往
生
な
り
、
ま
た
難
思
往
生
な
り
と
、

知
る
べ
し
。

（
註
釈
版
五
四
一
）
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こ
の
文
意
に
准
ず
れ
ば
、
三
心
こ
れ
因
、
往
生
こ
れ
果
、
因
す
で
に
差
あ
り
、
果
あ
に

別
な
し
。
云
何
が
因
差
。
定
散
諸
機
各
別
の
三
心
故
に
。
云
何
が
果
別
。
疑
城
胎
宮
辺
地

懈
慢
諸
土
故
に
。

所
承
あ
ら
ん
と
す
る
や
、
所
承
な
か
ら
ん
と
す
る
や
。

か
く
の
ご
と
き
深
義
あ
に
所
承
な
き
や
。
因
差
は
玄
簡
を
承
く
。
果
別
は
西
河
を
承
く
。

『
論
註
』
上
に
云
く
、

「
真
実
功
徳[

466b
]

相
」
と
は
、
二
種
の
功
徳
あ
り
。
一
に
は
有
漏
の
心
よ
り
生

じ
て
法
性
に
順
ぜ
ず
。
い
は
ゆ
る
凡
夫
人
天
の
諸
善
、
人
天
の
果
報
、
も
し
は
因
も

し
は
果
、
み
な
こ
れ
顛
倒
、
み
な
こ
れ
虚
偽
な
り
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
不
実
の
功
徳
と
名

づ
く
。

（
註
釈
版
七
祖
篇
五
六
）

等
と
。
こ
れ
は
こ
れ
因
差
、
玄
簡
を
承
け
る
な
り
。
『
安
楽
集
』
上
に
云
く
、

相
善
は
力
微
な
る
を
も
つ
て
、
た
だ
相
土
に
生
じ
て
た
だ
報
化
の
仏
を
見
（
※
原
本

：
覩
）
る
。

（
註
釈
版
七
祖
篇
一
九
七
）

等
と
。
こ
れ
は
こ
れ
果
別
、
西
河
を
承
け
る
な
り
。

経
疏
に
云
う
「
真
実
に
二
種
あ
り
」
等
、
禿
鈔
の
冒
註
に
二
力
の
義
を
分
別
す
る
と
全
く

䐇
合
す
（
？
）
。

二
に
疏
文
に
四
。
初
に
至
誠
心
。
二
に
深
心
。
三
に
発
願
心
。
四
に
総
結
。
初
の
至

誠
心
の
中
に
三
。
初
に
標
、
二
に
釈
、
三
に
結
。
今
は
初
。

同
経
疏
云
止

至
誠
也

（

同
経
の
『
疏
』
（
散
善
義
）
に
い
は
く
、
「
『
経
』
（
観
経
）
に
の
た
ま
は
く
、
〈
一
に

は
至
誠
心
〉
と
。
）

六
要
に
云
く
、
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依
文
の
三
巻
、
一
々
に
『
経
』
を
釈
す
。
何
ぞ
こ
の
文
に
限
り
て
、
こ
の
言
を
置
く

や
。
答
。
言
う
所
の
三
心
は
、
一
経
の
眼
目
、
出
離
の
要
道
な
り
。
故
に
仏
言
を
挙

げ
て
信
順
を
勧
む
る
な
り
。

（
浄
真
全
四
一
一
〇
四
）

凡
そ
疏
中
に
「
経
云
」
の
言
を
置
く
は
、
玄
義
の
釈
名
の
初
と
二
処
に
し
て
已
む
。
並

に
こ
れ
枢
要
の
処
な
り
。

二
に
釈
に
三
。
初
に
字
訓
、
二
に
総
じ
て
勧
誡
を
釈
す
、
三
に
別
し
て
二
利
を
釈
す
。

今
は
初
。

至
者
真
誠
者
実

（
〈
至
〉
は
真
な
り
。
〈
誠
〉
は
実
な
り
。
）

信
本
に
云
く
、

至
心
と
い
ふ
は
、
至
と
は
す
な
は
ち
こ
れ
真
な
り
、
実
な
り
、
誠
な
り
。
心
と
は
す

な
は
ち
こ
れ
種
な
り
、
実
な
り
。

（
註
釈
版
二
二
九
）

真
実
の
訓
、
こ
の
文
を
取
る
か
。
六
要
に
云
く
、

「
至
」
の
学
（
※
原
本
：
字
）
「
真
」
の
訓
、
管
見
い
ま
だ
覃
ば
ず
。
た
だ
か
く
の

ご
と
き
の
例
、
聖
典
に
こ
れ
多
し
。
い
わ
ん
や
大
権
の
釈
、
仰
い
で
こ
れ
を
信
ず
べ

し
。

（
浄
真
全
四
一
一
〇
四
）

今
謂
く
か
く
の
ご
と
き
の
義
釈
、
我
よ
り
始
と
成
し
、
何
ぞ
必
ず[

467a
]

俗
典
を
取

ら
ん
と
す
。
私
釈
の
相
対
、
禿
鈔
の
拡
充
、
旨
を
得
て
領
会
す
。

二
に
総
じ
て
勧
誡
を
釈
す
に
四
。
初
に
真
実
を
勧
む
。
二
に
虚
仮
を
誡
め
る
。
三
に

誡
の
由
を
明
か
す
。
四
に
勧
の
由
を
明
か
す
。
今
は
初
。

欲
明
一
切
止

心
中
作
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（
一
切
衆
生
の
身
口
意
業
に
修
す
る
と
こ
ろ
の
解
行
、
か
な
ら
ず
真
実
心
の
う
ち
に
な
す

べ
き
こ
と
を
明
か
さ
ん
と
欲
す
。
）

六
要
に
云
く
、

「
欲
明
」
等
と
は
、
勧
門
の
釈
也
。
須
の
字
の
訓
用
の
訓
を
用
う
べ
し
。
「
心
中
作
」

と
は
行
者
の
作
に
非
ず
、
佛
の
所
作
に
約
す
、
是
則
凡
心
は
真
実
に
非
る
が
故
に
、

佛
心
真
実
の
徳
に
帰
す
る
に
依
て
其
の
佛
徳
と
為
し
て
往
生
の
益
を
得
、
其
の
所
帰

に
就
て
真
実
心
と
云
ふ
、
依
主
釈
也
。
（
真
聖
全
二
・
二
七
九
）

信
本
に
云
く
、

ひ
そ
か
に
こ
の
心
を
推
す
る
に
、
一
切
の
群
生
海
、
無
始
よ
り
こ
の
か
た
乃
至
今
日

今
時
に
至
る
ま
で
、
穢
悪
汚
染
に
し
て
清
浄
の
心
な
し
、
虚
仮
諂
偽
に
し
て
真
実
の

心
な
し
。
こ
こ
を
も
つ
て
如
来
、
一
切
苦
悩
の
衆
生
海
を
悲
憫
し
て
、
不
可
思
議
兆

載
永
劫
に
お
い
て
、
菩
薩
の
行
を
行
じ
た
ま
ひ
し
と
き
、
三
業
の
所
修
、
一
念
一
刹

那
も
清
浄
な
ら
ざ
る
こ
と
な
し
、
真
心
な
ら
ざ
る
こ
と
な
し
。
如
来
、
清
浄
の
真
心

を
も
つ
て
、
円
融
無
碍
不
可
思
議
不
可
称
不
可
説
の
至
徳
を
成
就
し
た
ま
へ
り
。
如

来
の
至
心
を
も
つ
て
、
諸
有
の
一
切
煩
悩
悪
業
邪
智
の
群
生
海
に
回
施
し
た
ま
へ
り
。

す
な
は
ち
こ
れ
利
他
の
真
心
を
彰
す
。
ゆ
ゑ
に
疑
蓋
雑
は
る
こ
と
な
し
。
こ
の
至
心

は
す
な
は
ち
こ
れ
至
徳
の
尊
号
を
そ
の
体
と
せ
る
な
り
。

こ
こ
を
も
つ
て
『
大
経
』
（
上
）
に
の
た
ま
は
く
、
「
不
生
欲
覚
」
（
乃
至
）
功
徳

成
就
」
已
上

（
註
釈
版
二
三
一
）

二
に
虚
偽
仮
を
誡
め
る

不
得
外
現
止

真
実
業
也

（
外
に
賢
善
精
進
の
相
を
現
じ
、
内
に
虚
仮
を
懐
く
こ
と
を
得
ざ
れ
。
貪
瞋
・
邪
偽
・
奸

詐
百
端
に
し
て
悪
性
侵
し
が
た
し
。
事
、
蛇
蝎
に
同
じ
。
三
業
を
起
す
と
い
へ
ど
も
名
づ

け
て
雑
毒
の
善
と
な
す
。
ま
た
虚
仮
の
行
と
名
づ
く
。
真
実
の
業
と
名
づ
け
ず
。
）

六
要
に
云
く
、
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「
不
得
」
等
と
は
、
誡
門
の[

467b
]

釈
也
。
此
の
句
の
文
点
、
現
よ
り
得
に
還
る
、

当
流
の
学
者
定
て
存
知
か
。

（
真
聖
全
二
・
二
七
九
）

「
蛇
蝎
」
と
は
、
法
華
譬
喩
品
に
云
く
、
「
蚖
蝎
（
※
蛇
）

蝮
蝎
」
と
。
文
句
云
く
、

蚖
蛇
は
毒
を
盛
り
、
触
ら
ず
し
て
吸
う
。
非
理
に
し
て
嗔
を
生
ず
に
譬
う
。
蝮
蝎
は

も
し
触
れ
ば
す
な
わ
ち
螫
す
。
理
に
執
し
て
瞋
す
に
譬
う
。
述
懐
讃
の
ご
と
し
。

三
に
誡
の
由
を
明
か
す

若
作
如
此
止

必
不
可
也

（
も
し
か
く
の
ご
と
き
安
心
・
起
行
を
な
せ
ば
、
た
と
ひ
身
心
を
苦
励
し
て
、
日
夜
十
二

時
急
に
走
り
急
に
な
し
て
、
頭
燃
を
救
（
※
原
本
：
灸
）

ふ
が
ご
と
く
す
と
も
、
す
べ
て

雑
毒
の
善
と
名
づ
く
。
こ
の
雑
毒
の
行
を
回
ら
し
て
、
か
の
仏
の
浄
土
に
生
ず
る
こ
と
を

求
め
ん
と
欲
せ
ば
、
こ
れ
か
な
ら
ず
不
可
な
り
。
）

六
要
云
く
、

「
若
作
」
等
と
は
、
自
力
の
善
雑
毒
た
る
が
故
に
身
心
を
励
す
と
雖
も
往
生
を
得
ざ

る
こ
と
を
明
す
。

（
真
聖
全
二
・
二
七
九
）

「
如
灸
」
等
と
は
、
止
観
に
云
く
、
「
頭
然
を
救
う
が
ご
と
し
」
と
。
今
ま
た
准
じ
て

解
す
。四

に
勧
の
由
を
明
か
す

何
以
故
止

亦
皆
真
実

（
な
に
を
も
つ
て
の
ゆ
ゑ
ぞ
。
ま
さ
し
く
か
の
阿
弥
陀
仏
の
因
中
に
菩
薩
の
行
を
行
じ
た

ま
ひ
し
時
に
、
乃
至
一
念
一
刹
那
も
、
三
業
に
修
す
る
と
こ
ろ
、
み
な
こ
れ
真
実
心
の
う

ち
に
な
し
た
ま
ひ
し
に
よ
り
て
な
り
。
お
ほ
よ
そ
施
為
・
趣
求
す
る
と
こ
ろ
、
ま
た
み
な

真
実
な
る
べ
し
。
）
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六
要
に
云
く
、

「
何
以
故
」
と
は
、
懲
問
の
言
也
。
こ
れ
雑
毒
虚
仮
の
行
不
生
の
由
を
懲
す
。
「
正

由
」
等
と
は
、
（
※
省
略
：
是
れ
其
の
答
也
。
）

言
う
こ
こ
ろ
は
か
の
浄
土
弥
陀
の
因

行
・
果
報
よ
り
起
る
、
因
中
の
所
修
皆
是
れ
真
実
な
り
。
故
に
生
ぜ
ん
と
欲
は
ん
者

真
実
な
る
べ
し
と
也
。

問
う
。
凡
夫
の
心
は
本
是
れ
不
実
な
り
、
争
で
か
彼
の
佛
の
所
行
の
真
実
に
斉
か

ら
ん
。
答
う
。
佛
願
に
帰
す
る
を
以
て
真
実
と
名
く
也
。

（
真
聖
全
二
・
二
七
九
）

等
と
。
ま
た
云
く
、

施
為
の
名
目
之
を
依
用
せ
ず
、
「
凡
所
施
」
は
、
是
れ
如
来
の
施
、
佛
は
是
れ
能
施
、

「
為
趣
求
」
と
は
、
是
れ
行
者
に
約
す
、

（
真
聖
全
二
・
二
八
〇
）

三
に
別
に
二
利
を
釈
す
に
二
。
初
に
標
列
、
二
に
随
釈
。
今
は
初

又
真
実
有
止

利
他
真
実

（
ま
た
真
実
に
二
種
あ
り
。
一
に
は
自
利
の
真
実
、
二
に
は
利
他
の
真
実
な
り
。
）

六
要
に
云
く
、
「
「
又
真
」
等
と
は
、
重
て[

468a
]

真
実
を
釈
す
」
等
と
。
ま
た
禿
鈔

下
に
云
く
、

ま
た
真
実
に
二
種
あ
り
、
一
つ
に
は
自
利
真
実
、
二
つ
に
は
利
他
真
実
な
り
」
と
。

利
他
真
実
に
つ
い
て
、
ま
た
二
種
あ
り
。

一
つ
に
は
、
「
お
ほ
よ
そ
施
し
た
ま

ふ
と
こ
ろ
趣
求
を
な
す
は
、
ま
た
み
な
真
実
な
り
」
（
散
善
義
）
と
、
二
つ
に
は
、

「
不
善
の
三
業
は
か
な
ら
ず
真
実
心
の
な
か
に
捨
て
た
ま
ひ
し
を
須
ゐ
よ
。

ま
た
も
し
善
の
三
業
を
起
さ
ば
か
な
ら
ず
真
実
心
の
な
か
に
な
し
た
ま
ひ
し
を
須

ゐ
て
、
内
外
・
明
闇
を
簡
ば
ず
、
み
な
真
実
を
須
ゐ
る
が
ゆ
ゑ
に
至
誠
心
と
名
づ
く
」

（
註
釈
版
五
一
八
）

こ
の
文
併
せ
て
披
く
。
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二
に
随
釈
に
二
。
初
に
自
利
真
実
。
二
に
利
他
真
実
。
初
の
自
利
真
実
に
二
。
初
は

厭
離
真
実
。
二
は
欣
求
真
実
。
初
に
厭
離
真
実
に
二
。
初
は
標
。
二
は
釈
。
今
は
初
。

言
自
利
真
実
止

復
有
二
種

（
自
利
の
真
実
と
い
ふ
は
、
ま
た
二
種
あ
り
。
）

禿
鈔
に
云
く
、

自
利
真
実
に
つ
い
て
、
ま
た
二
種
あ
り
。

一
に
は
厭
離
真
実
な
り
。

聖
道
門

難
行
道

竪
出

自
力

竪
出
と
は
難
行
道
の
教
な
り
、
厭
離
を
も
つ
て
本
と
す
、
自
力
の
心
な
る
が
ゆ
ゑ

な
り
。

二
に
は
欣
求
真
実
な
り
。

浄
土
門

易
行
道

横
出

他
力

横
出
と
は
易
行
道
の
教
な
り
、
欣
求
を
も
つ
て
本
と
す
、
な
に
を
も
つ
て
の
ゆ
ゑ

に
、
願
力
に
よ
り
て
生
死
を
厭
捨
せ
し
む
る
が
ゆ
ゑ
な
り
と
。
（
註
釈
版
五
二
〇
）

今
は
こ
れ
を
併
せ
て
披
く
。

二
に
釈
に
二
。
初
は
悪
を
廃
す
。
二
は
善
を
修
す
。
今
は
初
。

一
者
真
実
止

真
如
是
也

（
一
に
は
真
実
心
の
う
ち
に
、
自
他
の
諸
悪
お
よ
び
穢
国
等
を
制
捨
し
て
、
行
住
坐
臥
に

一
切
の
菩
薩
の
諸
悪
を
制
捨
す
る
に
同
じ
く
、
わ
れ
も
ま
た
か
く
の
ご
と
く
な
ら
ん
と
想

ふ
な
り
。
）

文
意
見
る
べ
し
。
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二
に
善
を
修
す
。

[
468b

]

二
者
真
実
止

凡
聖
等
善

（
二
に
は
真
実
心
の
う
ち
に
、
自
他
の
凡
聖
等
の
善
を
勤
修
し
て
、
）

文
意
見
る
べ
し
。

二
に
欣
求
真
実
に
三
。
初
に
口
業
、
二
に
身
業
、
三
に
意
業
。
初
の
口
業
に
二
。
初

に
欣
求
相
。
二
に
厭
離
相
。
今
は
初
。

真
実
心
中
口
業
止

依
正
二
報

（
真
実
心
の
う
ち
に
、
口
業
を
も
つ
て
か
の
阿
弥
陀
仏
お
よ
び
依
正
二
報
を
讃
歎
し
、
）

科
に
准
じ
て
解
す
べ
し
。

二
に
厭
離
相
。

又
真
実
心
中
口
業
止

随
喜
也

（
ま
た
真
実
心
の
う
ち
に
、
口
業
を
も
つ
て
三
界
・
六
道
等
の
自
他
の
依
正
二
報
の
苦
悪

の
事
を
毀
厭
し
、
ま
た
一
切
衆
生
の
三
業
所
為
の
善
を
讃
歎
す
。
善
業
に
あ
ら
ざ
る
を
ば

つ
つ
し
み
て
こ
れ
を
遠
ざ
か
れ
、
ま
た
随
喜
せ
ざ
れ
。
）

科
に
准
じ
て
解
す
べ
し
。

二
に
身
業
に
二
。
初
に
欣
求
相
。
二
に
厭
離
相
。
今
は
初
。

又
真
実
心
中
身
業
止

依
正
二
報

（
ま
た
真
実
心
の
う
ち
に
、
身
業
を
も
つ
て
合
掌
礼
敬
し
、
四
事
等
を
も
つ
て
か
の
阿
弥

陀
仏
お
よ
び
依
正
二
報
を
供
養
す
。
）

科
に
准
じ
て
解
す
べ
し
。
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二
に
厭
離
相
。

又
真
実
心
中
身
業
止

依
正
二
報

（
ま
た
真
実
心
の
う
ち
に
、
身
業
を
も
つ
て
こ
の
生
死
三
界
等
の
自
他
の
依
正
二
報
を
軽

慢
し
厭
捨
し
、
）

科
に
准
じ
て
解
す
べ
し
。

三
に
意
業
に
二
。
初
に
欣
求
相
。
二
に
厭
離
相
。
今
は
初
。

又
真
実
心
中
意
業
止

如
現
目
前

（
ま
た
真
実
心
の
う
ち
に
、
意
業
を
も
つ
て
か
の
阿
弥
陀
仏
お
よ
び
依
正
二
報
を
思
想
し

観
察
し
憶
念
し
て
、
目
前
に
現
ず
る
が
ご
と
く
に
し
、
）

科
に
准
じ
て
解
す
べ
し
。

二
に
厭
離
相
。

又
真
実
心
中
意
止

依
正
二
報

（
ま
た
真
実
心
の
う
ち
に
、
意
業
を
も
つ
て
こ
の
生
死
三
界
等
の
自
他
の
依
正
二
報
を
軽

賤
し
厭
捨
し
、
）

科
に
准
じ
て
解
す
べ
し
。

二
に
利
他
真
実
に
二
。
初
に
悪
を
廃
す
。
二
に
善
を
修
す
。
今
は
初
。

不
善
三
業
止

心
中
捨

（
不
善
の
三
業
を
ば
か
な
ら
ず
す
べ
か
ら
く
真
実
心
の
う
ち
に
捨
つ
べ
し
。
）

科
に
准
じ
て
解
す
べ
し
。

二
に
善
を
修
す
。
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[
469a

]

又
若
起
善
止

心
中
作

（
ま
た
も
し
善
の
三
業
を
起
さ
ば
、
か
な
ら
ず
す
べ
か
ら
く
真
実
心
の
う
ち
に
な
す
べ
し
。

内
外
明
闇
を
簡
ば
ず
、
み
な
す
べ
か
ら
く
真
実
な
る
べ
し
。
）

科
に
准
じ
て
解
す
べ
し
。

三
に
結
。

故
名
至
誠
心

（
ゆ
ゑ
に
至
誠
心
と
名
づ
く
。
）

文
意
知
る
べ
し
。
上
来
の
分
科
は
全
く
禿
鈔
に
依
る
。
ま
た
信
本
（
六
右
）
の
引
証
に

依
る
。
こ
の
釈
は
乃
至
の
言
を
置
く
。
中
間
の
自
利
真
実
・
欣
求
真
実
等
の
八
段
の
文
を

越
隔
す
。
鈔
の
意
と
同
じ
。
ま
た
化
本
（
八
左
）
に
こ
の
八
段
を
引
く
。
「
亦
復
」
の
意

同
じ
。二

は
深
信
に
二
。
初
は
標
、
二
は
釈
。
今
は
初
。

二
者
深
信

（

〈
二
に
は
深
心
〉
と
。
）

文
顕
見
る
べ
し
。
禿
鈔
は
七
の
深
信
相
に
広
げ
る
。
次
下
に
自
詳
す
。

二
に
釈
に
二
。
初
は
総
釈
、
二
は
別
顕
。
今
は
初
。

言
深
信
者
止

信
之
心
也

（
〈
深
心
〉
と
い
ふ
は
す
な
は
ち
こ
れ
深
信
の
心
な
り
。
）

六
要
に
云
く
、
「
深
等
と
言
う
は
、
能
信
の
相
を
明
か
す
」
と
。

二
に
別
顕
に
二
。
初
は
略
釈
、
二
は
広
釈
。
今
は
初
。
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亦
有
二
種

（
ま
た
二
種
あ
り
。
）

六
要
に
云
く
、
「
亦
有
等
と
は
、
こ
れ
す
な
わ
ち
機
法
二
種
の
信
心
か
」
と
。

二
に
広
釈
に
二
。
初
に
就
人
立
信
、
二
に
就
行
立
信
。
初
の
就
人
立
信
に
三
。
初
に

初
信
の
機
、
二
に
信
法
、
三
に
総
結
。
今
は
初
。

一
者
決
定
止

出
離
之
縁

（
一
に
は
決
定
し
て
深
く
、
自
身
は
現
に
こ
れ
罪
悪
生
死
の
凡
夫
、
曠
劫
よ
り
こ
の
か
た

つ
ね
に
没
し
つ
ね
に
流
転
し
て
、
出
離
の
縁
あ
る
こ
と
な
し
と
信
ず
。
）

六
要
に
云
く
、

「
無
有
」
等
と
は
、
正
く[

469b
]

有
善
・
無
善
を
論
ぜ
ず
自
の
功
を
仮
ら
ず
、
出

離
偏
に
他
力
に
在
こ
と
を
明
す
。
聖
道
の
諸
教
は
盛
に
生
佛
一
如
の
理
を
談
ず
、
今

の
教
は
自
力
の
功
無
こ
と
を
知
に
依
て
偏
に
佛
力
に
帰
す
、
之
に
依
て
此
の
信
殊
に

最
要
也
。

（
聖
典
全
書
四
・
一
一
〇
七
）

問
う
。
禿
鈔
は
七
深
信
を
列
す
る
中
、
こ
の
深
信
を
釈
し
て
「
す
な
わ
ち
こ
れ
自
利
信

心
な
り
」
と
言
う
。
こ
の
義
云
何
。

答
う
。
次
上
に
並
べ
て
二
信
を
挙
ぐ
。
そ
の
釈
に
云
く
、
「
い
ま
こ
の
深
信
は
他
力
至

極
の
金
剛
心
、
一
乗
無
上
の
真
実
信
海
な
り
」
と
。
こ
れ
は
こ
の
三
経
七
祖
の
伝
え
る
所

の
真
印
の
者
な
り
。
し
か
し
て
今
別
し
て
七
深
信
を
列
す
る
は
、
こ
の
衆
機
に
亘
り
、
意

は
真
仮
を
簡
ぶ
。
な
か
ん
ず
く
た
だ
機
を
信
じ
て
法
を
信
ず
る
に
あ
ら
ざ
る
者
あ
り
。
こ

こ
を
も
っ
て
こ
れ
を
判
じ
て
自
利
に
属
す
る
の
み
。
信
本
の
連
引
は
ま
た
弘
願
の
意
。

二
信
の
十
義
、
観
経
録
（
泰
通
先
師
の
説
）
の
ご
と
し
。
一
は
聖
道
安
心
を
揀
ば
ん
が

た
め
の
故
に
（
か
れ
は
す
な
わ
ち
依
心
起
行
。
こ
れ
は
す
な
わ
ち
謙
敬
奉
行
。
六
要
に
云

々
）
。
二
は
諸
師
の
謬
解
を
破
ら
ん
が
た
め
の
故
に
（
煩
悩
の
賊
害
は
所
被
の
機
の
た
め

に
た
だ
念
仏
為
宗
の
旨
に
達
せ
ざ
ら
ん
が
故
に
こ
れ
を
破
す
）
。
三
に
仰
信
の
主
と
な
す

を
示
さ
ん
が
た
め
の
故
に
（
か
れ
は
す
な
わ
ち
解
を
貴
ぶ
。
こ
れ
は
す
な
わ
ち
仰
を
貴
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ぶ
）
。
四
に
仏
願
の
正
機
を
明
か
さ
ん
が
た
め
の
故
に
（
逆
悪
無
信
の
故
に
信
機
。
願
行

具
足
の
故
に
信
法
）
。
五
に
慢
怠
の
二
失
を
護
ら
ん
が
た
め
の
故
に
（
慢
は
貢
高
、
怠
は

下
劣
）
。
六
に
自
善
に
執
じ
て
情
を
遮
せ
ん
が
た
め
の
故
に
（
他
は
心
よ
り
入
る
。
今
は

仏
よ
り
入
る
）
。
七
に
偏
に
宿
善
に
執
ず
る
を
付
せ
ん
が
た
め
の
故
に
（
影
解
の
五
逆
往

生
は
全
く
宿
善
に
由
ら
ん
が
た
め
の
故
に
）
。
八
は
定
散
倶
に
回
せ
し
め
ん
が
た
め
の
故

に
（
も
し
こ
の
釈
な
く
ば
定
め
て
人
は
定
に
執
ず
る
故
に
）
。
九
に
信
心
無
二
を
示
さ
ん

が
た
め
の
故
に
（
も
し
こ
の
釈
な
く
ば
、
信
か
な
ら
ず
異
あ
り
）
。
十
に
念
報
い
よ
い
よ

深
ま
ら
し
め
ん
た
め
の
故
に
（
信
機
故
に
慚
愧
、
信
法
故
に
恭
敬
）
。

二
に
信
法
に
六
。
初
は
仏
願
を
信
ず
る
の
相
。
二
に
仏
教
を
信
ず
る
の
相
。
三
に
仏

語
を
信
ず
る
の
相
。
四
に
仰
信
の
相
。
五
に
解
信
の
相
。
六
に
自
信
を
建
つ
る
。
今

は
初
。

[
470a

]

二
者
決
定
止

定
得
往
生

（
二
に
は
決
定
し
て
深
く
、
か
の
阿
弥
陀
仏
の
、
四
十
八
願
を
も
つ
て
衆
生
を
摂
受
し
た

ま
ふ
こ
と
、
疑
な
く
慮
り
な
く
か
の
願
力
に
乗
り
て
さ
だ
め
て
往
生
を
得
と
信
ず
。
）

二
信
十
義
は
次
上
の
釈
の
ご
と
し
。
こ
れ
は
こ
れ
大
経
に
依
る
な
り
。

二
に
仏
教
を
信
ず
る
の
相
。

又
決
定
止

使
人
欣
慕

（
ま
た
決
定
し
て
深
く
、
釈
迦
仏
の
こ
の
『
観
経
』
の
三
福
・
九
品
・
定
散
二
善
を
説
き

て
、
か
の
仏
の
依
正
二
報
を
証
讃
し
て
、
人
を
し
て
欣
慕
せ
し
め
た
ま
ふ
を
信
ず
。
）

こ
れ
は
こ
れ
観
経
に
依
る
な
り
。

三
は
仏
語
を
信
ず
る
の
相
。

又
決
定
止

決
定
得
生

（
ま
た
決
定
し
て
深
く
、
『
弥
陀
経
』
の
な
か
に
、
十
方
恒
沙
の
諸
仏
、
一
切
凡
夫
を
証

勧
し
た
ま
ふ
、
決
定
し
て
生
ず
る
こ
と
を
得
と
信
ず
。
）
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こ
れ
は
こ
れ
小
経
に
依
る
な
り
。
三
経
鼎
峙
し
て
常
に
判
ず
る
所
の
ご
と
し
。

四
に
仰
信
の
相

又
深
信
止

真
仏
弟
子

（
ま
た
深
信
と
は
、
仰
ぎ
願
は
く
は
、
一
切
の
行
者
等
、
一
心
に
た
だ
仏
語
を
信
じ
て
身

命
を
顧
み
ず
、
決
定
し
て
よ
り
行
じ
て
、
仏
の
捨
て
し
め
た
ま
ふ
を
ば
す
な
は
ち
捨
て
、

仏
の
行
ぜ
し
め
た
ま
ふ
を
ば
す
な
は
ち
行
じ
、
仏
の
去
ら
し
め
た
ま
ふ
処
を
ば
す
な
は
ち

去
る
。
こ
れ
を
仏
教
に
随
順
し
、
仏
意
に
随
順
す
と
名
づ
け
、
こ
れ
を
仏
願
に
随
順
す
と

名
づ
く
。
こ
れ
を
真
の
仏
弟
子
と
名
づ
く
。
）

禿
鈔
の
意
に
依
る
。
こ
の
中
具
さ
に
三
遣
・
三
随
順
・
三
是
名
あ
り
。
応
の
ご
と
く
知

る
べ
し
。

五
に
解
信
の
相
に
三
。
初
に
総
じ
て
勧
む
、
二
に
別
し
て
勧
む
、
三
に
結
勧
。
今
は

初
。

又
一
切
止

不
誤
衆
生
也

（
ま
た
一
切
の
行
者
た
だ
よ
く
こ
の
『
経
』
（
観
経
）
に
よ
り
て
深
信
し
て
行
ず
る
も
の

は
、
か
な
ら
ず
衆
生
を
誤
た
じ
。
）

解
信
に
約
す
る
が
故
に
語
は
自
他
に
及
ぶ
。

三
（
※
二
）
に
別
し
て
勧
む
に
三
。
初
に
果
人
を
揚
げ
る
。
二
に
因
人
を
抑
え
る
。

三
に
相
対
し
て
弁
ず
。
今
は
初
。

何
以
故
止

実
語
故

（
な
に
を
も
つ
て
の
ゆ
ゑ
に
。
仏
は
こ
れ
満
足
大
悲
の
人
な
る
が
ゆ
ゑ
に
。
実
語
の
ゆ
ゑ

に
。
）

智
断
は
円
か
に
大
悲
具
足
す
る
が
故
に
。
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二
に
因
人
を
抑
え
る
。

除
仏
已
還
止

果
願
未
圓

（
仏
を
除
き
て
よ
り
こ
の
か
た
は
智
行
い
ま
だ
満
た
ず
し
て
、
そ
の
学
地
に
あ
り
て
、
正

習
二
障
あ
り
て
い
ま
だ
除
か
ず
、
果
願
い
ま
だ
円
か
な
ら
ざ
る
に
よ
り
て
、
）

智
断
い
ま
だ
円
か
な
ら
ず
。
大
悲
何
ぞ
満
ち
ん
。

三
に
相
対
し
て
弁
ず
に
二
。
初
に
総
弁
。
二
に
別
弁
。
今
は
初
。

[
470b

]

此
等
凡
聖
止

為
定
也

（
こ
れ
ら
の
凡
聖
は
た
と
ひ
諸
仏
の
教
意
を
測
量
す
れ
ど
も
、
い
ま
だ
決
了
す
る
こ
と
あ

た
は
ず
。
平
章
す
る
こ
と
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
か
な
ら
ず
す
べ
か
ら
く
仏
の
証
を
請
じ
て

定
と
な
す
べ
し
。
）

文
意
見
る
べ
し
。

二
に
別
し
て
弁
ず
。

若
称
仏
意
止

也
応
知

（
も
し
仏
の
意
に
称
へ
ば
す
な
は
ち
印
可
し
て
、
〈
如
是
如
是
〉
と
の
た
ま
ふ
。
も
し
仏

の
意
に
可
は
ざ
れ
ば
、
す
な
は
ち
〈
な
ん
ぢ
ら
の
所
説
、
こ
の
義
不
如
是
〉
と
の
た
ま
ふ
。

印
し
た
ま
は
ざ
る
は
、
す
な
は
ち
無
記
・
無
利
・
無
益
の
語
に
同
じ
。
仏
の
印
可
し
た
ま

ふ
は
、
す
な
は
ち
仏
の
正
教
に
随
順
す
。
も
し
仏
の
あ
ら
ゆ
る
言
説
は
、
す
な
は
ち
こ
れ

正
教
・
正
義
・
正
行
・
正
解
・
正
業
・
正
智
な
り
。
も
し
は
多
、
も
し
は
少
、
も
ろ
も
ろ

の
菩
薩
・
人
・
天
等
を
問
は
ず
、
そ
の
是
非
を
定
む
。
も
し
仏
の
所
説
は
、
す
な
は
ち
こ

れ
了
教
な
り
。
菩
薩
等
の
説
は
、
こ
と
ご
と
く
不
了
教
と
名
づ
く
、
知
る
べ
し
。
）

禿
鈔
の
判
に
依
る
。
こ
の
中
具
さ
に
六
即
・
三
印
・
三
無
・
六
正
・
二
了
あ
り
。
応
の

ご
と
く
知
る
べ
し
。
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三
に
結
勧
。

是
故
今
時
止

大
益
也

（
こ
の
ゆ
ゑ
に
い
ま
の
時
、
仰
ぎ
て
一
切
の
有
縁
の
往
生
人
等
に
勧
む
。
た
だ
深
く
仏
語

を
信
じ
て
専
注
奉
行
す
べ
し
。
菩
薩
等
の
不
相
応
の
教
を
信
用
し
て
、
も
つ
て
疑
礙
を
な

し
、
惑
ひ
を
抱
き
て
み
づ
か
ら
迷
ひ
て
、
往
生
の
大
益
を
廃
失
す
べ
か
ら
ず
。
）

文
意
見
る
べ
し
。
上
来
の
五
段
は
並
べ
て
こ
れ
利
他
。
禿
鈔
及
び
信
本
の
引
意
し
か
る

が
故
に
。

六
に
建
立
自
心
相
（
※
自
信
を
建
つ
る
）

に
二
。
初
に
上
文
を
標
挙
す
。
二
に
広
く

そ
の
相
を
釈
す
。
今
は
初
。

又
深
心
深
信
者

（
ま
た
深
心
は
〈
深
信
な
り
〉
と
は
、
）

准
じ
て
科
す
、
知
る
べ
し
。

二
に
広
く
そ
の
相
を
釈
す
に
二
。
初
に
総
じ
て
明
す
、
二
に
問
答
。
今
は
初
。

決
定
建
立
止

傾
動
也

（
決
定
し
て
自
心
を
建
立
し
て
、
教
に
順
じ
て
修
行
し
て
、
永
く
疑
錯
を
除
き
て
、
一
切

の
別
解
・
別
行
・
異
学
・
異
見
・
異
執
の
た
め
に
、
退
失
し
傾
動
せ
ら
れ
ざ
る
な
り
。
）

か
く
の
ご
と
き
一
段
は
こ
れ
自
利
に
属
す
。
禿
鈔
及
び
化
本
の
引
意
し
か
る
が
故
に
。

「
建
」
と
云
い
、
「
自
」
と
云
う
は
、
策
励
義
存
の
者
な
り
。
禿
鈔
の
判
に
依
る
。
こ

の
中
具
さ
に
二
別
・
三
異
あ
り
。
応
の
ご
と
く
知
る
べ
し
。

二
に
問
答
に
二
。
初
に
問
、
二
に
答
。
今
は
初
。

問
曰
凡
夫
止

不
生
怯
退
也

（
問
ひ
て
い
は
く
、
凡
夫
は
智
浅
く
、
惑
障
処
深
し
。
も
し
解
行
不
同
の
人
に
、
多
く
経
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論
を
引
き
て
来
り
て
あ
ひ
妨
難
し
、
証
し
て
〈
一
切
の
罪
障
の
凡
夫
往
生
を
得
ず
〉
と
い

ふ
に
逢
は
ん
に
、
い
か
ん
が
か
の
難
を
対
治
し
て
、
信
心
を
成
就
し
て
、
決
定
し
て
直
に

進
み
て
、
怯
退
を
生
ぜ
ざ
ら
ん
や
。
）

文
意
見
る
べ
し
。

二
に
答
に
二
。
初
に
ま
ず
問
意
を
牒
す
。
二
に
正
し
く
報
言
を
誨
え
る
。
今
は
初
。

[
471a

]

答
曰
若
有
止

即
報
云

（
答
へ
て
い
は
く
、
も
し
人
あ
り
て
多
く
経
論
の
証
を
引
き
て
、
〈
生
ぜ
ず
〉
と
い
は
ば
、

行
者
す
な
は
ち
報
へ
て
い
へ
、
）

文
意
見
る
べ
し
。

二
に
正
し
く
報
言
を
誨
え
る
に
二
。
初
に
正
答
、
二
に
述
由
。
今
は
初
。

仁
者
雖
将
止

不
受
汝
破

（
〈
な
ん
ぢ
、
経
論
を
も
つ
て
来
り
証
し
て
《
生
ぜ
ず
》
と
い
ふ
と
い
へ
ど
も
、
わ
が
意

の
ご
と
き
は
決
定
し
て
な
ん
ぢ
が
破
を
受
け
ず
。
）

文
意
見
る
べ
し
。

二
に
述
由
に
二
。
初
に
四
別
相
、
二
に
四
信
相
。
今
は
初
。

何
以
故
止

決
定
奉
行

（
な
に
を
も
つ
て
の
ゆ
ゑ
に
。
し
か
も
わ
れ
ま
た
、
こ
れ
か
の
も
ろ
も
ろ
の
経
論
を
信
ぜ

ざ
る
に
は
あ
ら
ず
。
こ
と
ご
と
く
み
な
仰
信
す
。
し
か
る
に
仏
か
の
経
を
説
き
た
ま
ふ
時

は
、
処
別
に
、
時
別
に
、
対
機
別
に
、
利
益
別
な
り
。
ま
た
か
の
経
を
説
き
た
ま
ふ
時
は
、

す
な
は
ち
『
観
経
』
・
『
弥
陀
経
』
等
を
説
き
た
ま
ふ
時
に
あ
ら
ず
。
し
か
る
に
仏
の
説

教
は
、
機
に
備
ひ
て
時
ま
た
不
同
な
り
。
か
れ
す
な
は
ち
通
じ
て
人
・
天
・
菩
薩
の
解
行

を
説
く
。
い
ま
『
観
経
』
の
定
散
二
善
を
説
く
は
、
た
だ
韋
提
お
よ
び
仏
の
滅
後
の
五
濁

・
五
苦
等
の
一
切
凡
夫
の
た
め
に
、
証
し
て
《
生
ず
る
こ
と
を
得
》
と
の
た
ま
ふ
。
こ
の



- 108 -

因
縁
の
た
め
に
、
わ
れ
い
ま
一
心
に
こ
の
仏
教
に
よ
り
て
決
定
し
て
奉
行
す
。
）

文
意
見
る
べ
し
。
禿
鈔
の
判
に
依
ら
ば
、
こ
の
中
に
具
さ
に
四
判
あ
り
。
一
は
所
別
、

二
に
時
別
、
三
に
対
機
別
、
四
に
利
益
別
。
応
の
ご
と
く
知
る
べ
し
。

二
に
四
信
相
に
四
。
初
に
往
生
信
心
、
二
に
清
浄
信
心
、
三
に
上
上
信
心
、
四
に
畢

竟
信
心
。
今
は
初
。

縦
使
汝
等
止

往
生
信
心
也

（
た
と
ひ
な
ん
ぢ
ら
百
千
万
億
あ
り
て
《
生
ぜ
ず
》
と
い
ふ
と
も
、
た
だ
わ
が
往
生
の
信

心
を
増
長
し
成
就
せ
ん
〉
と
。
）

文
意
見
る
べ
し
。

二
に
清
浄
信
心
。

又
行
者
更
止

所
破
壊
故

（
ま
た
行
者
さ
ら
に
向
か
ひ
て
説
き
て
い
へ
。
〈
な
ん
ぢ
よ
く
聴
け
。
わ
れ
い
ま
な
ん
ぢ

が
た
め
に
ま
た
決
定
の
信
相
を
説
か
ん
。
た
と
ひ
地
前
の
菩
薩
・
羅
漢
・
辟
支
仏
等
、
も

し
は
一
、
も
し
は
多
、
乃
至
、
十
方
に
遍
満
し
て
、
み
な
経
論
の
証
を
引
き
て
《
生
ぜ
ず
》

と
い
は
ば
、
わ
れ
ま
た
い
ま
だ
一
念
の
疑
心
を
起
さ
じ
。
た
だ
わ
が
清
浄
の
信
心
を
増
長

し
成
就
せ
ん
。
な
に
を
も
つ
て
の
ゆ
ゑ
に
。
仏
語
は
決
定
成
就
の
了
義
に
し
て
、
一
切
の

た
め
に
破
壊
せ
ら
れ
ざ
る
に
よ
る
が
ゆ
ゑ
に
〉
と
。
）

文
意
見
る
べ
し
。

三
に
上
上
信
心
に
二
。
初
は
直
答
、
二
に
由
を
述
ぶ
。
今
は
初
。

又
行
者
止

上
上
信
心

（
ま
た
行
者
よ
く
聴
け
。
た
と
ひ
初
地
以
上
十
地
以
来
、
も
し
は
一
、
も
し
は
多
、
乃
至
、

十
方
に
遍
満
し
て
、
異
口
同
音
に
み
な
い
は
く
、
〈
釈
迦
仏
、
弥
陀
を
指
讃
し
、
三
界
・

六
道
を
毀
呰
し
て
、
衆
生
を
勧
励
し
、
《
専
心
に
念
仏
し
、
お
よ
び
余
善
を
修
し
て
、
こ
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の
一
身
を
畢
へ
て
後
に
必
定
し
て
か
の
国
に
生
ず
》
と
い
ふ
は
、
こ
れ
は
か
な
ら
ず
虚
妄

な
り
、
依
信
す
べ
か
ら
ず
〉
と
。
わ
れ
こ
れ
ら
の
所
説
を
聞
く
と
い
へ
ど
も
、
ま
た
一
念

の
疑
心
を
生
ぜ
ず
し
て
、
た
だ
わ
が
決
定
し
て
上
上
の
信
心
を
増
長
し
成
就
せ
ん
。
）

文
意
見
る
べ
し
。
禿
鈔
の
判
に
夜
。
こ
の
中
に
五
実
二
異
あ
り
。
応
の
ご
と
く
知
る
べ

し
。

二
に
由
を
述
ぶ
。

何
以
故
止

不
違
仏
教
也

（
な
に
を
も
つ
て
の
ゆ
ゑ
に
。
す
な
は
ち
仏
語
は
真
実
の
決
了
の
義
な
る
に
よ
る
が
ゆ
ゑ

に
。
仏
は
こ
れ
実
知
・
実
解
・
実
見
・
実
証
に
し
て
、
こ
れ
疑
惑
の
心
中
の
語
に
あ
ら
ざ

る
が
ゆ
ゑ
に
。
ま
た
一
切
の
菩
薩
の
異
見
・
異
解
の
た
め
に
破
壊
せ
ら
れ
ず
。
も
し
実
に

こ
れ
菩
薩
な
ら
ば
衆
く
仏
教
に
違
は
じ
。
）

文
意
見
る
べ
し
。

[
471b

]

四
に
畢
竟
信
心
に
二
。
初
に
直
答
、
二
に
由
を
述
ぶ
。
今
は
初
。

又
置
此
事
止

生
彼
仏
国
也

（
ま
た
こ
の
事
を
置
け
。
行
者
ま
さ
に
知
る
べ
し
。
た
と
ひ
化
仏
・
報
仏
、
も
し
は
一
、

も
し
は
多
、
乃
至
、
十
方
に
遍
満
し
て
、
お
の
お
の
光
を
輝
か
し
、
舌
を
吐
き
て
、
あ
ま

ね
く
十
方
に
覆
ひ
て
、
一
々
に
説
き
て
の
た
ま
は
く
、
〈
釈
迦
の
所
説
に
あ
ひ
讃
め
、
一

切
の
凡
夫
を
勧
発
し
て
、
《
専
心
に
念
仏
し
、
お
よ
び
余
善
を
修
し
て
、
回
願
し
て
か
の

浄
土
に
生
ず
る
こ
と
を
得
》
と
い
ふ
は
、
こ
れ
は
こ
れ
虚
妄
な
り
、
さ
だ
め
て
こ
の
事
な

し
〉
と
。
わ
れ
こ
れ
ら
の
諸
仏
の
所
説
を
聞
く
と
い
へ
ど
も
、
畢
竟
じ
て
一
念
の
疑
退
の

心
を
起
し
て
、
か
の
仏
国
に
生
ず
る
こ
と
を
得
ず
と
畏
れ
じ
。
）

文
意
見
る
べ
し
。

二
に
述
由
に
二
。
初
に
道
理
、
二
に
文
証
。
今
は
初
。
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何
以
故
止

不
相
違
失

（
な
に
を
も
つ
て
の
ゆ
ゑ
に
。
一
仏
は
一
切
仏
な
り
。
あ
ら
ゆ
る
知
見
・
解
行
・
証
悟
・

果
位
・
大
悲
、
等
同
に
し
て
少
し
き
差
別
な
し
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
一
仏
の
制
し
た
ま
ふ
と
こ

ろ
は
、
す
な
は
ち
一
切
の
仏
同
じ
く
制
し
た
ま
ふ
。
前
仏
の
殺
生
・
十
悪
等
の
罪
を
制
断

し
た
ま
ふ
が
ご
と
く
、
畢
竟
じ
て
犯
せ
ず
行
ぜ
ざ
る
は
、
す
な
は
ち
十
善
・
十
行
と
名
づ

け
、
六
度
の
義
に
随
順
す
。
も
し
後
仏
あ
り
て
世
に
出
で
ん
に
、
あ
に
前
の
十
善
を
改
め

て
十
悪
を
行
ぜ
し
む
べ
け
ん
や
。
こ
の
道
理
を
も
つ
て
推
験
す
る
に
、
あ
き
ら
か
に
知
り

ぬ
。
諸
仏
の
言
行
は
あ
ひ
違
失
せ
ず
。
）

文
意
見
る
べ
し
。

二
に
文
証
に
三
。
初
に
直
指
、
二
に
引
文
、
三
に
結
。
今
は
初
。

縦
令
釈
迦
止

一
仏
所
化

（
た
と
ひ
釈
迦
一
切
の
凡
夫
を
指
し
勧
め
て
、
〈
こ
の
一
身
を
尽
し
て
専
念
専
修
し
て
、

命
を
捨
て
て
以
後
に
さ
だ
め
て
か
の
国
に
生
ず
〉
と
い
ふ
は
、
す
な
は
ち
十
方
の
諸
仏
こ

と
ご
と
く
み
な
同
じ
く
讃
め
、
同
じ
く
勧
め
、
同
じ
く
証
し
た
ま
ふ
。
な
に
を
も
つ
て
の

ゆ
ゑ
に
。
同
体
の
大
悲
の
ゆ
ゑ
に
。
一
仏
の
所
化
は
、
す
な
は
ち
こ
れ
一
切
の
仏
の
化
な

り
。
一
切
の
仏
の
化
は
、
す
な
は
ち
こ
れ
一
仏
の
所
化
な
り
。
）

文
意
見
る
べ
し
。

二
に
引
文
に
二
。
初
に
釈
迦
讃
嘆
、
二
に
諸
仏
証
讃
、
初
に
釈
迦
讃
嘆
に
二
。
初
に

讃
、
二
に
勧
。
今
は
初
。

即
弥
陀
経
止

種
種
荘
厳

（
す
な
は
ち
『
弥
陀
経
』
の
な
か
に
説
き
た
ま
は
く
、
釈
迦
極
楽
の
種
々
の
荘
厳
を
讃
歎

し
、
）

文
意
見
る
べ
し
。

二
に
勧
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又
勧
一
切
止

定
得
往
生

（
ま
た
一
切
凡
夫
を
勧
め
て
、
〈
一
日
七
日
、
一
心
に
も
つ
ぱ
ら
弥
陀
の
名
号
を
念
じ
て
、

さ
だ
め
て
往
生
を
得
し
め
た
ま
ふ
〉
と
。
）

文
意
見
る
べ
し
。

二
に
諸
仏
証
讃
に
二
。
初
に
讃
、
二
に
証
。
今
は
初
。

次
下
文
云
止

即
其
証
也

（
次
下
の
文
（
同
）
に
の
た
ま
は
く
、
〈
十
方
に
お
の
お
の
恒
河
沙
等
の
諸
仏
ま
し
ま
し

て
、
同
じ
く
釈
迦
を
讃
め
て
、
よ
く
五
濁
悪
時
、
悪
世
界
、
悪
衆
生
、
悪
煩
悩
、
悪
邪
、

無
信
の
盛
り
な
る
時
に
お
い
て
、
弥
陀
の
名
号
を
指
讃
し
て
、
衆
生
を
勧
励
し
て
、
《
称

念
す
れ
ば
か
な
ら
ず
往
生
を
得
》
〉
と
。
す
な
は
ち
そ
の
証
な
り
。
）

文
意
見
る
べ
し
。

二
に
証
。

又
十
方
仏
止

必
無
疑
也

（
ま
た
十
方
の
仏
等
、
衆
生
の
釈
迦
一
仏
の
所
説
を
信
ぜ
ざ
る
こ
と
を
恐
畏
し
て
、
す
な

は
ち
と
も
に
同
心
同
時
に
お
の
お
の
舌
相
を
出
し
て
、
あ
ま
ね
く
三
千
世
界
に
覆
ひ
て
、

誠
実
の
言
を
説
き
た
ま
ふ
。
〈
な
ん
ぢ
ら
衆
生
、
み
な
こ
の
釈
迦
の
所
説
・
所
讃
・
所
証

を
信
ず
べ
し
。
一
切
の
凡
夫
、
罪
福
の
多
少
、
時
節
の
久
近
を
問
は
ず
、
た
だ
よ
く
上
百

年
を
尽
し
て
、
下
一
日
七
日
に
至
る
ま
で
、
一
心
に
も
つ
ぱ
ら
弥
陀
の
名
号
を
念
ず
れ
ば
、

さ
だ
め
て
往
生
を
得
る
こ
と
、
か
な
ら
ず
疑
な
し
〉
と
。
）

文
意
見
る
べ
し
。

三
に
結
。

是
故
一
仏
止

其
事
也
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（
こ
の
ゆ
ゑ
に
一
仏
の
所
説
は
、
す
な
は
ち
一
切
の
仏
同
じ
く
そ
の
事
を
証
誠
し
た
ま

ふ
。
）

文
意
見
る
べ
し
。

[
472a

]

三
に
総
結
。

此
名
就
人
立
信

（
こ
れ
を
人
に
就
き
て
信
を
立
つ
と
名
づ
く
。
）

文
意
見
る
べ
し
。

二
に
行
に
就
い
て
信
を
立
て
る
。

次
就
行
止

二
者
雑
行

（
次
に
行
に
就
き
て
信
を
立
つ
と
は
、
し
か
る
に
行
に
二
種
あ
り
。
一
に
は
正
行
、
二
に

は
雑
行
な
り
。
［
云
々
。
前
の
二
行
の
な
か
に
引
く
と
こ
ろ
の
ご
と
し
。
繁
き
を
恐
れ
て

載
せ
ず
。
見
る
人
、
意
を
得
よ
。
］
）

上
に
已
に
弁
ず
る
が
ご
と
し
。

三
に
回
向
発
願
心
に
二
。
初
に
標
、
二
に
釈
。
今
は
初
。

三
者
回
向
発
願
心

（

三
に
は
〈
回
向
発
願
心
〉
と
。
）

六
要
に
云
く
、

「
三
者
」
等
と
は
、
又
経
文
を
牒
す
。
先
づ
此
の
心
を
釈
す
る
に
二
種
の
意
あ
り
。

「
廻
向
」
と
言
よ
り
「
願
心
也
」
に
至
る
ま
で
五
行
余
は
廻
因
向
果
、
（
※
省
略
：

今
「
乃
至
」
と
言
て
略
す
る
所
是
也
、
）

是
れ
自
力
に
約
す
、
（
※
省
略
：
故
に
且
く
之

を
除
く
。
今
の
所
引
）
「
又
廻
向
」
の
下
「
大
益
也
」
に
至
ま
で
は
廻
思
向
道
、
是
他
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力
に
約
し
て
証
得
の
義
を
明
す
。
「
問
曰
」
已
下
「
得
益
也
」
に
至
ま
で
は
是
れ
問

答
也
。

（
二
・
二
八
二
）

『
観
経
』
の
影
疏
に
云
く
、

直
爾
に
趣
未
（
※
原
本
：
求
）

す
。
こ
れ
を
説
い
て
願
と
為
す
。
善
を
挟
ん
で
趣
求

す
る
を
説
い
て
回
向
と
為
す
。

『
要
集
』
の
中
に
云
く
、

発
願
と
回
向
と
は
、
な
ん
の
差
別
か
あ
る
。
答
ふ
。
誓
ひ
て
求
む
る
と
こ
ろ
を
期
す

る
、
こ
れ
を
名
づ
け
て
願
と
な
す
。
所
作
の
業
を
回
し
て
か
し
こ
に
趣
向
す
る
、
こ

れ
を
回
向
と
い
ふ
。

（
註
釈
版
七
祖
篇
九
六
四
）

二
に
釈
に
二
。
初
に
牒
文
、
二
に
随
釈
。
今
は
初
。

言
回
向
発
願
心
者

（
〈
回
向
発
願
心
〉
と
い
ふ
は
、
）

文
意
見
る
べ
し
。

二
に
随
釈
に
二
。
初
に
往
相
回
向
、
二
に
還
相
回
向
。
初
に
往
相
回
向
に
二
。
初
に

自
利
回
向
、
二
に
利
他
回
向
。
今
は
初
。

過
去
及
次
止

発
願
心
也

（
過
去
お
よ
び
今
生
の
身
口
意
業
に
修
す
る
と
こ
ろ
の
世
・
出
世
の
善
根
、
お
よ
び
他
の

一
切
の
凡
聖
の
身
口
意
業
に
修
す
る
と
こ
ろ
の
世
・
出
世
の
善
根
を
随
喜
し
て
、
こ
の
自

他
の
所
修
の
善
根
を
も
つ
て
、
こ
と
ご
と
く
み
な
真
実
の
深
信
の
心
の
う
ち
に
回
向
し
て
、

か
の
国
に
生
ぜ
ん
と
願
ず
。
ゆ
ゑ
に
回
向
発
願
心
と
名
づ
く
。
）

い
わ
ゆ
る
回
因
向
果
の
相
な
り
。
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[
472b

]

二
に
利
他
回
向
に
三
。
初
に
直
釈
、
二
に
問
答
、
三
に
結
。
今
は
初
。

又
回
向
止

大
益
也

（
ま
た
回
向
発
願
と
は
、
か
な
ら
ず
す
べ
か
ら
く
決
定
の
真
実
心
の
う
ち
に
回
向
し
て
、

得
生
の
想
を
願
作
す
べ
し
。
こ
の
心
深
く
信
ず
る
こ
と
な
ほ
金
剛
の
ご
と
く
、
一
切
の
異

見
・
異
学
・
別
解
・
別
行
の
人
等
の
た
め
に
動
乱
破
壊
せ
ら
れ
ず
。
た
だ
こ
れ
決
定
し
て

一
心
に
捉
り
て
、
正
直
に
進
み
て
、
か
の
人
の
語
を
聞
き
て
、
す
な
は
ち
進
退
あ
り
て
、

心
に
怯
弱
を
生
じ
て
、
回
顧
し
て
道
に
落
ち
て
、
す
な
は
ち
往
生
の
大
益
を
失
ふ
こ
と
を

得
ざ
れ
。
）

い
わ
ゆ
る
回
思
向
道
相
な
り
。
禿
鈔
の
引
用
の
義
は
利
他
に
属
す
。
ま
た
云
く
、

回
向
発
願
し
て
生
る
る
も
の
に
つ
い
て
、
信
心
あ
り
。
信
心
と
は
、
「
得
生
の
想
を

な
す
、
こ
の
心
深
信
す
る
こ
と
、
な
ほ
金
剛
の
ご
と
し
」
と
な
り
。
こ
の
深
信
に
つ

い
て
、
一
譬
喩
・
二
異
・
二
別
・
一
問
答
・
二
回
向
あ
り
。

（
註
釈
版
五
三
二
）

等
と
。
中
に
つ
い
て
初
の
三
は
こ
の
文
を
出
し
、
旨
を
得
て
領
会
す
。
信
本
（
二
十
五
）

に
全
文
を
引
く
（
云
々
）

二
に
問
答
に
二
。
初
に
問
、
二
に
答
、
今
は
初
。

問
曰
若
有
止

不
退
位
也

（
問
ひ
て
い
は
く
、
も
し
解
行
不
同
の
邪
雑
の
人
等
あ
り
て
、
来
り
て
あ
ひ
惑
乱
し
て
、

種
々
の
疑
難
を
説
き
て
、
〈
往
生
を
得
ず
〉
と
い
ひ
、
あ
る
い
は
い
は
ん
、
〈
な
ん
ぢ
ら

衆
生
、
曠
劫
よ
り
こ
の
か
た
お
よ
び
今
生
の
身
口
意
業
に
、
一
切
の
凡
聖
の
身
の
上
に
お

い
て
つ
ぶ
さ
に
十
悪
・
五
逆
・
四
重
・
謗
法
・
闡
提
・
破
戒
・
破
見
等
の
罪
を
造
り
て
、

い
ま
だ
除
尽
す
る
こ
と
あ
た
は
ず
。
し
か
も
こ
れ
ら
の
罪
は
三
界
の
悪
道
に
繋
属
す
。
い

か
ん
ぞ
一
生
の
修
福
念
仏
を
も
つ
て
、
す
な
は
ち
か
の
無
漏
無
生
の
国
に
入
り
て
、
永
く

不
退
の
位
を
証
悟
す
る
こ
と
を
得
ん
や
〉
と
。
）

禿
鈔
に
云
く
、
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一
問
答
に
つ
い
て
、
七
悪
・
六
譬
・
二
門
・
四
有
縁
・
二
所
求
・
二
所
愛
・
二
欲
学

・
二
必
あ
り
。

（
註
釈
版
五
三
三
）

等
と
。
い
わ
ゆ
る
七
悪
は
こ
の
文
を
出
す
。

六
要
の
三
（
本
の
十
一
紙
）
に
云
く
、

問
う
。
今
こ
の
問
答
、
深
心
の
中
に
致
す
所
の
問
答
と
、
何
の
別
か
あ
る
や
。

答
う
。
上
は
無
有
出
離
の
縁
の
機
に
約
し
て
こ
れ
を
言
ふ
、
故
に
凡
夫
難
生
の
義
に

就
て
そ
の
四
重
問
答
の
釈
あ
り
。
今
は
一
生
修
福
の
念
仏
、
過
現
三
業
の
悪
業
を
消

し
難
き
こ
と
を
問
い
て
、
答
う
る
に
佛
力
不
思
議
の
益
を
明
す
。
上
下
の
問
答
差
異

こ
れ
に
在
り
。

今
按
ず
る
に
上
の
難
は
外
よ
り
。
且
く
法
徳
に
就
く
。
文
に
引
経
論
来
等
を
云
う
が
故

に
。
今
の
難
は
内
よ
り
。
且
く
機
相
に
就
く
。
文
に
七
悪
等
を
列
す
る
が
故
に
。

二
河
の
譬
喩
の
護
に
二
相
あ
り
。
一
は
内
の
守
護
。
招
喚
の
文
に
云
く
、
「
わ
れ
よ
く

な
ん
ぢ
を
護
ら
ん
。
す
べ
て
水
火
の
難
に
堕
せ
ん
こ
と
を
畏
れ
ざ
れ
」
と
は
こ
れ
な
り
。

二
に
外
の
守
護
。
群
賊[

473a
]

等
の
喚
び
廻
す
を
云
う
は
こ
れ
な
り
。
す
な
わ
ち
上
難

の
意
な
り
。

二
に
答
に
二
。
初
に
法
説
、
二
に
譬
喩
。
初
に
法
説
に
五
。
初
に
総
示
、
二
に
引
例
、

三
に
得
益
、
四
に
返
詰
。
五
に
解
行
。
今
は
初
。

答
曰
諸
仏
止

随
情
非
一

（
答
へ
て
い
は
く
、
諸
仏
の
教
行
、
数
塵
沙
に
越
え
た
り
。
稟
識
の
機
縁
、
情
に
随
ひ
て

一
に
あ
ら
ず
。
）

い
わ
ゆ
る
適
化
無
方
。
陶
誘
一
に
あ
ら
ざ
る
も
の
な
り
。

二
に
引
例
に
二
。
初
に
正
挙
、
二
に
比
況
。
今
は
初
。

譬
如
世
間
止

千
差
万
別
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（
た
と
へ
ば
世
間
の
人
の
眼
に
見
つ
べ
く
信
じ
つ
べ
き
が
ご
と
き
は
、
明
は
よ
く
闇
を
破

し
、
空
は
よ
く
有
を
含
す
、
地
は
よ
く
載
養
す
、
水
は
よ
く
生
潤
す
、
火
は
よ
く
成
壊
す

る
が
ご
と
し
。
か
く
の
ご
と
き
等
の
事
、
こ
と
ご
と
く
待
対
の
法
と
名
づ
く
。
す
な
は
ち

目
に
見
つ
べ
し
。
千
差
万
別
な
り
。
）

禿
鈔
六
譬
は
こ
の
文
よ
り
出
す
。

二
に
比
況
。

何
況
仏
法
止

種
種
益
也

（
い
か
に
い
は
ん
や
仏
法
の
不
思
議
の
力
、
あ
に
種
々
の
益
な
か
ら
ん
や
。
）

義
は
通
別
あ
り
。
通
は
一
代
を
指
す
。
別
は
念
仏
を
斥
け
る
。

三
に
得
益

随
出
一
門
止

各
求
解
脱

（
随
ひ
て
一
の
門
よ
り
出
づ
と
い
ふ
は
、
す
な
は
ち
一
の
煩
悩
の
門
よ
り
出
づ
る
な
り
。

随
ひ
て
一
の
門
よ
り
入
る
と
い
ふ
は
、
す
な
は
ち
一
の
解
脱
智
慧
の
門
よ
り
入
る
な
り
。

こ
れ
が
た
め
に
縁
に
随
ひ
て
行
を
起
し
て
、
お
の
お
の
解
脱
を
求
む
。
）

浄
名
不
二
、
楞
厳
円
通
、
み
な
そ
の
義
な
り
。
善
財
証
入
ま
た
こ
の
類
な
り
。
も
し
円

解
に
約
せ
ば
、
一
出
一
切
、
一
入
一
切
、
不
可
思
議
な
る
も
の
な
り
。
禿
鈔
の
二
門
は
こ

の
文
よ
り
出
す
。

四
に
返
詰

汝
何
以
乃
止

得
解
脱
也

（
な
ん
ぢ
、
な
に
を
も
つ
て
か
す
な
は
ち
有
縁
に
あ
ら
ざ
る
要
行
を
も
つ
て
わ
れ
を
障
惑

す
る
。
し
か
も
わ
が
愛
す
る
と
こ
ろ
は
、
す
な
は
ち
こ
れ
わ
が
有
縁
の
行
な
り
。
す
な
は

ち
な
ん
ぢ
が
所
求
に
あ
ら
ず
。
な
ん
ぢ
が
愛
す
る
と
こ
ろ
は
、
す
な
は
ち
こ
れ
な
ん
ぢ
が
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有
縁
の
行
な
り
。
ま
た
わ
が
所
求
に
あ
ら
ず
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
所
楽
に
随
ひ
て
そ
の
行
を
修

す
れ
ば
、
か
な
ら
ず
疾
く
解
脱
を
得
。
）

文
意
見
る
べ
し
。
禿
鈔
の
四
有
縁
・
二
所
求
・
二
所
受
、
こ
の
文
よ
り
出
す
。

[
473b

]

五
に
解
行

行
者
当
知
止

多
得
益
也

（
行
者
ま
さ
に
知
る
べ
し
。
も
し
解
を
学
せ
ん
と
欲
は
ば
、
凡
よ
り
聖
に
至
る
ま
で
、
乃

至
仏
果
ま
で
、
一
切
無
礙
に
み
な
学
す
る
こ
と
を
得
よ
。
も
し
行
を
学
せ
ん
と
欲
は
ば
、

か
な
ら
ず
有
縁
の
法
に
よ
れ
。
少
し
き
功
労
を
用
ゐ
る
に
多
く
益
を
得
。
）

世
人
に
な
お
博
文
約
礼
と
言
う
。
今
こ
の
一
句
、
衣
被
苟
か
ら
ず
や
。
日
溪
に
云
々
。

常
に
所
談
の
ご
と
し
。
禿
鈔
の
二
欲
学
・
二
必
は
こ
の
文
よ
り
出
す
。

二
に
譬
喩
に
三
。
初
に
略
標
、
二
に
正
説
、
三
に
結
勧
。
今
は
初
。

又
曰
一
切
止

異
見
之
難

（

ま
た
一
切
の
往
生
人
等
に
ま
う
す
。
い
ま
さ
ら
に
行
者
の
た
め
に
一
の
譬
喩
を
説
き

て
、
信
心
を
守
護
し
て
、
も
つ
て
外
邪
異
見
の
難
を
防
が
ん
。
）

あ
る
い
は
出
拠
を
経
論
中
に
求
め
る
。
何
ぞ
そ
の
迂
な
り
。
も
し
そ
れ
因
縁
は
宜
し
く

そ
の
拠
を
求
む
べ
し
。
事
を
因
と
し
理
を
談
ず
る
が
故
に
。
譬
喩
は
す
な
わ
ち
理
を
な
し

て
事
を
施
さ
ざ
る
が
故
に
。

二
に
正
説
に
二
。
初
に
譬
文
、
二
に
合
文
。
今
は
初
。

何
者
是
也
止

此
是
踰
也

（
何
の
者
か
こ
れ
や
。
た
と
へ
ば
、
人
あ
り
て
西
に
向
か
ひ
て
百
千
の
里
を
行
か
ん
と
欲

す
る
に
、
忽
然
と
し
て
中
路
に
二
の
河
あ
り
。
一
は
こ
れ
火
の
河
、
南
に
あ
り
。
二
は
こ

れ
水
の
河
、
北
に
あ
り
。
二
河
お
の
お
の
闊
さ
百
歩
、
お
の
お
の
深
さ
底
も
な
く
、
南
北

辺
な
し
。
ま
さ
し
く
水
火
の
中
間
に
一
の
白
道
あ
り
。
闊
さ
四
五
寸
ば
か
り
な
る
べ
し
。
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こ
の
道
東
の
岸
よ
り
西
の
岸
に
至
る
ま
で
、
ま
た
長
さ
百
歩
、
そ
の
水
の
波
浪
交
過
し
て

道
を
湿
す
。
そ
の
火
の
炎
ま
た
来
り
て
道
を
焼
く
。
水
火
あ
ひ
交
は
り
て
つ
ね
に
休
息
す

る
こ
と
な
し
。
こ
の
人
す
で
に
空
曠
の
は
る
か
な
る
処
に
至
る
に
、
さ
ら
に
人
物
な
し
。

多
く
群
賊
・
悪
獣
の
み
あ
り
。
こ
の
人
の
単
独
な
る
を
見
て
、
競
ひ
来
り
て
殺
さ
ん
と
欲

す
。
こ
の
人
死
を
怖
れ
て
直
に
走
り
て
西
に
向
か
ふ
に
、
忽
然
と
し
て
こ
の
大
河
を
見
る
。

す
な
は
ち
み
づ
か
ら
念
言
す
ら
く
、
〈
こ
の
河
南
北
に
辺
畔
を
見
ず
。
中
間
に
一
の
白
道

を
見
る
。
き
は
め
て
こ
れ
狭
少
な
り
。
二
の
岸
あ
ひ
去
る
こ
と
近
し
と
い
へ
ど
も
、
な
に

に
よ
り
て
か
行
く
べ
き
。
今
日
さ
だ
め
て
死
す
る
こ
と
疑
は
ず
。
ま
さ
し
く
到
り
回
ら
ん

と
欲
す
れ
ば
、
群
賊
・
悪
獣
漸
々
に
来
り
逼
む
。
ま
さ
し
く
南
北
に
避
り
走
ら
ん
と
欲
す

れ
ば
、
悪
獣
・
毒
虫
競
ひ
来
り
て
わ
れ
に
向
か
ふ
。
ま
さ
し
く
西
に
向
か
ひ
て
道
を
尋
ね

て
去
ら
ん
と
欲
す
れ
ば
、
ま
た
お
そ
ら
く
は
こ
の
水
火
の
二
河
に
堕
す
る
こ
と
を
〉
と
。

時
に
当
り
て
惶
怖
す
る
こ
と
ま
た
い
ふ
べ
か
ら
ず
。
す
な
は
ち
み
づ
か
ら
思
念
す
ら
く
、

〈
わ
れ
い
ま
回
る
と
も
ま
た
死
な
ん
。
住
す
と
も
ま
た
死
な
ん
。
去
る
と
も
ま
た
死
な
ん
。

一
種
と
し
て
死
を
勉
れ
じ
。
わ
れ
む
し
ろ
こ
の
道
を
尋
ね
て
前
に
向
か
ひ
て
去
ら
ん
。
す

で
に
こ
の
道
あ
り
。
か
な
ら
ず
度
る
べ
し
〉
と
。
こ
の
念
を
な
す
時
に
、
東
の
岸
に
た
ち

ま
ち
に
人
の
勧
む
る
声
を
聞
く
。
〈
な
ん
ぢ
、
た
だ
決
定
し
て
こ
の
道
を
尋
ね
て
行
け
。

か
な
ら
ず
死
の
難
な
か
ら
ん
。
も
し
住
せ
ば
す
な
は
ち
死
な
ん
〉
と
。
ま
た
西
の
岸
の
上

に
人
あ
り
て
、
喚
ば
ひ
て
い
は
く
、
〈
な
ん
ぢ
一
心
に
正
念
に
直
に
来
れ
。
わ
れ
よ
く
な

ん
ぢ
を
護
ら
ん
。
す
べ
て
水
火
の
難
に
堕
す
る
こ
と
を
畏
れ
ざ
れ
〉
と
。
こ
の
人
す
で
に

こ
こ
に
遣
り
、
か
し
こ
に
喚
ば
ふ
を
聞
き
て
、
す
な
は
ち
み
づ
か
ら
ま
さ
し
く
身
心
に
当

り
て
、
決
定
し
て
道
を
尋
ね
て
直
に
進
み
て
疑
怯
退
心
を
生
ぜ
ず
。
あ
る
い
は
行
く
こ
と

一
分
二
分
す
る
に
、
東
の
岸
に
群
賊
等
喚
ば
ひ
て
い
は
く
、
〈
な
ん
ぢ
回
り
来
れ
。
こ
の

道
嶮
悪
に
し
て
過
ぐ
る
こ
と
を
得
じ
。
か
な
ら
ず
死
す
る
こ
と
疑
は
ず
。
わ
れ
ら
す
べ
て

悪
心
を
も
つ
て
あ
ひ
向
か
ふ
こ
と
な
し
〉
と
。
こ
の
人
喚
ば
ふ
声
を
聞
く
と
い
へ
ど
も
、

ま
た
回
顧
せ
ず
。
一
心
に
直
に
進
み
て
道
を
念
じ
て
行
く
に
、
須
臾
に
す
な
は
ち
西
の
岸

に
到
り
て
、
永
く
諸
難
を
離
れ
て
、
善
友
と
あ
ひ
見
て
慶
楽
已
む
こ
と
な
き
が
ご
と
し
。

こ
れ
は
こ
れ
喩
へ
な
り
。
）

和
讃
に
云
々
（
貪
瞋
二
河
の
譬
喩
を
と
き
等
）
。
信
巻
序
文
は
み
な
こ
の
譬
喩
に
拠
る

も
の
な
り
。
按
ず
る
に
疏
の
文
の
合
法
十
三
句
あ
り
。
源
流
合
し
て
四
十
番
の
釈
あ
り
。

こ
れ
を
思
え
。

二
に
文
を
合
す
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次
合
踰
者
止

慶
楽
何
極
也

（

次
に
喩
へ
を
合
せ
ば
、
〈
東
の
岸
〉
と
い
ふ
は
、
す
な
は
ち
こ
の
娑
婆
の
火
宅
に
喩

ふ
。
〈
西
の
岸
〉
と
い
ふ
は
、
す
な
は
ち
極
楽
の
宝
国
に
喩
ふ
。
〈
群
賊
・
悪
獣
詐
り
親

し
む
〉
と
い
ふ
は
、
す
な
は
ち
衆
生
の
六
根
・
六
識
・
六
塵
・
五
陰
・
四
大
に
喩
ふ
。
〈
人

な
き
空
迥
の
沢
〉
と
い
ふ
は
、
す
な
は
ち
つ
ね
に
悪
友
に
随
ひ
て
真
の
善
知
識
に
値
は
ざ

る
に
喩
ふ
。
〈
水
火
の
二
河
〉
と
い
ふ
は
、
す
な
は
ち
衆
生
の
貪
愛
は
水
の
ご
と
し
、
瞋

憎
は
火
の
ご
と
し
と
喩
ふ
る
な
り
。
〈
中
間
の
白
道
四
五
寸
な
る
〉
と
い
ふ
は
、
す
な
は

ち
衆
生
の
貪
瞋
煩
悩
の
な
か
に
、
よ
く
清
浄
の
願
往
生
の
心
を
生
ず
る
に
喩
ふ
。
す
な
は

ち
貪
瞋
強
き
に
よ
る
が
ゆ
ゑ
に
、
す
な
は
ち
水
火
の
ご
と
し
と
喩
ふ
。
善
心
は
微
な
る
が

ゆ
ゑ
に
、
白
道
の
ご
と
し
と
喩
ふ
。
ま
た
〈
水
波
つ
ね
に
道
を
湿
す
〉
と
い
ふ
は
、
す
な

は
ち
愛
心
つ
ね
に
起
り
て
、
よ
く
善
心
を
染
汚
す
る
に
喩
ふ
。
ま
た
〈
火
炎
つ
ね
に
道
を

焼
く
〉
と
い
ふ
は
、
す
な
は
ち
瞋
嫌
の
心
よ
く
功
徳
の
法
財
を
焼
く
に
喩
ふ
。
〈
人
の
道

の
上
を
行
き
て
直
に
西
に
向
か
ふ
〉
と
い
ふ
は
、
す
な
は
ち
も
ろ
も
ろ
の
行
業
を
回
し
て

直
に
西
方
に
向
か
ふ
に
喩
ふ
。
〈
東
の
岸
に
人
の
声
の
勧
め
遣
る
を
聞
き
て
、
道
を
尋
ね

て
直
に
西
に
進
む
〉
と
い
ふ
は
、
す
な
は
ち
釈
迦
は
す
で
に
滅
し
て
、
後
の
人
見
た
て
ま

つ
ら
ざ
れ
ど
も
、
な
ほ
教
法
あ
り
て
尋
ぬ
べ
き
に
喩
ふ
。
す
な
は
ち
こ
れ
を
声
の
ご
と
し

と
喩
ふ
る
な
り
。
〈
あ
る
い
は
行
く
こ
と
一
分
二
分
す
る
に
群
賊
等
喚
び
回
す
〉
と
い
ふ

は
、
す
な
は
ち
別
解
・
別
行
・
悪
見
人
等
の
、
妄
り
に
見
解
を
説
き
て
た
が
ひ
に
あ
ひ
惑

乱
し
、
お
よ
び
み
づ
か
ら
罪
を
造
り
て
退
失
す
る
に
喩
ふ
。
〈
西
の
岸
の
上
に
人
あ
り
て

喚
ば
ふ
〉
と
い
ふ
は
、
す
な
は
ち
弥
陀
の
願
意
に
喩
ふ
。
〈
須
臾
に
西
の
岸
に
到
り
て
善

友
あ
ひ
見
て
喜
ぶ
〉
と
い
ふ
は
、
す
な
は
ち
衆
生
久
し
く
生
死
に
沈
み
て
、
曠
劫
に
輪
廻

し
、
迷
倒
し
て
み
づ
か
ら
纏
り
て
、
解
脱
す
る
に
由
な
き
に
、
仰
ぎ
て
釈
迦
の
発
遣
し
て

西
方
に
指
向
し
た
ま
ふ
こ
と
を
蒙
り
、
ま
た
弥
陀
の
悲
心
を
も
つ
て
招
喚
し
た
ま
ふ
に
よ

り
て
、
い
ま
二
尊
（
釈
尊
・
阿
弥
陀
仏
）
の
意
に
信
順
し
て
、
水
火
の
二
河
を
顧
み
ず
、

念
々
に
遺
る
る
こ
と
な
く
、
か
の
願
力
の
道
に
乗
り
て
、
命
を
捨
て
を
は
り
て
後
に
か
の

国
に
生
ず
る
こ
と
を
得
て
、
仏
と
あ
ひ
見
え
て
慶
喜
な
ん
ぞ
極
ま
ら
ん
と
喩
ふ
る
な
り
。
）

文
意
見
る
べ
し
。

三
に
結
勧
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又
一
切
止

常
作
此
想

（

ま
た
一
切
の
行
者
、
行
住
坐
臥
三
業
に
修
す
る
と
こ
ろ
、
昼
夜
時
節
を
問
ふ
こ
と
な

く
、
つ
ね
に
こ
の
解
を
な
し
つ
ね
に
こ
の
想
を
な
す
が
）

問
う
。
禿
鈔
の
引
文
、
自
利
の
言
を
冒
す
は
何
。

答
う
。
深
意
に
し
て
測
り
難
し
。
試
み
に
こ
れ
を
会
通
せ
ば
、
信
本
の
所
引
、
こ
の
章

を
除
か
ず
。
ま
さ
に
知
る
べ
し
、[

474a
]

こ
の
文
は
弘
願
の
相
を
顕
す
。
し
か
り
と
い

え
ど
も
、
「
常
に
こ
の
解
を
作
し
、
常
に
こ
の
想
を
作
す
」
の
意
は
策
励
に
亘
る
。
そ
れ

建
立
自
心
の
者
に
似
る
。
故
に
自
利
の
判
あ
る
か
。

三
に
結

故
名
回
向
発
願
心

（
ゆ
ゑ
に
、
回
向
発
願
心
と
名
づ
く
。
）

文
意
見
る
べ
し
。

二
に
還
相
回
向

又
言
回
向
止

名
回
向
也

（
ま
た
〈
回
向
〉
と
い
ふ
は
、
か
の
国
に
生
じ
を
は
り
て
、
還
り
て
大
悲
を
起
し
て
、
生

死
に
回
入
し
て
衆
生
を
教
化
す
る
を
ま
た
回
向
と
名
づ
く
。
）

禿
鈔
に
利
他
の
言
を
冐
せ
る
。

か
ぶ

六
要
に
云
く
、

「
又
言
」
等
と
は
、
重
て
廻
向
を
釈
す
、
こ
れ
す
な
わ
ち
還
相
廻
向
の
意
な
り
。

証
巻
に
云
く
、

二
つ
に
還
相
の
回
向
と
い
ふ
は
、
す
な
は
ち
こ
れ
利
他
教
化
地
の
益
な
り
。
す
な
は

ち
こ
れ
必
至
補
処
の
願
よ
り
出
で
た
り
。
ま
た
一
生
補
処
の
願
と
名
づ
く
。
ま
た
還
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相
回
向
の
願
と
名
づ
く
べ
き
な
り
。
『
註
論
』
（
論
註
）
に
顕
れ
た
り
。
ゆ
ゑ
に
願

文
を
出
さ
ず
。

等
と
。
け
だ
し
釈
に
依
り
て
釈
を
発
す
る
の
例
な
り
。

四
に
総
結
に
二
。
初
に
信
行
一
具
を
明
か
す
。
二
に
三
信
通
因
を
明
か
す
。
今
は
初
。

三
心
既
具
止

無
有
是
処
也

（

三
心
す
で
に
具
す
れ
ば
、
行
と
し
て
成
ぜ
ず
と
い
ふ
こ
と
な
し
。
願
行
す
で
に
成
じ

て
、
も
し
生
ぜ
ず
は
、
こ
の
処
あ
る
こ
と
な
か
ら
ん
。
）

信
は
必
ず
行
を
具
す
。
業
事
成
弁
な
り
。

二
に
三
信
通
因
を
明
か
す
。

又
此
三
心
止

之
義
応
知

（
ま
た
こ
の
三
心
は
ま
た
通
じ
て
定
善
の
義
に
摂
す
、
知
る
べ
し
」
と
。
）

三
心
は
散
善
中
に
あ
り
と
い
え
ど
も
、
説
義
は
定
善
に
通
ず
。
理
実
は
散
に
あ
ら
ざ
る

も
の
な
り
。
隠
顕
の
旨
、
応
の
ご
と
く
こ
れ
に
会
す
。

三
に
讃
文
に
二
。
初
に
問
、
二
に
答
。
今
は
初
。

[
474b

]

往
生
礼
讃
止

彼
国
土
也

（

『
往
生
礼
讃
』
に
い
は
く
、
「
問
ひ
て
い
は
く
、
い
ま
人
を
勧
め
て
往
生
せ
し
め
ん

と
欲
は
ば
、
い
ま
だ
知
ら
ず
、
い
か
ん
が
安
心
・
起
行
し
て
業
を
な
し
て
か
、
さ
だ
め
て

か
の
国
土
に
往
生
す
る
こ
と
を
得
ん
や
。
）

前
序
文
な
り
。
引
意
は
上
の
三
心
釈
を
助
顕
す
。

二
に
答
に
四
。
初
は
問
意
を
牒
す
。
二
に
経
文
を
引
く
。
三
に
三
心
を
釈
す
。
四
に

総
結
。
今
は
初
。
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答
曰
必
欲
止

国
土
者

（
答
へ
て
い
は
く
、
か
な
ら
ず
浄
国
の
土
に
往
生
せ
ん
と
欲
は
ば
、
）

牒
意
見
る
べ
し
。

二
に
経
文
を
引
く
。

如
観
経
説
止

必
得
往
生

（
『
観
経
』
の
説
の
ご
と
き
は
、
三
心
を
具
す
れ
ば
か
な
ら
ず
往
生
を
得
。
）

上
の
所
引
の
文
な
り
。

三
に
三
心
を
釈
す
。

何
等
為
三
止

回
向
発
願
心

（
な
ん
ら
を
か
三
と
な
す
。
一
に
は
至
誠
心
、
い
は
ゆ
る
身
業
を
も
つ
て
か
の
仏
を
礼
拝

し
、
口
業
を
も
つ
て
か
の
仏
を
讃
歎
称
揚
し
、
意
業
を
も
つ
て
か
の
仏
を
専
念
観
察
す
。

お
ほ
よ
そ
三
業
を
起
す
に
、
か
な
ら
ず
す
べ
か
ら
く
真
実
な
る
べ
し
。
ゆ
ゑ
に
至
誠
心
と

名
づ
く
。
二
に
は
深
心
、
す
な
は
ち
こ
れ
真
実
の
信
心
を
も
つ
て
、
自
身
は
こ
れ
煩
悩
を

具
足
せ
る
凡
夫
、
善
根
薄
少
に
し
て
三
界
に
流
転
し
て
火
宅
を
出
で
ず
と
信
知
し
、
い
ま

弥
陀
の
本
弘
誓
願
、
名
号
を
称
す
る
こ
と
下
十
声
・
一
声
等
に
至
る
に
及
ぶ
ま
で
さ
だ
め

て
往
生
を
得
と
信
知
し
て
、
乃
至
一
念
も
疑
心
あ
る
こ
と
な
し
。
ゆ
ゑ
に
深
心
と
名
づ
く
。

三
に
は
回
向
発
願
心
、
所
作
の
一
切
の
善
根
こ
と
ご
と
く
み
な
往
生
に
回
願
す
。
ゆ
ゑ
に

回
向
発
願
心
と
名
づ
く
。
）

こ
の
中
深
心
の
一
釈
、
信
本
（
十
四
紙
）
に
引
証
す
。
至
誠
心
及
び
回
向
発
願
心
の
二

釈
、
化
本
（
十
紙
）
に
引
証
す
。
上
に
准
じ
て
解
す
べ
し
。

四
に
総
結

具
此
三
心
止

具
説
応
知
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（
こ
の
三
心
を
具
す
れ
ば
、
か
な
ら
ず
生
ず
る
こ
と
を
得
、
も
し
一
心
少
け
ぬ
れ
ば
、
す

な
は
ち
生
ず
る
こ
と
を
得
ず
。『
観
経
』
に
つ
ぶ
さ
に
説
く
が
ご
と
し
、
知
る
べ
し
」
と
。
）

「
若
少
」
等
と
は
、
解
に
二
義
あ
り
。
も
し
顕
意
に
約
し
て
、
三
中
に
一
を
欠
く
。
も

し
隠
彰
に
依
ら
ば
他
力
心
に
欠
く
。
和
讃
に
云
々
（
真
実
信
心
え
ざ
る
を
ば
等
）

三
に
私
釈
に
三
。
初
に
至
要
に
嘆
ず
。
二
に
文
に
就
い
て
釈
す
。
三
に
通
局
に
弁
ず
。

初
に
至
要
を
嘆
ず
に
三
。
初
に
直
述
、
二
に
引
証
、
三
に
結
勧
。
今
は
初
。

[
475a

]

私
云
所
引
止

至
要
也

（
わ
た
く
し
に
い
は
く
、
引
く
と
こ
ろ
の
三
心
は
こ
れ
行
者
の
至
要
な
り
。
）

隠
顕
に
二
意
。
上
に
准
じ
て
解
す
べ
し
。

二
に
引
証
に
二
。
初
に
経
文
、
二
に
釈
文
。
今
は
初
。

所
以
者
何
止

必
応
得
生

（
所
以
は
い
か
ん
ぞ
。
『
経
』
（
観
経
）
に
は
す
な
は
ち
、
「
具
三
心
者
必
生
彼
国
」
と
い

ふ
。
あ
き
ら
か
に
知
り
ぬ
、
三
を
具
す
れ
ば
か
な
ら
ず
生
ず
る
こ
と
を
得
べ
し
。
）

こ
の
文
は
隠
顕
、
上
の
已
に
弁
ず
る
が
ご
と
し
。

二
に
釈
文

釈
則
云
止

更
不
可

（
『
釈
』
（
礼
讃
）
に
は
す
な
は
ち
、
「
若
少
一
心
即
不
得
生
」
と
い
ふ
。
あ
き
ら
か
に
知

り
ぬ
、
一
も
少
け
ぬ
れ
ば
こ
れ
さ
ら
に
不
可
な
り
。
）

「
一
少
」
と
は
隠
顕
。
准
釈
知
る
べ
し
。

三
に
結
勧
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由
茲
欲
生
止

三
心
也

（
こ
れ
に
よ
り
て
極
楽
に
生
れ
ん
と
欲
は
ん
人
は
、
ま
つ
た
く
三
心
を
具
足
す
べ
し
。
）

文
意
見
る
べ
し
。

二
に
文
に
就
い
て
釈
す
に
三
。
初
に
至
誠
心
、
二
に
深
心
、
三
に
回
向
発
願
心
。
初

に
至
誠
心
に
二
。
初
に
総
指
、
二
に
別
釈
。
今
は
初
。

其
中
至
誠
止

如
彼
文

（
そ
の
な
か
に
「
至
誠
心
」
と
は
こ
れ
真
実
の
心
な
り
。
そ
の
相
、
か
の
文
（
散
善
義
）

の
ご
と
し
。
）

隠
顕
知
る
べ
し
。

二
に
別
釈
に
二
。
初
は
牒
、
二
に
釈
。
今
は
初
。

但
外
現
止

虚
仮
者

（
た
だ
し
「
外
に
賢
善
精
進
の
相
を
現
じ
、
内
に
虚
仮
を
懐
く
」
と
い
ふ
は
、
）

文
意
見
る
べ
し
。

二
に
釈
に
二
。
初
は
外
現
文
意
。
二
に
内
懐
文
意
。
今
は
初
。

外
者
対
内
止

応
備
出
要

（
外
は
内
に
対
す
る
辞
な
り
。
い
は
く
外
相
と
内
心
と
不
調
の
意
な
り
。
す
な
は
ち
こ
れ

外
は
智
、
内
は
愚
な
り
。
賢
と
い
ふ
は
愚
に
対
す
る
言
な
り
。
い
は
く
外
は
こ
れ
賢
、
内

は
す
な
は
ち
愚
な
り
。
善
は
悪
に
対
す
る
辞
な
り
。
い
は
く
外
は
こ
れ
善
、
内
は
す
な
は

ち
悪
な
り
。
精
進
は
懈
怠
に
対
す
る
言
な
り
。
い
は
く
外
に
は
精
進
の
相
を
示
し
、
内
に

は
す
な
は
ち
懈
怠
の
心
を
懐
く
。
も
し
そ
れ
外
を
翻
じ
て
内
に
蓄
へ
ば
、
ま
こ
と
に
出
要

に
備
ふ
べ
し
。
）

禿
鈔
下
、
至
誠
心
に
五
番
の
対
あ
り
。
内
外
対
に
お
い
て
二
十
五
番
の
諸
対
を
開
出
す
。
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み
な
こ
の
意
を
承
く
も
の
な
り
。
ま
た
題
下
の
分
註
、
ま
た
こ
の
意
な
り
。
け
だ
し
謙
辞

の
み
。

い
か
ん
が
謙
。
謂
く
賢
と
は
七
祖
を
指
す
。
内
賢
外
愚
は
専
ら
深
心
の
義
に
順
ず
。
故

に
「
信
」
と
云
う
。
愚
禿
の
祖
は
自
ら
指
し
て
、
内
愚
外
賢
と
。
常
に[

475b
]

深
心
の

相
と
違
う
が
故
に
「
心
」
と
云
う
。
和
讃
に
云
々
（
小
慈
小
悲
も
な
け
れ
ど
も
、
名
利
に

人
師
を
こ
の
む
な
り
）
。
禿
鈔
の
判
釈
、
古
今
を
座
断
す
。

「
而
爾
云
」
と
は
謙
の
至
な
り
。

二
に
内
懐
文
意

内
懐
虚
仮
止

可
是
出
要

（
「
内
に
虚
仮
を
懐
く
」
と
等
と
は
、
内
は
外
に
対
す
る
辞
な
り
。
い
は
く
内
心
と
外
相

と
不
調
の
意
な
り
。
す
な
は
ち
こ
れ
内
は
虚
、
外
は
実
な
り
。
虚
は
実
に
対
す
る
言
な
り
。

い
は
く
内
は
虚
、
外
は
実
な
る
も
の
な
り
。
仮
は
真
に
対
す
る
辞
な
り
。
い
は
く
内
は
仮
、

外
は
真
な
り
。
も
し
そ
れ
内
を
翻
じ
て
外
に
播
さ
ば
、
ま
た
出
要
に
足
り
ぬ
べ
し
。
）

上
に
准
じ
て
解
す
べ
し
。

二
に
深
信
に
二
。
初
に
直
ち
に
伝
承
の
真
印
を
顕
す
。
二
に
因
り
て
師
資
の
同
軌
を

示
す
。
今
は
初
。

次
深
心
者
止

往
生
者
也

（
次
に
「
深
心
」
と
は
、
い
は
く
深
信
の
心
な
り
。
ま
さ
に
知
る
べ
し
、
生
死
の
家
に
は

疑
を
も
つ
て
所
止
と
な
し
、
涅
槃
の
城
に
は
信
を
も
つ
て
能
入
と
な
す
。
ゆ
ゑ
に
い
ま
二

種
の
信
心
を
建
立
し
て
、
九
品
の
往
生
を
決
定
す
る
も
の
な
り
。
）

正
信
偈
に
云
々
。
和
讃
に
云
々
。
原
夫
れ
ば
信
を
勧
め
疑
を
誡
む
は
、
三
経
七
釈
に
文

た

づ

ね

み

義
充
塞
す
。
大
経
の
招
喚
は
も
っ
て
法
疑
を
除
く
。
観
経
の
発
遣
は
も
っ
て
機
の
疑
を
遣

わ
す
。
小
経
の
証
誠
は
二
疑
双
べ
て
遮
る
。
龍
樹
に
云
く
、
「
疑
へ
ば
す
な
は
ち
華
開
け

ず
」
は
、
密
疑
を
遮
る
な
り
。
今
云
々
と
は
、
疎
疑
を
遮
る
な
り
。
義
に
疎
密
あ
り
、
文

に
具
略
あ
り
。
互
顕
旨
深
。
一
切
通
じ
て
遮
る
が
故
に
。

宗
祖
は
三
信
を
釈
す
。
一
一
結
び
に
「
疑
蓋
無
雑
」
と
言
う
。
そ
の
指
す
所
は
真
実
五
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巻
に
帰
す
。
こ
れ
勧
信
門
。
方
便
一
巻
は
こ
れ
誡
疑
門
。
三
帖
ま
た
し
か
り
。
あ
に
真
宗

の
肝
要
念
仏
の
奥
義
と
な
ら
ず
や
。

二
に
因
り
て
師
資
の
同
軌
を
示
す
。

又
此
中
止

此
二
門
也

（
ま
た
こ
の
な
か
に
「
一
切
の
別
解
・
別
行
・
異
学
・
異
見
」
等
と
い
ふ
は
、
こ
れ
聖
道

門
の
解
・
行
・
学
・
見
を
指
す
。
そ
の
余
は
す
な
は
ち
こ
れ
浄
土
門
の
意
な
り
。
文
に
あ

り
て
見
る
べ
し
。
あ
き
ら
か
に
知
り
ぬ
、
善
導
の
意
ま
た
こ
の
二
門
を
出
で
ず
。
）

文
意
見
る
べ
し
。

三
に
回
向
発
願
心

[
476a

]

回
向
発
願
心
止

行
者
応
知
之

（
回
向
発
願
心
の
義
、
別
の
釈
を
俟
つ
べ
か
ら
ず
。
行
者
こ
れ
を
知
る
べ
し
。
こ
の
三
心

は
総
じ
て
こ
れ
を
い
へ
ば
、
も
ろ
も
ろ
の
行
法
に
通
ず
。
別
し
て
こ
れ
を
い
へ
ば
、
往
生

の
行
に
あ
り
。
い
ま
通
を
挙
げ
て
別
を
摂
す
。
意
す
な
は
ち
あ
ま
ね
し
。
行
者
よ
く
用
心

し
て
、
あ
へ
て
忽
諸
せ
し
む
る
こ
と
な
か
れ
。

古
に
二
義
あ
り
。
一
に
云
く
「
通
諸
等
と
は
二
門
に
通
ず
る
な
り
。
別
而
等
と
は
浄
土

に
局
る
な
り
」
と
。

一
に
云
く
、
「
通
諸
等
と
は
定
散
に
通
ず
る
な
り
。
別
而
等
と
は
、
念
仏
に
局
る
な
り
」

と
。今

謂
く
、
「
通
諸
」
等
と
は
二
力
に
通
ず
る
な
り
。
「
別
而
」
等
と
は
他
力
に
局
る
な

り
。往

生
諸
行
義
、
准
じ
て
か
く
の
ご
と
し
。

選
択
集
通
津
録
巻
三
終
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【
科
段
⑧
（
随
文
釈
）
】

八
に
三
心
章

標
章

引
文

経
文

疏
文

至
誠
心標釈

字
訓

総
じ
て
勧
誡
を
釈
す

真
実
を
勧
む

虚
仮
を
誡
め
る

誡
の
由
を
明
か
す

勧
の
由
を
明
か
す

別
し
て
二
利
を
釈
す

標
列

随
釈

自
利
真
実

厭
離
真
実

標釈

悪
を
廃
す

善
を
修
す

欣
求
真
実

口
業

欣
求
相

厭
離
相

身
業

欣
求
相

厭
離
相

意
業
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欣
求
相

厭
離
相

利
他
真
実

悪
を
廃
す

善
を
修
す

結

深
心

標釈

総
釈

別
顕

略
標

広
釈

就
人
立
信

初
信
機

信
法

仏
願
を
信
ず
る
相

仏
教
を
信
ず
る
相

仏
語
を
信
ず
る
相

仰
信
の
相

解
信
の
相

総
じ
て
勧
む

別
し
て
勧
む

果
人
を
揚
げ
る

因
人
を
抑
え
る

相
対
し
て
弁
ず

総
じ
て
弁
ず

別
し
て
弁
ず

結
勧

自
信
を
建
つ
る
（
建
立
自
心
相
）

上
文
を
標
挙
す

広
く
そ
の
相
を
釈
す

総
じ
て
明
す



- 129 -

問
答

問答

先
に
問
意
を
牒
す

正

し

く

報

言

を

誨

え

る

正
答

述
由

四
別
相

四
信
相

（
以
下
別
図
）

四
信
相往

生
信
心

清
浄
信
心

上
上
信
心

直
答

由
を
述
す

畢
竟
信
心

直
答

由
を
述
す

道
理

文
証

直
指

引
文

釈
迦
讃
嘆

讃勧

諸
仏
称
讃

讃証

結
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総
決

就
行
立
信

回
向
発
願
心

標釈

牒
文

随
釈

往
相
回
向

自
利
回
向

利
他
回
向

直
釈

問
答

問答

法
説

総
示

引
例

正
挙

比
況

得
益

返
詰

解
行

譬
説

略
標

正
説

譬
文

合
文

結
勧

結

還
相
回
向

総
結
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信
行
一
具
を
明
か
す

三
信
通
因
を
明
か
す

讃
文

問答

問
意
を
牒
す

経
文
を
引
く

三
心
を
釈
す

総
結

私
釈

至
要
を
嘆
ず

直
述

引
証

経
文

釈
文

結
勧

文
に
就
い
て
釈
す

至
誠
心総

指
別
釈

牒釈

外
現
文
意

内
懐
文
意
（

b

）

475

深
心
（
信
）

直
ち
に
伝
承
の
真
印
を
顕
す

因
り
て
師
資
の
同
軌
を
示
す

回
向
発
願
心

通
局
を
弁
ず

（
選
択
集
通
津
録
巻
三

終
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・
言
葉
の
補
足
説
明
は
、
（
※
～
）

・
言
葉
の
補
筆
は
、[

※
～]

・
引
文
に
省
略
が
あ
る
場
合
は
、
（
※
省
略
：
～
）

・
引
文
が
原
本
と
異
な
る
場
合
、
（
※
原
本
：
～
）

・
省
略
記
号

真
聖
全
：
真
宗
聖
教
全
書

註
釈
版
：
浄
土
真
宗
聖
典
註
釈
版

浄
真
全
：
浄
土
真
宗
全
書

大
正
：
大
正
新
脩
大
蔵
経


